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図 2　斜面冷気流ポテンシャルマップ

図 2　雑木林調査地で捕獲されたアカネズミ 図 ３　雑木林調査地で捕獲されたヒメネズミ
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図 2 　高濃度CO2濃度下で生育した藻体

図 1 　調査対象地域
広域エリア（左）と野鳥公園と周辺の耕作地（右）

2

プロジェクト研究　 ７ 　　　　　　　　　　　　　

中山間地域における交流型地域環境資源管理システムの構築に関する研究

プロジェクト研究　1０　　　　　　　　　　　　　

石油生産性微細藻 Botryococcus braunii  の廃棄ウレタン燃料化への活用に関する研究
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図 ３ 　甲府盆地上部礫層の地下模式断面図

図 2 　甲府盆地の東西方向の地下地質断面図

図 1 　 従来における富士山の地質断面図と
富士五湖の水循環概念の関係図
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基盤研究　 1 　山梨県内地下水の保全と管理

―化学的特性および物理的特性からの解明
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写真 1 　 甘利山山頂草原で 1 個体も確認
できなかった県レッドリスト種
コヒョウモンモドキ

写真 2 　 調査を行った甘利山山頂部草原
（ササ類が目立ち、花がほとんど
見られない）
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基盤研究　 ５ 　　　　　　　　　　　　　

山梨県レッドデータブック登載昆虫類の分布・生息環境モニタリングと保護・保全に関する研究
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基盤研究８ 
無機バナジウムの吸収ならびに生体応答に関与する因子の解明
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図-1 動物の体重変化と死亡率 図-2 ALT 活性と CRE 量の測定結果

図-3 ヘマトキシリン・エオジン染色の結果
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図 1　動物の体重変化と死亡率

図- ３ 　ヘマトキシリン・エオジン染色の結果

図- 2 　ALT活性とCRE量の測定結果
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(b) 2007年 8 月15日　15:00 JST(a) 2007年 3 月 1 日　15:00 JST

図 1　可降水量分布図

写真 2　平成2４年早春の竹林を含む里山写真 1　平成2３年早春の竹林を含む里山
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基盤研究　 ９

衛星リモートセンシングデータ及び地上測定データを融合した大気環境の広域評価に関する研究

基盤研究　1０

自然環境情報からの環境計画指標抽出方法の開発
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写真 2　モンキードッグ「カイ（写真・左）」と
　　　　「コテツ（写真・右）」

写真 1　GPSロガーを装着したモンキードッグ
　　　　「ラッキー」

図 ３　富士北麓酵母によるパンの試作（発酵中の生地）図 1　富士北麓の植物に生息する酵母
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特定研究 1

野生動物被害防除技術の効果と影響

基盤研究　1４　　　　　　　　　　　　　

富士北麓を中心とした陸・水圏に由来する酵母と糸状菌の収集、有用性試験、およびデータベース化
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写真 1　平成2３年 ５ 月の農地の状態

写真 2　平成2３年11月の農地の状態
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特定研究　 ４　　　　　　　　　　　　　　　　

県内の耕作放棄地の省力的な管理手法に関する研究

環境科学15号口絵.indd   8 2013/01/07   14:02:16



A-14-2012

第  15  号

平成  23  年度

山梨県環境科学研究所

山梨県環境科学研究所年報

YIES   Annual   Report   2011

環境科学15号01_2-1-1.indd   9 2013/01/07   14:01:08



A-14-2012

第  15  号

平成  23  年度

山梨県環境科学研究所

山梨県環境科学研究所年報

YIES   Annual   Report   2011

環境科学15号01_2-1-1.indd   9 2013/01/07   14:01:08 環境科学15号01_2-1-1.indd   10 2013/01/07   14:01:08



11

は　じ　め　に

　山梨県環境科学研究所は、県民誰もが健康で快適な暮らしを送ることができる県土の実現を支援する

中核的な施設として、平成 ９ 年に設置されました。本年報は、平成２３年度において当研究所が実施した

研究や事業について取りまとめ、 １ 年間の実績を報告するものであります。県民の皆様や関係の方々に

御活用いただくとともに、忌憚のない御意見をいただければ幸いです。

　さて、当研究所は設置以後、山梨の将来を見据えた環境行政の展開を支援することを基本として、自

然と人の生活とが調和する環境を研究する「研究」機能や、県民の環境保全の取り組みを支援する「教

育」と「情報」、さらに、研究者や県民が交流する場や機会を提供する「交流」の ４ つの機能を通じて、

「自然と人との共生」というテーマを実現させるために事業を展開しています。

　「自然」「人」「地域」の ３ 分野で行っている研究では、平成２３年度は「プロジェクト研究」１０研究、「基

盤研究」１４研究、「特定研究」 ４ 研究の計２８研究を精力的に進めてまいりました。研究活動の成果につ

いては、今後も県の施策へ反映させるとともに、研究発表会の開催、各種学会での発表、研修会への講

師派遣、ニューズレター等を通じて、県民の皆様に提供してまいります。

　環境教育・情報分野では、地域の自然を活用した各種プログラムにより、日々の生活と環境について

考える機会を作ってまいりました。平成２３年 ３ 月１１日に発生した東日本大震災は、これまでの生活様式

や価値観までも変える大きな災害となりましたが、県民の地震や富士山噴火に対する関心は高まり、こ

れらを題材とした研修会には多くの方々の参加があり、課題等についての議論も行われました。本県の

環境教育・情報の拠点施設として、多くの皆様に当研究所を訪れていただき、今後も環境について知り、

考え、行動する活動を支援していきたいと考えております。

　交流分野では、外国人研究者を招致して国際シンポジウムを開催し、研究者同士や一般県民を含めて

の交流を図ることができました。また、地域の高校生及び大学生には、当研究所で行っている研究を実

際に体験してもらい、自身の将来設計の一助にしていただきました。

　県財政は一層厳しさを増しておりますが、限られた予算・人員の中で県民ニーズに適合した研究や各

種事業をより効率的、効果的に進め、今後ともより充実した研究機関として環境保全の支援等に努めて

いく所存ですので、関係各位のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

　　　平成２４年 ９ 月

                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県環境科学研究所

                                       　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　荒　牧　重　雄
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1 　研究所の概況

1－ 1　目　的

　自然は、私たちの生活や行動によって汚れた空気や水
をきれいにしたり、気候を緩和したりするとともに、私
たちの心にうるおいややすらぎを与えてくれる。
　今日の環境問題を解決し、快適な生活を送るためには、
こうした自然の恵みを十分に受けることができる地域づ
くりを進めるとともに、私たち自身、環境に負荷をかけ
ない生活を心がけ、自然と人の生活とが調和した県土を
築いていくことが不可欠である。
　環境科学研究所は、本県の将来を見据え、予見的・予
防的な視点に立った環境行政の展開を支援することを基
本姿勢として、「研究」、「教育」、「情報」、「交流」の各
機能を通じて、こうした県土の実現を支援する。

1 － 2 　機　能

研　究
　山梨の将来を見据え、「自然と人との共生」をテーマ
とした研究を進めることにより、地域の自然と人の生活
とが調和し、自然がもつ浄化能力が十分発揮できる地域
づくりを支援する。
　
教　育
　子供から大人まで、幅広く県民に環境学習の場や機会
を提供することにより、県民一人ひとりが環境への関心
を高め、日々の生活が環境に配慮したものとなるよう支
援する。

情　報
　環境に関する情報を幅広く収集し、わかりやすく提供
することにより、県民の環境学習や環境保全活動、快適
な環境づくりに向けた施策や研究所業務の効率的推進を
支援する。

交　流
　県民や国内外の研究者が、環境をテーマとして交流す
る場や機会を提供することにより、環境保全活動や研究
活動の活発な展開、ネットワークの拡大を支援する。　

1 － 3 　組　織

・倫理委員会
・動物実験倫理委員会
・動物飼育施設運営委員会
・中央機器運営委員会
・広報委員会
・編集委員会
・ネットワーク管理委員会
・毒物・劇物及び特別管理産業廃棄物管理委員会
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2 　研究活動

○研究の種類

プロジェクト研究　
　中長期的な視点から研究所として取り組む戦略的な研
究で、所員がプロジェクトチームを組み、国内外の研究
機関とも連携しながら ３〜 5年程度の期間を定めて行う
研究。

基盤研究
　プロジェクト研究を推進し、新たな課題に対応するた
め、研究員が各専門分野において取り組む基礎的な研究。

特定研究
　緊急の行政課題に対応するため、 ２〜 ３年程度の期間
を定め、他の試験研究機関とも共同して取り組む研究。

○研究体制

自然環境・富士山火山研究部

富士山火山防災情報センター

地球科学研究室
　人間の一生を遥かに超える時間のオーダーで地球は変
化し、その姿を変えてきた。この現象は、地球表層部の
岩石圏と大気圏の境界面における風化･侵食を始めとす
る物質循環システムの中で行われてきたものである。こ
のシステムに規制され、ヒトを含む生物が育まれてきた。
いいかえれば、その時その時の地球表層部の岩石･地層
等の状況が水を媒体にして生物類に影響を与えてきた、
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ト研究や基盤研究を行う。具体的なテーマとしては、⑴
富士山の自然生態系における循環機構に関する研究、⑵
森林による地球温暖化ガスの吸収効率に関する研究、⑶
富士山森林限界付近の植生の生態学的研究、⑷富士北麓
野尻草原群落の維持機構に関する研究などがある。

動物生態学研究室
　主に二つの研究に取り組んでいる。一つは県内の様々
な自然環境下に生息する動物の生息状況や生態を解明
し、生物多様性保全を考察する保全生物学的研究であり、

もう一つは、県内の農林業に対して大きな影響を与えて
いる野生動物の分布・生態を解明し、その管理手法や保
全を考察する野生動物管理学的研究である。前者は主に
プロジェクト研究「富士山における環境指標生物を対象
にした保全生物学的研究」に、後者は特定研究「野生動
物被害防除技術の効果と影響」に関与している

環境健康研究部

環境生理学研究室
　自然資源が人にもたらす快適性について、自然のもつ
ポテンシャルと、それを受容する人間の特性の両面から
明らかにすることを目指している。平成２３年度は、プロ
ジェクト研究「森林と高原の環境を活用したストレス軽
減法に関する研究」を継続するとともに、特定研究「木
質内装材が人の心と体に与える影響に関する研究」の研
究成果の取りまとめを行った。基盤研究では、「精神的
ストレス環境下の認知処理機構とストレス増減作用に関
する研究」を行った。また、総合理工学研究機構の共同
研究「自然環境のもたらす保健休養上の効用に関する研
究」を継続した。脳科学、生理学、心理学などの手法を
総合的に用いて、心身の健康の維持・向上を目指した環
境資源の活用法について研究を行っている。

生気象学研究室
　生気象学とは「気象、気候と人間を含むさまざまな種
類の生き物との関係を研究する学問」であり、裾野が広
く人体生気象、動物・植物生気象や都市計画など様々な
専門分野を多く含んでいるのが特徴である。当研究室で
はその中で気象要因が健康に与える影響を研究してい
る。気象要因の中で特に「温度」に着目し研究を行って
きており、甲府盆地での気候環境の調査と健康問題（熱
中症）との因果関係についての研究や実験室内での動物
モデルを使用した気温変化が生体に対して起こすストレ
ス作用のメカニズムの解明を行っている。
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地域環境政策研究部

環境資源学研究室
　環境資源学研究室では、リサイクルによる廃棄物の有
効利用や、環境資源の持続的利用の開発に取り組んでい
る。さらに、各リサイクル処理による環境への様々な影
響を高度なコンピューター計算により予測し、環境への
負荷の少ない処理へ移行することを促進するための評価
手法である LCA（ライフ・サイクル・アセスメント）
の先端研究を進めている。両研究を合わせて、より地球
環境に優しいリサイクル技術とその実用化を目指してい
る。

環境計画学研究室
　衛星画像や空中写真を利用した上空からのリモートセ
ンシング技術活用を基盤に、私たちの身近な自然環境の
広域かつ客観的な現状把握をはじめ、土地利用を含めた
自然環境の変化をモニタリングする手法を研究開発す
る。さらに、GIS（地理情報システム）を核として、人
との関わりの観点からみた地域環境の維持・保全、身近
な自然環境の活用、都市環境の改善などを目指した研究
を進めている。その結果として得られる技術は環境保全
にとどまらず、各種調査、分析、対策立案の基盤データ
を提供することを通じ、社会に貢献すると期待される。
また、植生学、都市・地方計画、その他の専門領域にわ
たる知見、衛星データや空中写真などの資料を総合し、
GISなどを基盤的な技術として分野横断的な研究を行
い、政策の立案、実施、モニタリングという環境計画の
プロセスをサポートする。

人類生態学研究室
　人々は、自らを取り囲む環境を変化させていくととも
に、その環境に強く制限されて生活している。地域の環
境、特に身近な自然環境が、住民のライフスタイルの変
化とともにどのように変化するか、そして、身近な環境
の変化とライフスタイルの変化が相互に関連しながら地
域住民の生活にどのような影響をおよぼすかについて、
個々の地域の特性の違いを考慮に入れたフィールド調査
を実施することによって明らかにする。さらに、人と身
近な自然環境との関係を見直し、地域の環境資源を持続
的に活用することによって、自然環境の保全と住民の健
康で快適な生活が両立したいわゆる“健康な地域生態系”
の構築を目指す研究を進めている。
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2 － 1 　研究概要
2－ 1－ 1　プロジェクト研究

プロジェクト研究　 1
山梨県内の湖沼堆積物に記録された環境情報の時空分
析

担当者
　地 球 科 学 研 究 室：輿水達司・内山　高・笠井明穂
　環境計画学研究室：杉田幹夫
　衛 生 公 害 研 究 所：小林　浩
　東海大学海洋学部：根元謙次

研究期間
　平成１９年度〜２３年度

研究目的、および成果
　地球温暖化等をはじめとする環境問題の解明にあた
り、観測記録などを過去からの変化を基に、その規則性
を見出し、そこから将来対策を試みる場合、よりどころ
とする記録が数十年、長い場合でも百年程度といった短
期間に制約されるため、精度の高い将来予測を、しばし
ば困難にしている。これに対し、湖底堆積（たいせき）
物や海洋底堆積物を材料に検討した場合、より広範な年
代幅につき環境変化の記録を読みとることを可能とし、
結果として精度の高い将来予測に寄与する。そのため、
内陸地域においては湖底堆積物等をボーリングコアとし
て採取し、この中に記録されている各種の環境情報を解
析し、さらに歴史的変化を明らかにする研究が、国の内
外において活発に実施されるようになってきた。
　このような背景から、我々は先行プロジェクト研究に
おいて、富士五湖湖底堆積物をボーリングコア採取し、
富士山の過去からの活動につき地域特性の解明をはじ
め、火山防災上についても重要なデータを明らかにした。
これ以外にも、本プロジェクト研究に関連する成果とし
て、環境変動の方面からは、富士五湖地域における過去
からの大気環境等の歴史的変遷の情報を明らかにでき
た。また、中国大陸からの黄砂（こうさ）飛来量変化に
ついても検討し、東アジア地域の環境変化の規則性を知
ることができた。
　このような成果の中には地球自身によるリズムからも
たらされる現象のほかに、人為的活動の結果としての地
球温暖化現象も包含されている。
　本プロジェクト研究において富士山麓地域は勿論、さ
らに甲府盆地一帯における湖沼の堆積物に分析対象を拡
げ、堆積物中に記録されている環境変遷の歴史的解明を
図り、将来の山梨県における環境予測の基礎資料を構築

することを目標とする。また、今年度が本プロジェクト
研究の最終年度に当たり、防災の視点からも、その対策
に寄与することを意識して地球科学研究室が継続観測に
努めてきたラドン計測の内容についても、併せて報告す
る。

⑴　湖沼堆積物の環境解析の意義とPAHs分析
　湖や内湾域などの底質堆積物中には、人間の生産活動
に由来する種々の化学物質が砂や泥の堆積物と共に堆積
し、人間活動の自然環境への影響が記録されている。こ
のような化学物質のうち、多環芳香族炭化水素類

（Policyclic Alomatic Hydrocarbons: PAHsと記す）は、
化石燃料由来とされ、環境影響指標の検討を目的に、国
の内外でも多くの研究がなされてきている。
　この視点から我々は、河口湖湖底堆積物に含まれる
PAHsの分析を行ない、時代を追ったPAHs濃度変化を
基に、河口湖付近における人間活動による環境汚染の影
響とその変遷を報告した（小林ほか，２０００）。本プロジェ
クト研究でもこのPAHsによる大気環境の変遷史の解明
目的に甲府盆地側の湖沼として四尾連湖（市川三郷町）
および千代田湖（甲府市）において検討を進めてきた。
　甲府盆地側の上記 ２ 箇所の湖沼堆積物中に含まれる
PAHs濃度は、富士五湖側（河口湖や山中湖）に比較して、
明らかに低濃度であることを我々は確かにした。プロ
ジェクト研究の最終年度では、このPAHs濃度の地域差
につき、地形や人間活動の要素も踏まえた検討を試みよ
うとした。が、現時点では合理的な説明までには至らな
いものの、甲府盆地側での湖沼堆積物採取地点における
人間活動としては、富士五湖側に比べると、概して不活
発という要因に求められそうである。このため、今後は
湖沼堆積物の検討において、甲府盆地の中心部における、
より人口が密集し、しかも交通量の多そうな地域・地点
からも湖沼堆積物試料を採取し、総合的に検討すること
が重要となる。

⑵　ラドンの継続計測
　阪神・淡路大地震の後、地震の前兆現象の研究を本格
的に着手しようという機運が高まり、国としても当時の
科学技術庁により、具体的に着手したものの、実際には
地震予知は容易ではない。
　このような経緯の中で、日本が世界に誇れる地震予知
研究への大がかりな試みとしては、以下の ２ つであろう。
その一つは深海底掘削船「ちきゅう」による南海トラフ
での掘削である。これは掘削した物質を調べることで、
地震予知の研究が進歩するものと考えられている。もう
一つは、精密制御定常信号システム「アクロス」である。
これは、地下の状態を能動的に監視するシステムであり、
具体的にはプレート境界部や断層の状態をレーダーに
よって監視しようというものである。このレーダーが十
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分に機能すれば、地震予知にある程度大きな貢献するこ
とが期待される。
　しかし、これらの大がかりな地震予知研究は我々のよ
うな地方の研究機関が実施するには、予算面等から困難
である。このため、我々は地震活動に伴って地下から発
生するラドンの連続計測に努めてきた。ラドンの大気中
濃度の変動をもたらす理由として、地震等の活動が地殻
の亀裂を引き起こすことに要因が求められる、という考
えである。従来から、この原理で地震発生前後の大気中
ラドン量の変化についての報告は少なくないものの、山
梨県内においては、この目的に沿った系統的なラドン計
測は知られていない。
　以上の事情から、我々が研究所開始から計測を進めて
きたラドン濃度のうち、南部町（旧富沢町）に機器を設
置した以降の特に最近における観測データを紹介し、連
続観測の意義についても触れたい。

　すなわち、２０１１年 ３ 月１１日の東日本大震災に際し、こ
の地震発生前後における南部町でのラドン量は、明瞭な
変化として認められている（図 １）。地震発生地域から
遥かに離れている場所でのラドン観測から、その極端な
変化が、地震活動と連動して認められていることは重要
と考えられる。実際には、この東日本大震災の発生時以
外の場合にも、我々のラドン計測から幾つかの極端な変
動が認められており、別の物理的方法等による地震監視
のためのデータの関係性なども含む検討が、今後綿密に
なされていくことが重要と考えられる。
　以上から、今まで我々が進めてきた大気中のラドンの
連続観測データが、実際の地震現象との関係で、どのよ
うな因果関係が認められるのかといった点も含めて、そ
の関係の詳細解析等をとおして、地震予知への前進など、
広い意味での未来の環境変動への科学的貢献に活かして
いきたい。

図 1
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外の場合にも、我々のラドン計測から幾つかの極端な変
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富士山五合目樹木限界の生態系に撹乱が及ぼす影響の
評価に関する研究

担当者
　植物生態学研究室：  中野隆志、安田泰輔、笠井明穂、

倉沢恵理子
　地 球 科 学 研 究 室：輿水達司・内山高
　茨 城 大 学：堀良通、山村靖夫
　東 邦 大 学：丸田恵美子
　静 岡 大 学：増沢武弘
　昭 和 大 学：萩原康夫
　㈶電力中央研究所環境科学研究所：梨本眞

研究期間
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研究目的、および成果
はじめに
　富士山は山梨県が世界に誇る山岳であり、貴重で豊か
な自然が存在している。富士山は、火山であること、独
立峰であること、標高が著しく高いこと、歴史が新しい
ことなど他の山岳に比べて特異で、そこに成立する生態
系も他の山岳と比較し特性に富んでいる。さらに、富士
山にはレッドデータブックに記載された動植物の絶滅危
惧種、絶滅危惧植物群落が多く見られる。このように富
士山の貴重で豊かな自然は県民の大きな財産である。こ
の貴重な富士山の自然を次世代に引き継いでいくことの
重要性に鑑み、本県は静岡県と共同で「富士山憲章」を
制定し、「富士山を守る指標」を作成するなど富士山保
全対策の推進を図っている。
  富士山五合目付近から上部はスコリア荒原が広がって
おり、現在カラマツなどの先駆樹種がスコリア荒原に定
着し、森林限界が上昇している過程にあるといわれてい
る。五合目付近のスコリア荒原上の草本群落、カラマツ
等が矮性化したクルムホルツ、天然のカラマツ林などは
他の山岳に類を見ない富士山を特徴づける植生である。
  一方で、富士山五合目付近は、富士北麓に散らばって
いた観光客の多くが訪れる、非常に観光客が集中する場
所である。富士山五合目の富士山を特徴づけるこれらの
植生は、観光客に強烈な印象を与えることで、非常に重
要な観光資源であるともいえる。
　また、富士山は日本の象徴であり、多くの外国からの
観光客が訪れるのは周知の事実である。富士山五合目は、
京都や奈良と同様に世界に誇る観光地となっている。
　ところで、富士山五合目から上部は、自然撹乱すなわ
ち、雪崩が頻発する地域である。最近では、１９９８年 ７ 月、
２００４年１２月に大規模なスラッシュ雪崩があり、特に１９９７

年の雪崩ではカラマツ林が破壊された。現在、低木が密
生し、森林への復活過程を見ることが出来る。このよう
に、自然撹乱は五合目付近の自然に大きな影響を与えて
いる。
 さらに、富士山五合目付近は、富士北麓を訪れた非常
に多くの観光客が集中する場所である。また、観光客だ
けでなく、登山者やキノコ、コケモモ等の林産物採取者
等が集中する場所でもある。このため一般観光客やコケ
モモやキノコの採取などによる踏みつけといった人為的
撹乱が植物や土壌動物の分布や生態に影響を与えてい
る。
  以上のように、雪崩などの自然撹乱や、人為による撹
乱が富士山の自然に及ぼす影響を評価する研究は、富士
山の植生環境を理解し、富士山の自然環境を保護保全し
ていくうえで避けては通れない研究課題である。本研究
では、 １ ）雪崩などの自然攪乱が及ぼす影響と、 ２ ）人
為攪乱が及ぼす影響を評価することを目的にした。

方法、結果、及び考察
１ ）雪崩などの自然攪乱が及ぼす影響
　昨年度は、富士山の雪代（ゆきしろ）による物質移動
の地球科学的監視について報告した。本年度は、主に雪
崩後の植物の調査についての結果を報告する。
１ ．雪崩跡の ３ 次元レーザースキャナー計測
　雪代の発生がくり返される地域においては、将来にお
ける再度の発生に備え、 ３ 次元映像による雪代発生前後
の表面地形を映像として互いに比較することができれ
ば、雪代発生機構の検討や雪代現象に伴って移動・運搬
される土砂量などの見積などを可能にし、雪代研究にお
ける重要な基礎資料としての役割を果たすことになる。
このような背景から、我々は２００４年に雪代の発生した地
点周辺において、表層物質の移動を把握する目的で ３ 次
元映像による検討を開始した。
　この計測には、HDS３０００（Leica Geosystems）を用
いた。この機器の性能としては、計測精度：5０m、距離
精度：４ mm、座標精度：6 mm、ターゲット測定精度：
１ . 5 mm、モデリング精度： ２ mm、である。また、測
定距離は最大２００m、スキャンニング範囲については水
平方向３6０°、鉛直方向２７０°であるため、今回対象とした
富士山斜面地形の計測において有効に機能することが明
らかになっており、現在雪崩跡の地形の変化について解
析している。
２ ．植生の変化について
　植生調査に関しては、白草流しにおいて、スラッシュ
雪崩により大規模攪乱が生じた場所で調査を行った。こ
の調査地は、昨年度、一昨年度と調査を行った場所であ
り、共同研究者である梨本らが１９９6年から１９９８年に調査
を行った場所でもある。梨本らによると、本調査地は
１９８０年のスラッシュ雪崩で大規模攪乱が生じた。した
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がって今回の調査は、梨本らの調査から約１０年後、スラッ
シュ雪崩による大規模攪乱から約３０年後の調査となる。
　調査は、梨本が調査した場所と同じ場所に 5 m x 5 m
の永久方形区を設置した。設置した方形区内には、約３０
年前のスラッシュ雪崩により地上部が折れて地面上に幹
が倒木として残存する場所である。調査は永久方形区内
に出現する高木となる全ての種について、出現位置、種
名、樹高、胸高以上になっている個体については胸高直
径を、胸高以下の個体については地際直径を測定した。
本年度は、梨本の報告によるスラッシュ雪崩が起きた際、
林床にシラビソの実生が残っていた場所 ２ ヶ所の調査地
についての結果を報告する。
　調査地は、梨本らの調査を行った、雪崩後シラビソの
前生稚樹が残存していた場所を選択した。それぞれ「シ
ラビソ １ 」、「シラビソ ２ 」と呼ぶことにする。「シラビ
ソ １ 」の方がより雪崩の上流に位置し、雪崩の中心に近
い場所であった。「シラビソ ２ 」はより雪崩の下方に位
置し、雪崩の末端に近い場所にあった。
　表 １ 、表 ２ にそれぞれ「シラビソ １ 」と「シラビソ ２ 」
林分構造を示す。両林分とも胸高断面積比で、それぞれ
８７. ０ ％、７９. ４ ％とシラビソが優占していた。平均直径
が「シラビソ １ 」のシラビソで 6 . 5 cm、「シラビソ ２ 」
のシラビソで ８ cmとまだ小径木であった。また、「シラ
ビソ １ 」ではナナカマドが１３. ０ ％、「シラビソ ２ 」では
カラマツが１７. ９ ％出現した。幹の本数では「シラビソ １ 」
がシラビソ２5本に対してナナカマドは１７本とシラビソの
半分以上出現した。また、一方、ナナカマドは萌芽した
個体があったのも「シラビソ １ 」の特徴であった。一方、

「シラビソ ２ 」では、シラビソが１３本であったのに対し
カラマツが２８本と ２ 倍以上の個体数があった。しかし、
カラマツの平均直径は ２ . ７ cmとシラビソより小さかっ
た。前年度までの結果からは、しらくさ流しの雪崩跡で
は、カラマツとダケカンバが多く見られたのに対し、本
調査では、シラビソの前生稚樹が残っていた場所では、
シラビソが成長し、カラマツやダケカンバがほとんど見
られないか、出現しても、細い個体が多く、シラビソ林
が成立すると予想した。
　図 １ に「シラビソ １ 」の、図 ２ に「シラビソ ２ 」の空
間位置を示した。「シラビソ １ 」では、シラビソとナナ
カマドの分布が重ならないことが明らかになった。また、

「シラビソ ２ 」では、シラビソとカラマツの分布が重な
らないことが明らかになった。これらのことは、シラビ
ソの前生稚樹が大きくなった場所を避けて、ナナカマド
またはカラマツが分布していることを表している。また、
図 ３ 、図 ４ には胸高直径クラスごとのそれぞれの種の個
体数を示した。「シラビソ １ 」では大きな個体はシラビ
ソで、かつシラビソの稚樹も観察された。「シラビソ ２ 」
では大きな個体はシラビソであったが、小さな個体には
カラマツが多く、実生はシラビソが大部分であった。こ

れらのことから、「シラビソ １ 」ではこのままシラビソ
林になる可能性が高く、「シラビソ ２ 」では、シラビソ
林または、シラビソとカラマツの混交林になる可能性が
考えられる。
　図 5 および図 6 に胸高直径と樹高の関係を示した。「シ
ラビソ １ 」では胸高直径の翁個体は全てシラビソであっ
た。また、胸高直径が大きくなるに従い、樹高も高くなっ
た。しかしながら、胸高直径と樹高の間の傾きは直径
6 cm程度で異なり、それより小さな場合は、胸高直径
が増すにつれ樹高飲ます割合が高かったが、それ以上で
は胸高直径が増加しても樹高の伸びる割合は低くなっ
た。これは、細い間は、より樹高を高くするように光合
成生産物を配分し、ある程度樹高があるものは、高さよ
りも他の部分に光合成生産物を回していると考えた。ま
た、ナナカマドは、大きな個体はなかったが、シラビソ
よりも細い直径で高さの高いものが多く、より樹高を高
くするような光合成生産物の配分を行っていると考え
た。「シラビソ ２ 」では胸高直径が大きい個体はシラビ
ソであったが、樹高に関しては、カラマツの胸高直径
３ cm以上の個体はシラビソより小さかったものの樹高
はある程度高くなっていた。このことは「シラビソ ２ 」
ではシラビソとカラマツの混交林が成立する可能性が高
いことを示している。また、胸高直径 ３ cm以下の個体は、
胸高直径と樹高との間に正の相関がある事が明らかに
なった。「シラビソ １ 」では、シラビソの胸高直径が「シ
ラビソ ２ 」より大きく、さらにシラビソの胸高直径が増
加するに従って樹高も高くなっていたが、「シラビソ ２ 」
では胸高直径も「シラビソ １ 」のシラビソより小さく、
また大きな個体は、胸高直径が増加しても樹高はあまり
大きくならなかった。
　以上のことより、シラビソの稚樹が前生稚樹として
残っている場所では、雪崩の跡シラビソの前生稚樹が成
長し、シラビソ林または、雪崩後に侵入したカラマツと
共にシラビソ・カラマツ混交林になる可能性が明らかに
なった。

２ ）人為攪乱が及ぼす影響
　人為的攪乱は、人による踏みつけを対象とすることに
した。本年度は、五合目付近を歩き調査地の決定を行っ
た。踏みつけの程度を定量化することは困難であること
から、土壌硬度計を用い、高踏みつけ区と低踏みつけ区
を設置することにした。一方で、踏みつけからの回復過
程を見ていくために、立ち入り禁止区を設置し、植生の
回復過程と土壌動物の回復過程を見ることで共同研究者
と合意し、場所を決定した。また、踏みつけは一見地上
部だけのもののように見えるが、土壌を圧迫することで
地下部にも影響を及ぼす可能性がある。したがって、地
上部のみ刈り取りを行った場所を作成し、回復過程を観
察していくのが良いという結論になった。本年度は、昨
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年度設置した立ち入り禁止区と刈り取り区の植物の被度
に関する調査を行った。結果は現在解析中である。

 
 

表1　｢シラビソ1｣の林分構造

種名 本数 幹数 平均直径(cm) 断面積合計ｃｍ 個体比％ 幹比％ 断面積比％稚樹数
シラビソ 25 25 6.5 1119.4 64.1 58.1 87.0 14
ダケカンバ 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1
ハクサンシャクナゲ 1 1 0.5 0.2 2.6 2.3 0.0 14
ナナカマド 13 17 3.3 167.4 33.3 39.5 13.0 1

39 43 5.1 1286.9 100 100 100 30

表2　｢シラビソ2｣の林分構造

種名 本数 幹数 平均直径(cm) 断面積合計ｃｍ２ 個体割合％ 幹割合 割合％　断面積 稚樹数
シラビソ 13 13 8.0 747.5 27.1 27.1 79.4 11
カラマツ 28 28 2.7 165.9 58.3 58.3 17.6 2
ダケカンバ 3 3 2.7 11.3 6.3 6.3 1.2
ハクサンシャクナゲ 4 6 1.9 16.5 8.3 12.5 1.8

48 50 4.1 941.2 100 100 100 13

表 1　「シラビソ 1」の林分構造

表 2　「シラビソ 2」の林分構造

図４ ｢シラビソ２｣における胸高直径と樹高の関係
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プロジェクト研究　 3
富士山における環境指標生物を対象にした保全生物学
的研究

担当者
　動物生態学研究室：北原正彦・吉田　洋・倉沢恵理子
　植物生態学研究室：中野隆志・安田泰輔
　自 然 体 験 計 画：白石浩隆
　野生動物保護管理事務所：姜　兆文

研究期間
　平成１９年度〜平成２４年度

研究目的
　山梨県環境基本計画の中で、本県行政が重点的に取り
組む施策に「富士山及び周辺地域の環境の保全」がある。
本研究は富士山に生息する環境指標性の高い生物群を対
象に、その保全生態を解明することで、生物多様性保全
の面から本施策推進に寄与することを目的としている。
　具体的には、昆虫類・小型哺乳類については、生態系
の管理形態や生態系の違いと多様性パターンの関係を解
明する。大型哺乳類については、行動パターンと土地利
用状況との関連性を把握し、生活基盤としての景観構造
の機能を評価する。以上の調査・研究を通じて、富士山
とその周辺域における生物多様性保全の在り方を探求す
る。

研究成果
　研究期間 5年目にあたる今年度は、昆虫類（チョウ類）、
小型哺乳類（森林性ネズミ類）および大型哺乳類（ニホ
ンジカ、ツキノワグマ）で成果を得ることができた。

⑴　チョウ類
　ある地域の生物群集の種多様性に影響する要因を探る
ことは、生態学の重要テーマの １つであるばかりでなく、
これらの情報の蓄積は生物多様性保全上も重要である。
我々は、チョウ類群集の多様性に影響を及ぼす要因を探
るために、人的管理程度の違いと周辺植生景観の違いに
着目し、富士山北西麓の本栖湖南方に位置する上ノ原で、
チョウ類成虫を対象にしたルートセンサスを用いた群集
モニタリング調査を実施した。
　調査区として、人的管理（草刈）の影響を見る管理区、
管理停止区、非管理区の ３つを半自然草原内に設置し、
また周辺植生景観の影響を見るために、ルートの片側が
草原、反対側が森林（草原・森林管理区）、片側が疎林、
反対側が森林（疎林・森林管理区）、両側が森林（両側
森林管理区）の ３つを、同じ管理（毎年秋に草刈を実施
し、刈った草を外に持ち出す）を実施している防火帯部

分に設置した。調査は 5月から ９月まで月 １〜 ２回、好
天の日に調査ルート沿いを歩行して、確認できたチョウ
類成虫の種類と個体数を調査区ごとに記録した。
　人的管理程度の異なる ３区においては、種数は管理区
で最も多く、続いて管理停止区、非管理区であった。総
個体数も同様であった。 ３区のうち管理区で個体数が最
も多かった種が55. ９ %で大勢を占めた。周辺景観の異な
る ３つの管理区においては、種数は両側森林管理区で多
く、草原・森林管理区と疎林・森林管理区は共に同じ位
であった。総個体数は両側森林管理区と草原・森林管理
区で多く、疎林・森林管理区で少なかった。
　多変量回帰木（MRT）を用いた解析からは、チョウ
類群集（調査ルート）は ３群（グループⅠ、Ⅱ、Ⅲ）に
分類され、群集組成に対して最も影響度の高い環境変数
は景観要素であり、各ルートに隣接する植物群落の違い
がチョウの種組成に大きな影響を及ぼしていた。また
PCAの結果では、グループⅠ近傍の種群は管理が継続
している草地で優占または標徴する森林性種、グループ
Ⅱは管理が継続しているか放棄数年の草地で優占または
標徴する草原性種、グループⅢは管理停止か非管理の草
地で優占または標徴する草原性種から構成されていると
考えられた。
　以上の結果から、上述のようにチョウの群集組成に対
しては生息場所の植生景観が大きく影響しているが、多
くのチョウ種がグループⅠとⅡに生息していた事実か
ら、チョウの種多様性には人的管理（刈草）が大きく影
響していることが判明した。

⑵　小型哺乳類
　今年度も昨年度に引き続き、森林植生の違いによる小
型哺乳類相について現地調査を行ったが、ここではこれ
までに実施された生息環境毎の解析を行ってみたので、
今年度の結果も含めて報告する。
　これまでに調査した 5種類の調査地（カラマツ林、雑
木林（落葉広葉樹林）、溶岩流上樹林、モミ林（常緑針

 図 1 　  調査地別平均捕獲数（頭）。 1 調査地（1００ｍ×
1００ｍのエリア）につき設置トラップ数5０個
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葉樹林）、アカマツ林）のうち、全体の平均捕獲個体数
が最も多かったのは溶岩流上樹林であった（図 １ ）。中
でも、溶岩流上樹林ではヒメネズミの捕獲個体数が突出
していた。一方、続いて平均捕獲数の多かったのは雑木
林であったが、優占種はアカネズミ（図 ２ ）であり、ヒ
メネズミ（図 ３ ）はごく少数しか捕獲されなかった。平
均捕獲数が１０個体以下の林は、全てカラマツ、モミ、ア
カマツの単一林で、しかもヒメネズミとアカネズミの個
体数が拮抗している点に大きな特徴があった。以上のよ
うに、本調査からは森林植生や立地状況の違いにより森
林性ネズミ類の生息状況が大きく変化することが判明し
た。
　多様度（種数の多さ）や生息密度の高さでは溶岩流上
樹林が、また生息密度の高さでは雑木林が挙げられるが、
これらの要因としては林床環境の好適性や樹種の豊富な
ことに起因する階層構造（高木、亜高木、低木、草本層）
の複雑性が考えられる。土壌が未発達の溶岩流上樹林も
ネズミ類にとっては極めて好適な生息スペースを提供し
ていることが本調査からは示唆される。一方、カラマツ、
モミ、アカマツ林については、単一樹種で貧弱でかつ中
低木層以下、森林下層部の植生が極めて貧弱な環境であ

り、このことが少ない捕獲個体数に影響したと考えられ
る。モミやアカマツなど常緑針葉樹林においては、高木
層に日光が遮断されがちなため下草の生育が制限される
ことにより、ネズミ類の食糧と考えられる種子や昆虫類
などが明らかに少なくなることも原因しているだろう。
　今年度までの調査結果から、ネズミ類の多様度が高く、
密度が高い場所は、溶岩流上に形成された樹林である事
が判明した。溶岩流上に形成された樹林や樹海は富士山
麓に特有な森林形態の一つであり、そこに森林環境指標
生物としてのネズミ類が豊富に生息している事実は重要
であり、富士山域の多様性ホットスポットとして手厚く
保全していかねばならないだろう。溶岩流上の森林がな
ぜネズミ類にとっての多様性ホットスポットになるのか
については、幾つかの理由が考えられるがまだ推測の域
であり、今後の個体識別を用いた微少生息場所選択調査
及び各種ネズミ類の食性（餌）調査が必須と考えられる。

⑶　大型哺乳類
・ニホンジカの生息密度指数の傾向
　本研究ではライトセンサス法を用いて、富士北麓にお
けるニホンジカ（Cervus nippon、以下シカと称す）の
生息密度の増減を把握した。調査は、ルートに沿って車
両を時速１０km 〜２０kmで走行させながら、スポットラ
イトにより両側を照射し、シカを確認した場合は、確認
時の位置、時刻、シカの性別および年齢とその頭数など
を記録した。またル－トは、２０００年〜２００２年に姜・北原

（２００３）が実施した調査と同じルートとし、 5 月と１１月
に ２ 回ずつ実施した。なお本調査ルートは、南都留郡鳴
沢 村 の 富 士 山 北 斜 面 に 位 置 し、 標 高 は １ ,２5０m 〜
１ ,７８０m、ルートの総延長は１5. 5 kmである。
　ライトセンサスの結果、 5 月の目撃頭数は２００９年を
ピークに減少したが、１１月の目撃頭数はほぼ横ばいで
あった（図 ４ ）。この季節の違いによる、目撃頭数の傾
向の違いが生じている要因は、現段階では不明である。
今後も調査を継続し、富士山に生息するシカの個体群動
態とその要因を探る予定である。

図 2 　雑木林調査地で捕獲されたアカネズミ

図 3 　雑木林調査地で捕獲されたヒメネズミ

 図 ４ 　ライトセンサスによるニホンジカの目撃頭数
　　　（／1０km）の年変動（2０００年11月～2０11年11月）
　　　 ※）2００2年は 5 月のみ，2０００年および2００８年は11

月のみ測定
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・ミズナラ種子の豊凶
　ツキノワグマ（Ursus thibetanus、以下クマと称す）の、
秋季における主要な食物であるミズナラ（Quercus 
crispula）種子の豊凶を明らかにするために、南都留郡
鳴沢村地内、同郡富士河口湖町河口地内、および同郡山
中湖村山中地内の ３ か所に、１０m×１０mの方形プロット
を 5 つ設置し、さらに各プロットに １ m× １ mのシード
トラップを １ つずつ設置して、種子落下量を測定した。
　調査の結果、２０１１年にはミズナラ種子は、鳴沢調査区
で不作、河口調査区と山中調査区で豊作であった。過去
においても、河口調査区と山中調査区とでは豊凶がすべ
て同調しているが、鳴沢調査区では２００７年と２００８年にも、
他の調査区と豊凶が同調していなかった。この原因は現
段階では不明であるが、今後も調査を継続し、ミズナラ
種子の豊凶とその要因を探る予定である。

・ツキノワグマの目撃情報
　ツキノワグマの出没状況を明らかにするために、２０１１
年 ４ 月〜２０１２年 ２ 月に、県みどり自然課が収集した目撃
情報を、月別に集計した。本解析では目撃日、目撃者も
しくは目撃した動物が不明な情報、直接ツキノワグマを
目視していない痕跡だけの情報は除外した。
　解析の結果、２０１１年 ２ 月現在、クマの目撃件数は８０件
と２００6年度および２０１０年度の大量出没年に比べ少なかっ
たものの、例年に比べやや多い傾向があった。季節別に

みると、 ７ 月〜 ８ 月の目撃件数は大量出没年とほぼ同水
準と多かったが、 ９ 月以降目撃件数が減少した（図 5 ）。
　この原因は、なんらかの要因により夏季のツキノワグ
マの食物が例年より少なく、クマは食物を求めて行動圏
を広げ、一部の個体が人里の近くにまで到達したためと
考える。目撃情報を精査すると、例年夏季には桑や桃の
果実を食べるツキノワグマの姿が多数目撃されているた
め、これらの食物が人里にクマを誘引した可能性がある。
　その一方で、秋季にはクマの目撃件数が減少した。本
年はミズナラ種子が豊作だった林分があったため、クマ
は危険な人里に出没しなくても、林内で食物を採食でき
たためと考える。

 図 5 ．  山梨県内における月別ツキノワグマの目撃件数
（2００1年 ４ 月～2０11年 2 月）

　　　※ 1 ）  2００1年度～2００5年度および2００７年度～2００9
年度

　　　※ 2 ）2００６年度および2０1０年度
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プロジェクト研究　 ４　　　　　　　　　　　　
自然環境から発生する音が聴覚中枢の活動に及ぼす影
響に関する研究

担当者
　環境生理学研究室：松本　清・永井正則・遠藤淳子
　至 学 館 大 学：石田光男
　工業技術センター

研究期間
　平成２３年度〜２5年度

研究目的
　平成２０年度から２１年度の総合理工学研究機構共同研究
「自然資源のもたらす保健休養上の効用に関する研究」
において、①森林や流水から発生する音には、２０kHz以
上の周波数成分（超高周波数音）が含まれること、②超
高周波数音を含む自然環境音の聴取によって、α帯域の
脳波成分が活性化されることを明らかにした。このこと
から、超高周波数音を含む自然環境音にはストレス軽減
効果があると考えられる。
　そこで本研究では、自然環境から発生する音に含まれ
る超高周波数音の発展的な活用を目指して、超高周波数
音が人の聴覚活動と聴覚以外の感覚情報処理にもたらす
影響を明らかにし、福祉機器への応用の可能性を探る。
同時に、保健休養面での自然環境の新たな活用法を提案
する。

研究成果
　本年度は、超高周波数音が前庭感覚（平衡感覚）や視
覚など聴覚以外の感覚と干渉する可能性について、直立
姿勢の維持機能を指標として検討を行った。直立中の重
心動揺は、その動揺軌跡の長さや面積から姿勢の安定性
を評価し、周波数分析により姿勢維持に関わる視覚、前
庭感覚、体性感覚の関与度も定量化することができる。
これらの測定項目に基づいて、超高周波数音の聴取が姿
勢の安定性やそれぞれの感覚の関与度に与える影響を分
析した。また、背景音の有無や音源の位置の影響も合わ
せて検討した。
　平均年齢２０. ７ 歳の男女２０名を被験者とし、次の ７つ
の実験条件下で重心動揺計測を行った。①無音条件
（Control）、②超高周波数音を除去し可聴域音のみに加
工した自然環境音を、被験者の左右両側に配置したス
ピーカーから提示する条件（Audible,Bilateral）、③超高
周波数音を含む自然環境音を、両側から提示する条件
（Full,Bilateral）、④可聴域音のみの自然環境音を、左側
のスピーカーのみ提示する条件（Audible,Left）、⑤超
高周波数音を含む自然環境音を、左側からのみ提示する

条件（Full,Left）、⑥可聴域音のみの自然環境音を、被
験者の背後に配置したスピーカーから提示する条件
（Audible,Posterior）、⑦超高周波数音を含む自然環境音
を、後方から提示する条件（Full,Posterior）。記録時間は、
開眼時および閉眼時各 １分ずつとした。
　まず、背景音の有無が重心動揺に与える影響を検討す
るために、条件①から③の ３条件の各測定項目について、
開閉眼の影響（Open/Closed）×背景音条件（Control/
Audible/Full）の分散分析を行った。その結果、重心動
揺軌跡の長さや面積、前後・左右各方向の周波数帯域ご
とのパワー値やパワー比など、ほとんどの項目において、
背景音の条件間に有意差は得られず、開閉眼の影響（閉
眼による姿勢の不安定化）のみ検出された（図 １）。し
たがって、背景音の有無は、姿勢の安定性や感覚情報の
統合過程に影響しないことが示された。
　次に、背景音の音源の位置および超高周波数音の有無
が重心動揺に与える影響を検討するために、条件②から
⑦の 6 条件の各測定項目について、開閉眼（Open/
Closed）×スピーカーの位置（Bilateral/Left/Posterior）
×背景音の種類（Audible/Full）の分散分析を行った。
その結果、総軌跡長、前後方向軌跡長、視覚系や前庭感
覚系（耳石器官）の情報が反映される ０ . 5 Hz以下の帯
域の左右方向のパワー値において、開閉眼の影響に加え、
背景の自然環境音が可聴域音のみ（Audible）よりも超
高周波数音を含む条件（Full）の方が増加していていた
（図 ２ - １ , ２ - ２ ）。したがって、超高周波数音は音源の位
置には関係なく、視覚や前庭感覚（耳石器官）の姿勢維
持への関与度を低下させ、姿勢を不安定化する可能性が
示された。
　また、体性感覚系や前庭感覚系（半規管）の情報が反
映される ０ . 5 Hz以上の帯域の前後方向のパワー比にお
いては、スピーカーの位置×背景音の種類の交互作用に
有意差が認められた。両側（Bilateral）および左側（Left）
のスピーカーの位置では、背景音の種類間に有意差が得
られなかったのに対し、後方から背景音を提示した場合
（Posterior）では、背景の自然環境音が可聴域音のみ
（Audible）よりも超高周波数音を含む条件（Full）の方
が増加していていた（図 ２ - ３ ）。したがって、超高周波
数音はその音源が前後軸上に位置するとき、体性感覚や
前庭感覚（半規管）の姿勢維持への関与度を低下させ、
前後軸の揺れを誘発する可能性が示された。
　今回の実験では、超高周波数音が感覚情報の統合過程
に影響を及ぼすことが確認できた。来年度は、聴覚誘発
電位および聴力検査を用いて、超高周波数音による聴覚
中枢の活性化や可聴域音の聞き取りやすさに及ぼす影響
について検討していく。

環境科学15号01_2-1-1.indd   26 2013/01/07   14:01:11



27

図 2 - 3 　  前後方向 1 . ０ -1０. ０ Hz帯域のパワー比（Y-ratio）
に及ぼす超高周波数音の影響（***:p< ０ .００1）

図 2 - 2 　  左右方向 ０ . 1 - ０ . 5 Hz帯域のパワー値（X-power）
に及ぼす超高周波数音の影響（*:p< ０ .０5）

図 2 - 1 　  重心動揺総軌跡長（LNG）に及ぼす超高周波
数音の影響（*:p< ０ .０5）

図 1 - 3 　  前後方向 1 . ０ –1０. ０ Hz帯域のパ
ワー比（Y-ratio）に及ぼす背景
音の影響

図 1 - 2 　  左右方向 ０ . 1 - ０ . 5 Hz帯域のパ
ワー値（X-power）に及ぼす背
景音の影響

図 1 - 1 　  重心動揺総軌跡長（LNG）に及
ぼす背景音の影響
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プロジェクト研究　 5
山梨県の心血管疾患危険因子の地域差に関する研究

担当者
　環境生化学研究室：瀬子義幸・外川雅子・長谷川達也
　杏林大学医学部：苅田香苗

研究期間
　平成２１年度〜平成２４年度

研究目的、および成果
　目的：人の健康は、遺伝的要因および様々な環境要因
によって決まると考えられている。我々は、水道水中バ
ナジウム濃度の高い富士北麓地域の住民の健康状態を把
握する先行基盤研究の中で、この地域の１９９８〜２００２年（ 5
年間）の全心疾患・急性心筋梗塞の標準化死亡比が、男
女共に山梨県の二次医療圏（ ８地域）の中で最も高いこ
とを認めた。また、自治体と受診者の協力のもとに住民
検診で収集した約８００人分のデータを解析した結果、富
士北麓地域では対照地域として調査した峡北地域より尿
中塩分濃度が高く、また動脈硬化がより進んでいる可能
性が示唆された。本研究はこれらの結果に基づき、主に
急性心筋梗塞の危険因子について山梨県内の地域差を明
らかにすることを目的としている。また、これまで環境
生化学研究室では健康影響を及ぼす因子のひとつとして
生体微量元素を研究してきたが、本研究では微量元素に
も着目して研究を進める。得られた成果は山梨の地域住
民の健康増進に活用することを目指している。
　成果：
　⑴　栄養素等の摂取量
　昨年度準備されたアンケートによる食事調査システム
（佐々木式食習慣アセスメント［BDHQ］）を用いて、山
梨県の郡内地方在住の１８歳〜７４歳の男女合計56名（男２４
名、女３２名）について、食事調査を予備的に行い、各種
栄養素の推定摂取量を算出した。
　図 １はナトリウム摂取量から算出した塩分相当量の男
女別度数分布図である。塩分摂取量(相当量）の平均値

は男が１２. ４ g/日、女は１０. ３ g/日であった。これらの値
は、平成２２年国民健康・栄養調査報告の全国平均(男
１１. ８ g、女１０. １ g）と山梨県の平均値(男１３. ３ g、女
１１. ２ g、男女ともに全国都道府県の中で最も高い値）の
間に位置する値であった。今回の予備調査のサンプル数
は少なく、BDHQ方式の食事調査は食物の摂取頻度を回
答するアンケートではあるが、少なくとも食塩摂取の推
定に関しては妥当な方法と思われた。
　日本人の食事摂取基準（２０１０年版）では食塩の所要量
は男 ９ g/日未満、女 ７ . 5 g/日未満であり、今回の予備
調査では男女ともに約８０%がこの値を越えていた。
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図 1 　男女別推定食塩摂取量の度数分布

図 2 　男女別・年代別・地域別の尿中K/Naモル濃度比
上段：男女合計(試料総数 5４８)．
中段：男（試料総数  1８2）．
下段：女（試料総数　3６６）
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野菜の摂取量も記載されており、山梨県は男３４３g/日（全
国３０１g/日）、女３３6g/日(全国２８5g/日）であったが、今
回の予備調査結果では男２８３g/日、女２８３g/日と男女と
も山梨平均ならびに全国平均を下回っていた。
⑵　尿中ナトリウム（Na）・カリウム（K）の測定
　カリウムは、腎臓の尿細管からのナトリウムの再吸収
を低下させることによりナトリウムの体外排泄を促進す
ると言われている。また、尿中のナトリウムとカリウム
そのものより両者の比が心血管疾患のリスクと関係する
との報告もある。そこで既に平成１９年に収集した尿につ
いて、ナトリウムとカリウムの測定を行い、富士吉田市、
富士河口湖町、北杜市の比較を行った。
　－２０℃で凍結保存しておいた尿を解凍後、超純水で２０
倍希釈し、イオン選択性電極を用いたコンパクトイオン
メーター（株式会社堀場製作所、C-１２２［ナトリウムイ
オンメータ］及びC-１３１［カリウムイオンメータ］）でナ

トリウムとカリウムの測定を行い、K/Naモル濃度の比
を計算した。
　図 ２に３０〜6０歳代の男女（n=5４８）、男（n=１８２）、女
（n=３66）のK/Naモル濃度比を年齢別･地域別に示す。
K/Naモル濃度比は年代が進むと低下する傾向、ならび
に富士吉田市が富士河口湖町や北杜市よりやや高い傾向
が認められた。性別、年代、地域に細分化すると、各群
のサンプル数が少なくなるため、群間の統計検定は行わ
なかった。
　既存の報告から考えると、尿中のカリウム濃度がナト
リウム濃度に対して相対的に多くなることが、心疾患の
リスクを低下させると期待される。少なくとも今回の解
析結果からは、富士北麓地域の急性心筋梗塞や心疾患の
標準化死亡比が他の地域より高いことを尿中カリウムか
ら説明することは出来ないと考えられた。さらなる調
査・解析が必要であると考える。
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プロジェクト研究　 ６ 　　　　　　　　　　　　　
甲府盆地地域の夏季暑熱環境の実態とヒートアイラン
ド現象の緩和要因についての研究

担当者
　生 気 象 学 研 究 室：宇野　忠・赤塚　慎・遠藤淳子
　　　　　　　　　　　外川雅子
　環境計画学研究室：杉田　幹夫・池口　仁
　岐阜大学地域科学部：十二村佳樹

研究期間
　平成２２年度〜２6年度

研究目的、および成果
　ヒートアイランド現象発生の懸念のある甲府盆地地域
において、広領域、狭領域からのアプローチにより夏季
に人が快適な生活を送るための環境づくりに役立つ知見
を得ることを目的とし、以下の ４ つをサブテーマとして
いる。
サブテーマ 1 ：  継続的な都市温熱環境モニタリングによ

るヒートアイランド現象の把握と熱中症
ハザードマップの作成

サブテーマ 2 ：  植生、水系、風況、土地被覆などの温暖
化緩和要因の現状調査と問題点の抽出

サブテーマ 3 ：  市街地への山間部からの斜面冷気流が及
ぼす影響調査

サブテーマ ４ ：  街区環境の違いによる人が暴露される暑
熱環境調査

　本稿では、サブテーマ 3 に関する成果を報告する。

　ヒートアイランド対策の一つとして、海や山に接して
発達している都市が多いわが国では、海陸風や山谷風な
どの局地循環風を十分に考慮した土地利用計画や市街地
形態の誘導などを取り入れてゆく必要がある。都市にお
ける風の道を考慮した建物配置を計画する際には、都市
と接する斜面から流出する冷気の流路や、どの斜面で冷
気流が発生しやすいのか等を把握する必要があると考え
られる。つまり、冷気が発生しやすく流出しやすい斜面
からの冷気流の導入を意図した建物配置を計画すること
で夏季夜間の暑熱環境の緩和が期待できる。これまでの
研究では、風向風速や気温の観測及びモデル計算により
斜面冷気流の出現頻度や冷気の集積、流出過程が検討さ
れてきたが、広範囲で複数の斜面の冷気流を観測するこ
とは非常に困難である。そこで、サブテーマ ３ では甲府
盆地北側斜面を対象地とし、これまでの冷気流に関する
研究で得られた知見に基づいて、斜面における大気の冷
却量や冷気の流れやすさの指標として斜面冷気流ポテン
シャルを提案し、GISを用いて各斜面の斜面冷気流ポテ
ンシャルを評価する手法の開発を行った。

　斜面冷気流とは、晴天静夜に地表面が傾斜しているた
めに発生する局地風であり、斜面上の接地層を傾斜に従
い重力に従って流下する気流である。既往研究で明らか
になっている斜面冷気流の特徴をまとめると以下のよう
になる。
　⑴　 斜面で放射冷却により低温になった地物に接した

大気が冷却される
　⑵　 冷気流は同一高度面内の密度差による負の浮力

（重力）を駆動力として斜面を流下する
　⑶　 山間部や盆地内の全大気の冷却は斜面の面積に比

例する
　⑷　 深い盆地では下向き放射が大きくなり、冷却量は

小さくなる
　⑸　 冷気は谷筋に沿って谷口へと集積され、谷口から

周辺市街地へ流出する
　⑹　 葉面積指数（LAI: Leaf Area Index）が大きいほ

ど大気が冷却しやすい
　⑺　冷気流の厚さは斜面が長いほど厚い
　⑻　 冷気流は斜面傾斜角が１０°以上のところで発生し

やすい
　また、上記に加えて、⑼斜面における日射の蓄熱も冷
気生成に影響を与えると考えられる。そこで、以上の特
徴を基に斜面冷気流ポテンシャルを次式のように定義
し、評価を行うこととした。斜面冷気流ポテンシャルは、
大気の冷却量や冷気の流れやすさを表す概念である。上
記の特徴⑵及び⑸から、冷気流は地表面を流れる雨水と
同様の動きをすると仮定し、流域解析により集水域を構
成する斜面及び流路を抽出し、その各斜面に対して冷気
流ポテンシャルを用いた評価を行うこととする（図 １ ）。
表 １ に冷気流の特徴と各変数との対応関係を示す。

斜面冷気流ポテンシャル
　＝a 1 ×斜面面積＋a 2 ×斜面平均LAI
　　＋a 3 ×斜面平均傾斜角＋a ４ ×流路平均傾斜角　⑴
　　＋a 5 ×流路長＋a ６ ×流路上の人工被覆率 
　　＋a ７ ×斜面平均開度＋a ８ ×斜面蓄熱

図 1 　解析の流れ
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　斜面冷気流ポテンシャルの式⑴の各変数を地図化した
後、統計解析ソフトRを用いて主成分分析を行い各変数
の係数を求めた。このとき、斜面冷気流ポテンシャルの
バラツキ（分散）が最大となる第一主成分を係数a １ 〜
a ８ とし、斜面面積及び斜面平均傾斜角と対応するよう
に符号を調整した。斜面冷気流ポテンシャル及び流域解
析 に よ り 求 め た 冷 気 集 積 域（Cold Air Catchment 
Area）を図 ２ に示す。解析対象域中央下部の市街地と
接する斜面では斜面冷気流ポテンシャルが高いことがわ
かるが、その他の市街地と接する斜面は斜面平均LAI及
び斜面平均傾斜角が小さく、斜面蓄熱が大きいため斜面
冷気流ポテンシャルが小さい傾向にある。しかし、対象
域全体で考えた場合、冷気集積域内の各斜面で生成され

た冷気が冷気集積域と市街地とが接する地点（谷口）へ
向かって流れていくため、斜面冷気流ポテンシャルが高
い斜面が多い冷気集積域に接するエリアにおいて斜面冷
気流の導入を考慮した都市形態の改善を行うことがより
有効であると考えられる。
　最後に、冷気流に関する既往研究で得られた様々な知
見に基づいて、斜面における大気の冷却量や冷気の流れ
やすさの指標として斜面冷気流ポテンシャルを提案し、
GISデータを用いて各斜面の斜面冷気流ポテンシャルの
評価を行った。この斜面冷気流ポテンシャルは解析対象
地における相対的な指標であるが、斜面冷気流の導入を
考慮した都市形態の改善計画を作成する際に有効な情報
となることが期待できる。

表 1　冷気流の特徴と各変数の対応関係

図 2　斜面冷気流ポテンシャルマップ
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プロジェクト研究　 ７
中山間地域における交流型地域環境資源管理システム
の構築に関する研究

担当者
　人 類 生 態 学 研 究 室：本郷哲郎
　環 境 計 画 学 研 究 室：杉田幹夫
　早川町日本上流文化圏研究所：鞍打大輔
　㈱ 生 態 計 画 研 究 所：小河原孝生、中村忠昌
　宮 城 大 学：萩原潤

研究期間
　平成１９年度〜平成２３年度

研究目的
　中山間地域においては、少子高齢化・核家族化、過疎
化に伴う第一次産業の衰退により地域住民のライフスタ
イルも大きく変わった。その結果、それまで維持・管理
されていた地域の自然環境にも大きな変化が生じ、身近
な生物の絶滅や生物多様性の低下などの問題を引き起こ
す一方、人の領域との間にあった緩衝地帯がなくなるこ
とによって、野生動物が集落周辺まで出現し農作物等へ
の被害がふえるといった人の生活に及ぶ問題も生じてき
ている。第一次産業によって維持されてきた地域環境資
源管理システムの消失に代わり、地域外の人々をも加え
た新たな「交流型地域環境資源管理システム」の構築が
求められている。このような視点から、基礎的な生活条
件の整備に加え、人と身近な自然との関わり方を見直し、
来訪者との交流を前提に新たな自然環境の維持・管理の
仕組みをつくることによって、地域環境資源を持続的に
活用し、自然環境の保全と住民のアメニティの向上が両
立した地域づくりを目指すことを目的とする。そのため
に、人との関わりの視点からの自然環境の特性の把握、
および、地域住民の自然環境や交流に対する意識の把握
を通して、自然環境保全につながるプログラムの構築と
それへの地域住民の主体的な関わり方について検討する
ことによって、交流型地域環境資源管理システムの構築
にむけた課題を明らかにする。

研究成果
（ １）研究の方向性と対象地域の設定
　対象地域とした早川町では、顕著な少子高齢化・過疎
化が進むなか、自然環境や生活文化の素晴らしさを住民
自らが見つめなおすことによって守り、それら様々な資
源を都市部から訪れる人たちに提供していく「フィール
ドミュージアム構想」を地域づくりの柱としてたちあげ
ている。その活動を支援する目的で実施した先行研究に
おいて、来訪者との交流を前提に地域環境資源を持続的

に活用することによって地域活性化を進める上では、環
境保全につながる地域特性を活かしたプログラムを作成
し、それに、地域住民が主体的役割をもって関われる仕
組みをつくることが重要であることを明らかにした。そ
の具現化のため、自然体験活動の拠点施設としての「南
アルプス邑野鳥公園」（野鳥公園）が設置され、その機
能の充実とともに、近接の宿泊施設と連携し、周辺の耕
作地を活用した交流事業の展開が期待されている三里地
区を本研究における調査の中心地区として設定した（図
１）。

（ ２）広域エリアでの自然環境特性の把握
　基準地域メッシュ（総務省統計局、 １ km四方）をも
とに、集落位置をも考慮して対象地域（広域エリア； ２
ｘ 6 km）を設定した。傾斜角と標高差に関するメッシュ
データ（１０ｍ）を組み合わせて地形区分（平坦地形、斜
面移行地形、斜面地形、尾根地形）を行なった結果、全
体の７6％を斜面地形が占め、平坦地形は１３％に過ぎな
かった。衛星画像をもとに算出した森林面積割合は、
１９２メッシュ（２5０ｍ四方）中１5２メッシュ（７９. ２ %）で
９０%を超えていた。
（ ３）集落範囲および土地利用状況の変遷
⑴　集落範囲の変遷
　現在の三里地区の人口は１３４世帯２65人（早川町全体で
は７6３世帯１5３４人；２００5年国勢調査）と、電力開発に伴
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１０%程度にまで減少し、特に、１９65年から１９７5年にかけ
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図 1　調査対象地域
広域エリア（左）と野鳥公園と周辺の耕作地（右）
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なった。
⑵　中洲耕作地における土地利用の変遷
　かつては水田として利用されていた野鳥公園周辺の耕
作地（中洲耕作地）について、現在の耕作状況および土
地利用の変遷について聞き取り調査を行なった。１９6０年
代初めに水田から畑への転換が起こり、１９７０年代中頃か
ら１９８０年代中頃に山側の地区を中心にスギ・ヒノキへの
植林が進行し、さらに、１９９０年代に入ってから、水田・
畑の耕作地に果樹が植えられたもののほとんど手入れも
されず現在にいたっていることが明らかとなった。
　畦等の境界線をもとにした３４０区画のうち、現在でも
水田として利用されている区画は３6区画（１０. 6 %）、畑
として利用されている区画は6２区画（１８. ２ %）であった。
山際の区画を中心に6９区画（２０. ３ %）ではスギ・ヒノキ
の植林地となっているが、ほとんどが所有者も不明で手
入れのされていない状態であった。４３区画（１２. 6 %）が
果樹地、１０１区画（２９. ７ %）が耕作の放棄されたやぶや
草地、２９区画（ ８ . 6 %）が宅地・駐車場あるいは流出等
その他に分類された。

（ ４ ）  自然環境あるいは土地利用の違いによる動物相の
把握（生物環境資源調査）

　集落周辺の二次的自然環境を保全していくためのプロ
グラムを構築するにあたって、その素材の発掘、さらに、
プログラム実践後の効果評価の指標とするために、自然
環境や土地利用の違いによる動物相の特徴を把握する生
物環境資源調査を行なった。
⑴　 鳥類相調査：広域エリアおよび野鳥公園を中心とし

た地区における調査
　広域エリアにおいて動物相の特徴を把握する場合、指
標とする動物群としては鳥類が適当と判断しその生息調
査を実施した結果、４２メッシュ（２5０ｍ四方）で７９種を
記録した。繁殖期および越冬期のデータを用い、数量化
Ⅲ類およびクラスター分析を用いて抽出された鳥類種群
およびメッシュ群によるマトリクスを作成し、各メッ
シュ群の特性を鳥類種の組み合わせから判断した。野鳥
公園および中洲耕作地は、繁殖期は集落に近い立地なが
ら奥山を選好する種群が、越冬期は奥山から河川まで多
様な環境を選好する種群が飛来する場所として、調査を
行なったエリア全体のなかでも、年間を通して特に豊か
な鳥類相を有していることが明らかとなった。
　さらに、管理棟を中心に草地、河原・河畔林、落葉樹
林、常緑樹林が組み合わさった観察路が設置されている
野鳥公園において、出現種とその生息数についてライン
センサス法による調査を実施し、環境要素の違いによる
鳥類相の特徴について把握した。その結果、年間を通し
て生息数が多かったシジュウカラ、ヤマガラ、エナガ、
メジロ等に加え、繁殖期にはクロツグミ、キビタキ、オ
オルリ等に、越冬期にはルリビタキ、カヤクグリ、ミヤ
マホオジロ等に好適な生息環境を提供していると考えら

れた。
⑵　中洲耕作地における昆虫相の生息調査
　中洲耕作地において、土地利用との関係を把握するこ
とを目的とし、昆虫類のなかでも出現頻度が高く、生息
環境についての知見が集積され観察しやすい等の条件か
ら、チョウ類、トンボ類、バッタ類、セミ類を対象に、
畦等の境界線で区切られた１２４区画で初夏期から秋期に
かけ出現種を記載した。在・不在データを用いて種群お
よび区画群を抽出し、その組み合わせから意味づけを行
なった。その結果、 6 つの区画群（低茎草地・畑地区画、
中〜高茎草地区画、高茎草地区画、水田区画、林縁区画、
樹林区画）に分類され、各区画群の典型的な種が抽出さ
れた。この昆虫類の種構成の特徴に基づく分類は、実際
の耕作状況による分類と良好な対応関係が認められた。
さらに、プログラムを実践することが可能な場所として、
水田、畑、草地（耕作放棄地）が連続している１２区画を
選び、耕作状況や草本の刈り取り状況の変化と合わせて
植生の変化を調査し、これらのモザイク状の環境が、特
に、多様なバッタ類の生息環境を形成していることが明
らかとなった。

（ 5 ）地域住民を対象とした日常生活に関する意識調査
　地域外からの来訪者との交流に対する意向や周囲の自
然との関わり方等を含む日常生活に関する意識について
のアンケート調査を町全体の居住者（４０歳以上、３４１人）
を対象に実施した。農作業に対しては、４5. １ %が「楽し
い」と答え、6０. ０ %が「町外の子どもや親せきに農作物
を送ることが楽しい」と答えた。町の自然環境に対して
７７. ７ %が「すばらしい自然に恵まれている」ととらえ、「山
菜やキノコなどを採りに行くこと」や「周辺を散歩する
こと」を楽しみとしている者が、それぞれ、４１. ０ %、
5０. 6 %みられた。その反面、「周囲の森林が荒れて困る」

（5８. 6 %）、「サルやイノシシなどの獣が農作物を荒らし
て困る」（７８. ７ %）と答え、集落範囲の減少とそれに伴
う自然環境との関わりの減少に起因していると考えられ
た。また、交流に関しては、「空き家などを活用して町
に住んでくれる人が増えてほしい」が6４. ８ %、「多くの
人（観光客）に訪れてほしい」が66. １ %で、さらに、「町
外から来た人に、町のいいところを紹介することが楽し
い」と答えた者も４6. ３ %みられた。さらに、これらの結
果をもとに地域住民の生活の質に関連する要因について
分析した結果、農作業や運動等の身体的活動、買い物の
利便性やインフラ整備、町外の家族とのコミュニケー
ションと合わせ、地域外からの来訪者との交流が重要な
要因として抽出された。

（ 6 ）  地域住民と一体となった自然環境保全のためのプ
ログラムの検討

　地域の自然環境保全のためのプログラムを構築するに
あたって考慮すべき点について検討を行なった。第一に、
自然への興味が少なく単に楽しい体験を求めているよう
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なった。
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な人の意識を自然環境の保全活動への参加意欲に向けて
高めていくことが重要となることから、達成する目標に
ついて ４つのレベルを設定するとともに、それに合わせ
て、素材とする生態系のレベルを、個体から個体群、生
物群集、生態系へと広げていくプログラムを段階的かつ
系統的に構築することが必要となる（図 ２）。例えば、
中洲耕作地においては多様なバッタ類の生息が確認され
たが、個々の種の観察から生息場所の植生との関係性に
着目したプログラムを生態系のレベルに応じて作成する
ことが可能である。さらに、その生息環境を維持するた
めには、耕作が放棄された草地と耕作地がモザイク状に
組み合わさった地区全体を草原生態系と位置付け整備し
ていくプログラムが提案される。その際、隣接する宿泊
施設への提供を視野に入れながら農業体験に適した食材
の耕作を取り入れることも有効であると考えられる。一
方、野鳥公園においては、観察棟を中心とした観察路で
一年間を通して多くみられた種について、その行動範囲
や環境利用、繁殖行動、種間関係等を素材としたプログ
ラムが可能である。また、かつての耕作地が放棄され広
葉樹が密生する林となり、鳥類相の出現頻度が低い場所
もあり、より好適な環境を維持するために繁殖や採餌場
所の整備をプログラムに取り入れることが提案される。

　第二に、どのように自然を守り利用していくかの方向
性については、地域のなかでの合意形成が重要となるこ
とから、来訪者の立場に立ったプログラムだけでなく、
耕作を行なっている生活者としての地域住民の立場に
立ったプログラムを構築し、より高い関心をもってもら
うとともに協力体制を築くことが必要となる。先にあげ
たアンケート調査の結果では、多くの観光客に町のいい
ところを紹介したいと考えている一方、その具体的な方
策についてはイメージがないことが示され、来訪者に誇
れる点として、すばらしい自然に恵まれていることをあ
げる住民が多い一方で、耕作地や周囲の森林が荒れて困
ると感じている住民も多くみられた。さらに、中洲耕作
地を利用している、あるいはその付近に居住する住民に
対して、野鳥公園周辺で現在行なわれているプログラム
に対する認知度や、今後の協力意思等についてたずねる
聞き取り調査の結果でも、関心は持っているものの、そ
の効果や協力体制について具体的イメージが形成されて
いるかという点では、まだ、十分とは言えないのが現状
であった。作成したプログラムを実施していくことが、
身近な自然環境の保全につながる取り組みであることを
地域の人たちに理解してもらうことに加え、都市部から
の来訪者は、自分たちとのふれ合いを求めており、自分
たちの生活・文化を伝えたり、農作物を提供したりする
ことがかれらの満足感につながることを伝え、そのこと
が日常生活のなかでの楽しみや生きがいにつながること
を実感してもらうことが、地域住民主体の組織づくりを
進める上で重要であると考えられた。

興味を引き出し関心を高める

知識・理解を深める

評価能力を育てる

主体的な活動を援助する
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単に楽しい体験を求める
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図 2　自然環境保全のためのプログラム構築の枠組み
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プロジェクト研究　 ８ 　　　　　　　　　　　　　
廃食油を用いた廃棄ウレタンのリサイクルに関する研
究

担当者
　環境資源学研究室：上野良平・森　智和
　工 学 院 大 学：佐藤貞雄
　関 東 学 院 大 学：佐野慶一郎

研究期間
　平成２１年度〜２３年度

１ ）目的
　ポリウレタンフォーム（発泡ポリウレタン＝FPF）は、
自動車のシートや内装、エアコン用フィルター、寝具、
包装材、洗浄用スポンジなどに多用されており、国内に
おけるFPFの総生産量は約３０万トン/年に達している。
一方、廃棄されるFPFのほとんどは、破砕後に埋め立て
処分されるが、容量がかさ張るため、埋立て処分地の確
保が問題となっている。また廃棄FPFは、焼却後の残留
物が多いことに加えて、高い燃焼温度を必要とすること
から焼却処分も難しい。このように、環境に与える負荷
の点で、処分に問題を抱えるFPFであるからこそ、その
リサイクル方法の確立が求められている。本研究では、
ポリウレタンフォームを菜種油（RO）中で液相熱分解し、
得られた分解油（PO）をディーゼルエンジン燃料とす
る手法を提案し、実験的に検討を行うことを目的とした。
当該分解油をエンジン燃料として使用するためには、そ
の粘度を低下させる必要がある。昨年度までは、分解油
の粘度を低下するために付加する燃料助剤として、エタ
ノールと軽油の有効性を検討してきた。その結果、軽油
に有効性を認めた。今年度は、さらに灯油がもつPOに
対する粘度低下剤としての効果を検討した。

２ ）方法
　FPFの分解は菜種油（RO）中に分解促進剤として水
酸化カルシウム（Ca（OH）２）を ０ . ３ wt%添加し、RO中
で熱分解に供するFPF量が異なる ２ 種類の分解油を作製
した。表 １ でSymbolに示すように、PO３０は３０%（w/w）、
PO４０は４０%（w/w）の割合になるようにFPFを菜種油中
に投入して熱分解したことを示す。作製する際の熱分解
は、ROの自己発火温度と分解促進剤の効果を考慮した
条件で行った（表 １ ）。
　POはセタン価が低く、高粘度のため直接ディーゼル
燃料として使用できない。そこで、燃料助剤として低粘
度かつ高発熱量を有する灯油（KE）との混合燃料として、
粘度、実際にエンジンを駆動させたときの燃焼排ガスの
成分分析、及び燃料消費量について実験的に検討した。

またディーゼル発電機による燃料消費に対する発電量の
測定を行った。

３ ）成果
A 分解油の粘度
　軽油（DO）単独の粘度は約 ２ . １ （mPa・s）であり、
粘度はエンジン室内への供給や噴霧特性に影響を与える
ため、混合燃料にはこれとほぼ同等の粘度が求められる。
作製した ２ 種類の分解油はFPFの分解量３０wt%（PO３０）
の分解油に比べ、分解量４０wt%（PO４０）は粘度が低い結
果となった。これはPO４０の分解温度が低いため分解量が
多いにも関わらず粘度が低くなり、表 １ に示すPO４０の残
渣量が多いことからも分解効率が悪い事がわかった。各
混合燃料PO３０/KE、PO４０/KEの粘度を図 １ に示す。分解
油の粘度は添加剤の増加と共に減少し、PO３０/KE、 
PO４０/KE混合燃料共に、KEの添加量３０〜７０%の範囲で
９０%以上の粘度低下が見られた。

B 燃焼排ガス
　現在ディーゼル燃料の排気ガスに対する規制は、環境
汚染防止の観点からきわめて厳しくなっている。そのた
め、FPF熱分解混合油を駆動した際に発生する排気ガス
中に含まれる有害成分の測定を行った。その結果、
CO２、L-HCはいずれも軽油を用いて運転した場合と変
わらなかった。さらに、SOxは何れの混合燃料において
も検出されなかった。一方COの濃度は、高粘度、高回

図 1 　 分解油（PO：FPFを3０%または４０％を含む）をベー
スとして作成した混合燃料に含まれる灯油の重量
比と、作成された混合燃料がもつ粘度の関係

　　　DO：軽油単体がもつ粘度

表 1 　分解油（PO）作成時における熱分解条件

Pylolysis ratio: 熱分解に供したFPFが、RO中に占める割合
（wt%）, Residual content: 熱分解せずに沈澱したFPF残渣量
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転数において高くなった。図 ２ に、エンジン回転数と
NOx濃度の関係を示す。NOx濃度はPO３０/KE混合燃料
において軽油自体のNOx濃度に近い値、または軽油よ
りも低い値を示した。

C 燃料消費量
　燃料消費量は、何れの混合燃料においても軽油と同等
の出力を得るためには、軽油に比べて ４ . ０ 〜 5 . ９ 倍の

燃料を消費した。また燃料消費量は回転数に依存して増
加した。

D 発電量
　ディーゼル発電機を用いて、各混合燃料及び軽油の燃
焼により発生した電力量の測定を行った（図 ３ ）。運転
を行った結果、単位重量あたりでは、混合燃料は軽油と
同等の電力量を発生した。しかし、単位体積あたりの発
電量は軽油に比べて ７ . 5 〜１０. ８ %低くなった。

以下に結果を要約する。
⑴　FPFは分解温度が高いほど菜種油中に効率良く分解
される。しかし、それに伴い分解油の粘度は著しく増加
する。 
⑵　熱分解油の粘度低下剤に灯油を用いることで分解油
粘度を効果的に低下させることができる。 
⑶　排気ガス中の NOx濃度はPO３０/KE混合燃料におい
て、DOと比較した場合、 １ . ２ 〜 ９ . ２ %の改善が見られ
た。
⑷　各混合燃料の発電能力は、軽油に比べて ７ . 5 〜
１０. ８ %低い。しかし、混合燃料を用いた発電により、軽
油と同等の出力を得ようとする時、軽油の使用量を（体
積比で）２４〜6０%節約できる。
⑸　FPFを３０または４０wt%分解した分解油は、燃料助剤
として灯油を３０〜７０wt%添加することでディーゼル燃料
として適用が可能であり、中でもPO３０/KE７０はNOx濃度
の改善が見られたため、軽油の代替燃料として期待でき
る。

４ ）考察
　以上の結果から、PO/KE混合燃料によるディーゼル
エンジンの運転は可能であり、排出ガス中にSOx, L-HC
などの有害物質は、ガス検知管及び大気汚染ガス検出器
を用いた分析で検出されなかった。また、ディーゼルエ
ンジンを用いた発電実験の結果も、この混合燃料が軽油
に代わるリサイクル燃料として使用できることを示唆し
た。作成したいずれの混合燃料においても、DOと同等
の出力を得るためには、燃料消費量が増大することが分
かった。

図 2 　 分解油と灯油の混合比がディーゼルエンジン排ガ
ス中のNOx濃度に及ぼす影響

　　　DO,軽油；PO分解油；KE,軽油
　　　 PO（図中でPO3０と表記）は、菜種油中に3０%（w/

w）の割合でFPFを投入して熱分解したものを使
用した。

　　　 PO3０3０/KE７０、PO3０5０/KE5０、PO3０７０/KE3０とは、
POとKEをそれぞれ 3 : ７ 、 5 : 5 、および ７ : 3 の
比率で混合した燃料を示す。

図 3 　 分解油（PO：FPFを3０%または４０％を含む）をベー
スとして作成した混合燃料に含まれる灯油の重量
比と、作成された混合燃料 1 mLが、ディーゼル
発電時に発生した積算電力量の関係

環境科学15号01_2-1-1.indd   36 2013/01/07   14:01:14



37

プロジェクト研究　 9
県内におけるバイオマスの適正処理による環境負荷削
減可能性の評価

担当者
　環境資源学研究室：森智和・上野良平

研究協力者
　環境計画学研究室：杉田幹夫
　山 梨 大 学：島崎洋一
　産業技術総合研究所：玄地裕
　名 古 屋 大 学：田畑智博

研究期間
　平成２２年度 〜 平成２5年度

研究の背景と目的
　現在、地域に賦存するバイオマスのリサイクルや適正
処理が、廃棄物排出量の削減だけでなく地球温暖化の抑
制につながるとして、本県でもバイオマスの利活用に関
する施策や事業の展開が検討されている。本研究室では、
これまで県内のある地域において発生する生ごみや畜
糞、ブドウ滓などの廃棄物系バイオマスに関して、その
特性を活かしたリサイクルや適正な処理方法について
LCA手法を用いて検討してきた。その結果、多くの場合、
廃棄物系バイオマスに関しては焼却処理を行う場合より
も、堆肥化やメタン化などの処理を行ったほうが、環境
への影響が小さくなることが示された。
　しかし、地域によって廃棄物系バイオマスの排出量や
処理方法、収集運搬の状況が異なるため、一概に堆肥化
やメタン化などの新たなリサイクル処理を行うことが必
ずしも環境への影響を低減できるとは限らない。
　このような新たなリサイクル処理によって、県内の各
地域で及ぼす環境への影響を低減できるかどうか判断す
るために、LCA手法などを用いて処理方法をモデル化
してシミュレートし、環境負荷評価を行うことが必要で
あるが、各地域での排出量や地理的状況などの基盤デー
タや、処理状況の実績データが整備されておらず、その
ような評価を行うことが困難な状況にある。
　そこで本研究では、県内各地で発生する廃棄物系バイ
オマスの排出量と現在用いられている処理方法を調査・
解析し、現状での環境への影響を評価する。さらに、地
理的状況や用いられている施策など地域の特性を考慮し
つつ、適正なリサイクルや処理方法についてモデル化し
てシミュレート・環境影響評価を行い、各地域に適した
環境負荷の低い廃棄物系バイオマスの処理方法を提案す
ることを目的とした。

研究方法と成果
　本研究では、県内各地において現在稼働しているごみ
処理施設について、処理方法や使用資源・物質、排出物
などの現状把握を行うため、アンケートによる調査を
行った。調査内容の一部を以下に示す。

　これらの調査データを基に、県内のある焼却処理上の
廃棄物処理システムのフローを構築・モデル化した（図
１ ）。

 
　また、調査により収集・整備したデータとこれまでの
研究から得た知見や文献・先行事例に基づき、堆肥化や
メタン化などの新たな廃棄物処理システムのフローにつ
いても構築・モデル化した（図 ２ 、図 ３ ）。
　堆肥化システムについては、搬入されたごみは堆肥化
可能ごみとそれ以外の焼却可能ごみ、不燃ごみに選別し
堆肥化、焼却される。堆肥化により生成した堆肥は同
N,P,K組成の化学肥料を代替できると想定し、化学肥料
生産にかかる環境負荷を減算するものとした。堆肥化で
きない焼却可能ごみは焼却処理システムと同様に焼却
し、電力、余熱、不燃残渣が発生するものとした。

基本情報

•     施設の稼動量（処理量の上限・下限） 

•     施設の耐用年数 

•     稼働時間（年間稼動日数、日稼働時間）

物質収支データ

•     資源・エネルギー・資材

•     処理物（可燃ごみ、生ごみなど）

•     中間製品・主要製品

•     副産物・廃棄物

環境負荷データ

•     枯渇性資源

•     大気圏への排出物（CO2、NOx、SOxなど）

•     水圏への排出物（COD、T-Nなど） 

•     陸圏への排出物（処理済み廃棄物など）

コストデータ

•     固定費（施設、設備機器などの導入費） 

•     変動費（電力料、燃料費、輸送費など） 

•     収益（販売価格） 

表 1 　ごみ処理施設の調査項目

図 1  焼却処理フローモデル
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処理が、廃棄物排出量の削減だけでなく地球温暖化の抑
制につながるとして、本県でもバイオマスの利活用に関
する施策や事業の展開が検討されている。本研究室では、
これまで県内のある地域において発生する生ごみや畜
糞、ブドウ滓などの廃棄物系バイオマスに関して、その
特性を活かしたリサイクルや適正な処理方法について
LCA手法を用いて検討してきた。その結果、多くの場合、
廃棄物系バイオマスに関しては焼却処理を行う場合より
も、堆肥化やメタン化などの処理を行ったほうが、環境
への影響が小さくなることが示された。
　しかし、地域によって廃棄物系バイオマスの排出量や
処理方法、収集運搬の状況が異なるため、一概に堆肥化
やメタン化などの新たなリサイクル処理を行うことが必
ずしも環境への影響を低減できるとは限らない。
　このような新たなリサイクル処理によって、県内の各
地域で及ぼす環境への影響を低減できるかどうか判断す
るために、LCA手法などを用いて処理方法をモデル化
してシミュレートし、環境負荷評価を行うことが必要で
あるが、各地域での排出量や地理的状況などの基盤デー
タや、処理状況の実績データが整備されておらず、その
ような評価を行うことが困難な状況にある。
　そこで本研究では、県内各地で発生する廃棄物系バイ
オマスの排出量と現在用いられている処理方法を調査・
解析し、現状での環境への影響を評価する。さらに、地
理的状況や用いられている施策など地域の特性を考慮し
つつ、適正なリサイクルや処理方法についてモデル化し
てシミュレート・環境影響評価を行い、各地域に適した
環境負荷の低い廃棄物系バイオマスの処理方法を提案す
ることを目的とした。

研究方法と成果
　本研究では、県内各地において現在稼働しているごみ
処理施設について、処理方法や使用資源・物質、排出物
などの現状把握を行うため、アンケートによる調査を
行った。調査内容の一部を以下に示す。

　これらの調査データを基に、県内のある焼却処理上の
廃棄物処理システムのフローを構築・モデル化した（図
１ ）。

 
　また、調査により収集・整備したデータとこれまでの
研究から得た知見や文献・先行事例に基づき、堆肥化や
メタン化などの新たな廃棄物処理システムのフローにつ
いても構築・モデル化した（図 ２ 、図 ３ ）。
　堆肥化システムについては、搬入されたごみは堆肥化
可能ごみとそれ以外の焼却可能ごみ、不燃ごみに選別し
堆肥化、焼却される。堆肥化により生成した堆肥は同
N,P,K組成の化学肥料を代替できると想定し、化学肥料
生産にかかる環境負荷を減算するものとした。堆肥化で
きない焼却可能ごみは焼却処理システムと同様に焼却
し、電力、余熱、不燃残渣が発生するものとした。

基本情報

•     施設の稼動量（処理量の上限・下限） 

•     施設の耐用年数 

•     稼働時間（年間稼動日数、日稼働時間）

物質収支データ

•     資源・エネルギー・資材

•     処理物（可燃ごみ、生ごみなど）

•     中間製品・主要製品

•     副産物・廃棄物

環境負荷データ

•     枯渇性資源

•     大気圏への排出物（CO2、NOx、SOxなど）

•     水圏への排出物（COD、T-Nなど） 

•     陸圏への排出物（処理済み廃棄物など）

コストデータ

•     固定費（施設、設備機器などの導入費） 

•     変動費（電力料、燃料費、輸送費など） 

•     収益（販売価格） 

表 1 　ごみ処理施設の調査項目

図 1  焼却処理フローモデル
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　メタン化システムについては、堆肥化システムと同様
に選別を行いメタン化、焼却される。メタン化により生
成したメタンは、メタンを燃料とする発電機を用いて発
電を行い、電力を得るものとした。その他のごみについ
ては堆肥化システムと同様に処理されるものとした。
　これらのフローモデルから各廃棄物処理システムにつ
いてLCA手法を用いた環境インパクト評価を行った。
地球温暖化・酸性化・光化学オキシダント・廃棄物排出
量・エネルギー消費量の各影響領域についての評価結果
を表 ２ にまとめた。その結果から、この焼却方法を用い

た地域の処理システムの場合、堆肥化システムやメタン
化システムよりも焼却処理システムのほうが地球温暖化
や廃棄物排出などは高くなるものの、エネルギー消費が
マイナスになっているため、環境的な利得が大きくなっ
ており、新たに廃棄物系バイオマスをリサイクルするシ
ステムを構築する必要性は低いと判断できる。
　今後、このようなシミュレーションを行うことで県内
全域でのごみ処理について最適処理法を検討していく方
針である。  

図 2　堆肥化フローモデル 図 3　メタン化フローモデル

表 2　各処理システムが及ぼす影響評価領域ごとの環境影響評価
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石油生産性微細藻 Botryococcus braunii の廃棄ウレ
タン燃料化への活用に関する研究
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研究期間
　平成２３年度〜２5年度

目的
　ポリウレタンフォーム（発泡ポリウレタン＝FPF）は、
自動車のシートや内装、エアコン用フィルター、寝具、
包装材、洗浄用スポンジなどに多用されており、国内に
おけるFPFの総生産量は約３０万トン/年に達している。
一方、廃棄されるFPFのほとんどは、破砕後に埋め立て
処分されるが、容量がかさ張るため、埋立て処分地の確
保が問題となっている。また廃棄FPFは、焼却後の残留
物が多いことに加えて、高い燃焼温度を必要とすること
から焼却処分も難しい。このように、環境に与える負荷
の点で、処分に問題を抱えるFPFであるからこそ、その
リサイクル方法の確立が求められている。
　本研究では、比較的少量のウレタンをリサイクルする
方法の一案として、新たなシステムを提案する。すなわ
ち、石油生産性微細緑藻Botryococcus brauniiの培養を
介してこれを行う。本藻種の生産する炭化水素量は、乾
燥藻体重量の5０-８6%に達する。また、面積当たり油生
産量は、菜種の９6倍と試算されている。
　具体的には、B.brauniiを、細断した廃ウレタン担体
に固定化して培養する。一部の緑藻種で、固定化は培養
初期の細胞が受ける強光阻害を防ぐという報告があるが
１ ）、B.brauniiの培養で同様の現象を認めるか、既往の
研究例がない。また、本藻種を培養後、培養液の油層（藻
が生産する油）中に浮いて存在するウレタンを「その場
=油の中」で加熱・分解して熱分解油を作成、これを燃
料としてリサイクルする手法の確立を目的とする。
　本年度はB.brauniiの培養条件の検討と、その大量培
養を目指した高濃度CO２添加型バイオリアクタの試作を
行う。

方法
A　培養条件
　石油を生産する微細藻 B.braunii の細胞を、光照射の
下、無機塩類のみを含む安価な培地中を用いて継代およ
び大量培養を可能にするための培養条件を検討した。本

年度の研究では、CO２強制添加の有無と培地中の窒素源
濃度を変化させて細胞を培養した。
Bバイオリアクタの試作
　B. brauniの大量培養を目指した大型光バイオリアク
タの試作を行う実験では、市販の部品（エアコンプレッ
サ、精密流量計、除湿装置、光源等）を組み合わせて藻
の大量培養装置を作成した。

成果
A　培養条件の検討
　 供 試 藻 株 はChu１３液 体 培 地 に、B.braunii  B系 統 
Berkley 株 （生産する油の主要分子種はボツリオコッセ
ン）を ２ . ４ ×１０5cells /mL の細胞濃度になるように植
菌したが、増殖が遅く １ か月後に殆ど全ての細胞が死滅
した。そこで、窒素原であるKNO３を ４ 倍の濃度に変更
した改変Chu１３培地（表 １ ）での培養を試みたところ、
良好に細胞の増殖を認め、通常の継代培養に支障がない
ことがわかった。通常、当該藻種の培養には 5 % （v/v）
のCO２を含む空気を ０ . 5 vvm程度の速度で通気する必要
があるとされる。しかし、CO２の強制添加がなくとも、
大気中のCO２のみを炭素源としたBerkley 株の培養は可
能であることがわかった。

B 高濃度CO2添加型バイオリアクタの試作
　１９９０年代、地球温暖化を緩和する対策の １ つとして、
火力発電所等の排ガス中に含まれる大量のCO２を、光合
成能と増殖能が高い微細藻類の炭素源として吸収させる
ことを目的とした研究が盛んに行われた。これらの試み
では、高濃度 （１０-４０%） CO２を含む空気混合ガスを供給
するシステムを備えた光バイオリアクタを使用する方法

 

 

から供給されていた。しかし、微細藻を用いた地球温暖

化対策研究ブームの終息後、これらの装置を作成するメ

ーカーは存在しない（50mLサイズの小フラスコで培養を

行えるよう、既往の恒温器に蛍光灯を追加した程度のも

のを除く）。 

 

表1 改変Chu13培地組成 

Compound mg/L

KNO3 400

K2HPO4 80

CaCl2 dihydrate 107

MgSO4 heptahydrate 200

Ferric Citrate 20

Citric acid 100

CoCl2 0.02

H3BO3 5.72

MnCl2 tetrahydrate 3.62

ZnSO4 heptahydrate 0.44

CuSO4 pentahydrate 0.16

Na2MoO4 0.084

0.072 N H2SO4 1 drop
 

 

 このような現状を踏まえて、本研究では市販されてい

る工作部品を組み合わせて、大型光バイオリアクタの作

成を試みた。作成した装置の概要を図1に示す。 

 培養は、透明ガラス製の光照射気泡塔型培養槽を水槽

中に設置して、ヒーターと水循環ポンプの注入により

25℃に保温して行った。光照射は、水槽の前後に設置し

た20Wの蛍光灯各４本により行った。 

 前培養は 50mL 扁平フラスコ中で行った。通気は、

5%(v/v)の CO2を含む空気混合ガスについて 1vvm で行っ

た。本培養には、内径70mm、高さ400mm、底部に45°の

円錐部分をもつ透明ガラス製の光照射気泡塔型培養槽を

用いた。この手法により得た藻体の写真を図2に示す。 

今後は、実際にエーテル系のポリウレタンキューブに

藻細胞を吸着させた状態で、高濃度 CO2を含む空気を通

気する培養条件が、藻細胞増殖と光化学系Ⅱ活性等の各

種生理活性、およびボツリオコッセン量とその分子種組

成に及ぼす影響ついて調査する予定である。 

考察 

A B. braunii B 系統 Berkley 株をCO2の強制添加がな

い状態で生育させるためには、Chu13 培地に含まれる窒

素源濃度を4倍に増やす必要があることがわかった。元

来生育が遅いことで知られる当該株の保存培養には、改

変培地を採用することが望ましいと考えられた。 

B 上記の改変Chu13培地を採用すれば、当該株にCO2を

強制添加した条件下、気泡塔型バイオリアクタでの良好

な生育を認めた。従って、この改変培地は今後のウレタ

ン吸着培養の実験にも使用できる可能性が高い。 

 

 
図１ 高濃度CO2添加型光バイオリアクタの概要 
1. ポンプ,  2. 温度制御装置,  3. ヒーター,  4. 温度

センサー,  5. サンプル採取口, 6. 気泡塔, 7. 綿栓, 8. 
流量計 (空気用), 9. 流量計 (CO2用) 
 

 

図2 高濃度CO2濃度下で生育した藻体 

表 1 　改変Chu13培地組成
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 このような現状を踏まえて、本研究では市販されてい

る工作部品を組み合わせて、大型光バイオリアクタの作

成を試みた。作成した装置の概要を図1に示す。 

 培養は、透明ガラス製の光照射気泡塔型培養槽を水槽

中に設置して、ヒーターと水循環ポンプの注入により

25℃に保温して行った。光照射は、水槽の前後に設置し

た20Wの蛍光灯各４本により行った。 

 前培養は 50mL 扁平フラスコ中で行った。通気は、

5%(v/v)の CO2を含む空気混合ガスについて 1vvm で行っ

た。本培養には、内径70mm、高さ400mm、底部に45°の

円錐部分をもつ透明ガラス製の光照射気泡塔型培養槽を

用いた。この手法により得た藻体の写真を図2に示す。 

今後は、実際にエーテル系のポリウレタンキューブに

藻細胞を吸着させた状態で、高濃度 CO2を含む空気を通

気する培養条件が、藻細胞増殖と光化学系Ⅱ活性等の各

種生理活性、およびボツリオコッセン量とその分子種組

成に及ぼす影響ついて調査する予定である。 

考察 

A B. braunii B 系統 Berkley 株をCO2の強制添加がな

い状態で生育させるためには、Chu13 培地に含まれる窒

素源濃度を4倍に増やす必要があることがわかった。元

来生育が遅いことで知られる当該株の保存培養には、改

変培地を採用することが望ましいと考えられた。 

B 上記の改変Chu13培地を採用すれば、当該株にCO2を

強制添加した条件下、気泡塔型バイオリアクタでの良好

な生育を認めた。従って、この改変培地は今後のウレタ

ン吸着培養の実験にも使用できる可能性が高い。 

 

 
図１ 高濃度CO2添加型光バイオリアクタの概要 
1. ポンプ,  2. 温度制御装置,  3. ヒーター,  4. 温度

センサー,  5. サンプル採取口, 6. 気泡塔, 7. 綿栓, 8. 
流量計 (空気用), 9. 流量計 (CO2用) 
 

 

図2 高濃度CO2濃度下で生育した藻体 

表 1 　改変Chu13培地組成
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が主流であり、その目的に沿う装置が、複数のメーカー
から供給されていた。しかし、微細藻を用いた地球温暖
化対策研究ブームの終息後、これらの装置を作成する
メーカーは存在しない（5０mLサイズの小フラスコで培
養を行えるよう、既往の恒温器に蛍光灯を追加した程度
のものを除く）。
　このような現状を踏まえて、本研究では市販されてい
る工作部品を組み合わせて、大型光バイオリアクタの作
成を試みた。作成した装置の概要を図 １ に示す。
　培養は、透明ガラス製の光照射気泡塔型培養槽を水槽
中に設置して、ヒーターと水循環ポンプの注入により
２5℃に保温して行った。光照射は、水槽の前後に設置し
た２０Wの蛍光灯各 ４ 本により行った。
　前培養は5０mL扁平フラスコ中で行った。通気は、
5 %（v/v）のCO２を含む空気混合ガスについて １ vvm
で行った。本培養には、内径７０mm、高さ４００mm、底部
に４5°の円錐部分をもつ透明ガラス製の光照射気泡塔型
培養槽を用いた。この手法により得た藻体の写真を図 ２
に示す。

　今後は、実際にエーテル系のポリウレタンキューブに
藻細胞を吸着させた状態で、高濃度CO２を含む空気を通
気する培養条件が、藻細胞増殖と光化学系Ⅱ活性等の各
種生理活性、およびボツリオコッセン量とその分子種組
成に及ぼす影響ついて調査する予定である。

考察
A　B. braunii  B系統 Berkley 株をCO２の強制添加がな
い状態で生育させるためには、Chu１３培地に含まれる窒
素源濃度を ４ 倍に増やす必要があることがわかった。元
来生育が遅いことで知られる当該株の保存培養には、改
変培地を採用することが望ましいと考えられた。
B　上記の改変Chu１３培地を採用すれば、当該株にCO２

を強制添加した条件下、気泡塔型バイオリアクタでの良
好な生育を認めた。従って、この改変培地は今後のウレ
タン吸着培養の実験にも使用できる可能性が高い。

図 2 　高濃度CO2濃度下で生育した藻体図 1 　高濃度CO 2 添加型光バイオリアクタの概要
　　　 1 . ポンプ,  2 . 温度制御装置,  3 . ヒーター,  ４ . 

温度センサー,  5 . サンプル採取口, ６ . 気泡塔, ７ . 
綿栓, ８ . 流量計 （空気用）, 9 . 流量計 （CO2用）
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２ － １ － ２ 　基盤研究

基盤研究　 １　山梨県内地下水の保全と管理
　　　―化学的特性および物理的特性からの解明―

担当者
　地球科学研究室：輿水達司・内山　高・石原　諭・笠

井明穂・小林亜由美・半田陽子
　衛生環境研究所：小林　浩

研究協力
　山梨大学、大阪市立大学、防災科学技術研究所、福島
大学

研究期間
　平成19年度～23年度

研究目的、および成果
　先行基盤研究において、県内河川水を中心に地下水や
湧水も含む水試料につき、特に化学的特性からの検討を
行い、水試料中に含まれる特定の元素については、顕著
な地域差が浮き彫りにできた。このような地域差をもた
らす基本要素に地下地質の関与が想定され、この視点か
ら系統的検討を進め、従来不明であった県内地下水中に
含まれる元素濃度偏在につき地質学・地球化学的側面か
らの解明ができ、しかも地下水中の人為影響の地域差に
ついても新知見がもたらされた。
　そのうえで、地下水中に含有される元素濃度の地域差
を検討する中で、地下地質の構成物からの地下水への影
響については、単なる平面的な地域差のみならず、深度
の相違についても考慮する必要性が生じてきた。以上の
背景から本研究においては、地下の地質構成とその深度
や年代の違いについても、より厳密に評価し地下を流動
する水の循環について検討を加えることを目的とした。
　また先行プロジェクト研究において富士山麓の地下水
の水位・水温等を中心としたモニタリングシステムを確
立し、これらのデータの自然災害等への貢献も含めた検
討を進めており、今後このような地下水モニタリングを
県内地下水につき、一層広範に展開することも重要とな
る。
　そこで本研究においては、地下水の化学的および物理
的な視点からの解明を中心に、さらに地下地質の近年に
おける詳細なデータも加味し、互いの関係を基に地下水
循環システムにつき解明を図り、将来における健全な地
下水利用について、望ましい保全・管理に努めたい。
　本基盤研究は、本年度で区切りとなるため、従来の研
究成果も踏まえ、その応用面への貢献についてもわたる

報告とする。

⑴　富士五湖の水循環
　2011年の秋（ 9月～10月）に、富士五湖の一つである
精進湖付近に、大雨の直後に“赤池”と呼ばれる小さな
湖が誕生した。この赤池は、これまでにも台風等の直後
に、しばしばその誕生が認められてきたものである。こ
の赤池が今回（2011年）誕生した折に、その形成過程に
ついて、今までに我々が進めてきている県内地下水研究
の成果の面から合理的に説明ができ、関係の方面への周
知にも一役果たしたので以下に報告する。
　すなわち、地下水流動の多様性把握に果たす化学的理
解の方法として、これまでに本基盤研究も含め、我々は
富士山麓、相模川水系、富士川水系をはじめとする本州
中央部の広範な地下水、湧水、河川水、湖水中に含まれ
るバナジウムやリン等の濃度分布を明らかにし、これら
を基に地域性を論じてきた。その結果、本州中央部とり
わけ南部フォッサマグナ地域におけるこれら水試料中の
濃度特性に極端な地域性が浮かびあがってきた。この研
究を発展させ、特に富士五湖の水の起源については単純
に富士山の地下水には求められないことを我々は指摘し
た（KoshimizuandTomura,2000）。
　その後、バナジウム以外にもリン元素も含め、我々は
富士五湖の水と富士山地下水との互いの濃度の比較を基
に水循環システムの解明目的に検討し（図 1）、富士五
湖の水の起源については上記の報告と同様に、富士山地
下水ではなく、地表部付近を流下する水が主体をなすと
いう結論に至った（輿水ほか，2009）。
　以上のように、富士山の噴出物に豊富に含有されるバ
ナジウム元素等を対象に、その水中における濃度分布を
富士山麓の地下水や湖水につき検討する過程で、水の起
源や循環については、「地下水」と「表層水」に大別さ
れたシステムとして理解できる状況になってきた。

⑵　赤池の誕生過程と西湖のクニマス保全に果たす水環
境の仕組み

　富士北麓に存在する富士五湖は、山中湖・河口湖・西
湖・精進湖・本栖湖である。この中で、精進湖付近では、
普段は枯渇しているものの、時に台風などの際に増水す
ると、突然現れる富士北麓地域における六番目の湖など

図 １　�従来における富士山の地質断面図と富士五湖の水
循環概念の関係図
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と呼称される“赤池”が存在する。この赤池の詳しい場
所については、精進湖入り口交差点より139号線を500ｍ
ほど河口湖寄りの瀬々波橋下付近の幾分窪んだ地形を含
む一帯である。ここに、2011年の 9月に久しぶりに赤池
が突然出現したのである。
　増水時以外には赤池付近の場合、すぐ近くに位置する
精進湖からは、いわゆる青木ヶ原溶岩の分布によって分
断されている。ところが、雨量が多い時には、降雨直後
に精進湖の増水に伴い水位が上昇し、ほぼ同時に普段は
精進湖から分断されている赤池側にも、溶岩を通じて水
が移動・運搬され、そこに“湖”として姿を現わす。
　このような赤池形成の水循環の仕組みは、最近10年ほ
どの我々の研究から指摘されてきた富士五湖の水のルー
ツ解明が基本となり、いわゆる富士山地下水ではなく、
その主体が表層付近を流下する水によって形成されてい
るという考えで理解できる。それゆえに、大雨の直後に
水位上昇が認められることも、合理的に理解ができるわ
けである。
　富士五胡のこのような水循環の仕組みの理解は、赤池
の形成過程以外にも、その貢献の機会が与えられている。
すなわち、そこに生息することがほとんど考え難いとさ
れてきた魚類の「クニマス」が、昨年度には西湖にその
存在が認められたため、今後その貴重な魚類の保護・保
全にも、我々の基礎研究としての水循環システムの立場
から科学的な貢献をすることになりそうである。

⑶　物理的特性からの解明−地下地質構造の解明
　地下水の保全や管理を行う上で、地下水流動系を解明
することは重要な解明すべき問題のひとつである。その
ためには、地下水の入れ物である地下水盆やそれを構成
する地層すなわち帯水層の分布や性質を明らかにする必
要がある。さらに八ヶ岳や富士山のような火山山麓では
帯水層の分布や構成が、火山活動史や火山山麓の形成史
を反映して複雑になっている。そのためにこれらをきち

んと解明しながら、地下水流動系を明らかにする必要が
ある。同様に、山間盆地でも帯水層の水理地質構造の解
明を行ううえで、地下地質構造や地層の岩相や分布およ
び各帯水層の水理学的な特性を知ることが重要である。
　甲府盆地では、東海地震や内陸活断層に関わる減災に
関する構造探査や地質調査がすすみ、八ヶ岳山麓および
甲府盆地の地下地質や火山噴出物に関する資料が蓄積さ
れている。これらの地下地質に関する研究結果に基づき、
地下の地質構成や構造の概要をまとめて帯水層区分を行
い、甲府盆地において各帯水層の地下水位観測を開始し
た。ここではそれらの結果について報告する。
甲府盆地の東西方向の地下地質構成や構造の結果をまと
めたものを図 2に示す。
　八ヶ岳火山起源の韮崎岩屑なだれ堆積物と黒富士火山
起源の黒富士火砕流堆積物を鍵層（目印になる地層）と
して、地下地質構造探査の結果をあわせ、地下地質構造
を検討した。海野（1991）の区分とおおよそ同じである
が、上部礫層や下部礫層が細分できる可能性が出てきた。
特に上部礫層は広域火山灰であるAT（姶良丹沢テフラ）
をはさむ細粒堆積物により二つに区分される可能性が出
てきたが、甲府盆地全域の地質データを総合して今後詳
しい解析が必要である（図 3）。
　上記の結果に基づいて区分できそうな帯水層に達して
いる井戸を利用して、帯水層毎の水理学的特性を把握す
るために、甲府盆地では笛吹市石和町唐柏と小石和およ
び甲府市上曽根に観測点を設け、地下水位の変動の観測
を開始した。
　これらの変動を図 4に示す。図 4上図グラフは小石和
観測点の地下水位変動を、下図グラフは石和観測点のそ
れらとあわせて甲府気象台の観測された降水量を示す。
　石和観測点は、浅層地下水の変動をとらえるために観
測を開始したわけであるが、別の要因も見られるが降水
の影響が大きい。水温も10月から12月が高温期となって
いる。地下水位変動では長周期と短周期の変動が見られ、

図 ２　甲府盆地の東西方向の地下地質断面図
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今後解析をするに当たり、近傍の河川流量や被圧地下水
の影響も考慮する必要がある。一方、小石和観測点での

地下水変動は、被圧地下水の変動に相当すると考えてよ
さそうである。

図 3　甲府盆地上部礫層の地下模式断面図

図 4　笛吹市唐柏、小石和の地下水変位
　　　上図グラフは小石和観測点の地下水変動を、下図グラフは唐柏観測点の地下水変動を示す。
　　　それらにあわせて下図上に甲府気象台で観測された降水量を示した。
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基盤研究　 ２
富士火山北麓における地下水変動観測と地層の水理特
性に関する研究

担当者
　地球科学研究室：内山　高・輿水達司・笠井明穂・

小林亜由美
　環境計画学研究室：杉田幹夫

研究協力
　（独）防災科学技術研究所、都留文科大学、福島大学

研究期間
　平成22年度～平成27年度

研究目的、および成果
　本研究は富士火山山麓の地下水観測から地下水変動特
性を明らかにすることにより、帯水層としての地層や地
下水文区の水理特性を明らかにすることを目的とする。
　この目的を達成するために、地下水位観測体制の強化
をはかり、観測精度を高めるとともに常時観測による地
下水変動を把握し、富士山の火山体および山麓における

地下水変動の要因分析をおこなう。さらにこれらの結果
に基づいて、既存のボーリング資料の解析や分析をおこ
ない、より詳細な地下地質構造や水理地質構造を明らか
にし、火山噴出物として地層（帯水層）の水理特性を解
明し、地下水文区の流動系や水理学的な特性を把握する。
地下水変動に関する帯水層の水理特性を把握するため
に、富士吉田地区観測点の観測器更新をおこなった。こ
の結果、精度を上げた常時観測が可能になり、異常検知
が即時にできるようになり、地下水位観測体制が強化さ
れた。
　例えば、富士ヶ嶺地区に設置した観測井の地下水変動
において、 3月11日14時46分頃発生した東北地方太平洋
沖地震（Mw 9 . 0 ）、 3 月15日22時31分頃発生した静岡
県東部の地震（Mj 6 . 4 ）による地盤変動をとらえてい
る可能性がある（図 1中の両矢印）。さらに、河口湖観
測点のデータを追加して図 1に示した。今後、地下水変
動に影響をもたらすノイズ（降水量変化、気圧変化や地
球・海洋潮汐など）を取り除いて、地震の発震機構との
関係について、さらなる解析を進めていく必要があるが、
定性的には地震の発振時刻をはさんで地下水水位や水温
の急激な低下や上昇などの変動が見られることから、こ
れら地震の影響を受けたことが推定される（図 1）。図
2において、2011年 9 月から10月に地下水位が急減に上

図 １　�3 月１１日東北地方太平洋沖地震（上図）、 3月１5日静岡県東部の地震（下図）にみられた地下水位
と変動（矢印は発震時刻）
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昇するが、これについて降水の影響を考え、気象庁HP
より当月降水量と比較した。その結果、 9 ･10月頃に見
られた台風による影響が変化として現れた。さらにその
変化の仕方は、両観測点での降水に対する感応について
かなり異なることが判明した。さらなる検討を必要とす

るが、このように精度の高い観測機器を富士北麓に設置
できれば、より広範囲に帯水層の水理特性を把握するこ
とが可能性となる。また、このような観測網が整備され
れば、今後の富士山の火山活動を監視する上でも有効な
観測網が構築されることが期待される。

図 ２　河口湖（上）および富士ヶ嶺（中）観測点の地下水変動地下水位と水温の変動
　　　下図河口湖測候所の２0１１年日毎の降水量（気象庁HPより）
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基盤研究　 3
青木ヶ原樹海およびその周辺地域における植物群落構
造の解明に関する研究

担当者
　植物生態学研究室：中野　隆志・安田　泰輔
　　　　　　　　　　笠井　明穂・倉沢恵理子
　茨 城 大 学：堀　　良通・山村　靖夫
　東 邦 大 学：丸田恵美子
　北 里 大 学：坂田　　剛
　静 岡 大 学：増澤　武弘

研究期間
　平成21年度～平成24年度

研究目的、および成果
はじめに
　富士山は世界に誇る山岳であり、その貴重で豊かな自
然は県民の大きな財産である。富士山は、火山であるこ
と、独立峰であること、標高が著しく高いこと、歴史が
新しいことなど他の山岳に比べて特異で、そこに成立す
る生態系も他の山岳と比較し特性に富んでいる。さらに、
富士山にはレッドデータブックに記載された動植物の絶
滅危惧種、絶滅危惧植物群落が多く見られる。この貴重
な富士山の自然を次世代に引き継いでいくことの重要性
に鑑み、本県は静岡県と共同で「富士山憲章」を制定し、
「富士山を守る指標」を作成するなど富士山保全対策の
推進を図っている。
富士山には、富士山を代表し富士山を特徴づける植生
が多く存在することがこれまでの研究で明らかになって
来た。青木ヶ原樹海は、貞観の噴火（864-866年）によ
る溶岩流上に常緑針葉樹からなる林が形成されている。
青木ヶ原を代表する樹種は、ヒノキ、ツガ、ゴヨウマツ
で、これらの種が大面積で優占する場所は青木ヶ原以外
に見られず、学術的に非常に貴重な森林である。また、
大室山北斜面は、貞観の噴火による影響を免れたスコリ
ア丘からなり、通称「ブナ広場」と呼ばれる場所にはイ
ヌブナ、ブナ、ミズナラなどの落葉広葉樹の大木が見ら
れる。青木ヶ原樹海やその周辺地域は、冷温帯あるいは
山地帯と呼ばれる地域になり、落葉広葉樹林が極相であ
ると考えられている。通称 ｢ブナ広場｣ は、落葉樹が優
占する林であり本調査地での極相林と考えることができ
る。富士山、北斜面の冷温帯あるいは山地帯の大部分は、
市街地や植林地となり天然林と考えられるような林はほ
とんど存在していない。｢ブナ広場｣ は富士山北斜面の
冷温帯あるいは山地帯の極相林を考える上で非常に重要
である。一方で、青木ヶ原は、人手がほとんど加わって
いないにもかかわらず、常緑針葉樹林となっている。こ

のことは、青木ヶ原樹海の常緑針葉樹林は、まだ極相に
当たらない遷移途中の林であると考えられる。したがっ
て、青木ヶ原は遷移にともない落葉広葉樹になる可能性
があることになる。
　これらの地域は、国立公園の特別保護地区や特別地域、
天然記念物富士山原始林に指定され、学術的にも貴重で
あり、保護されてきた地域である。
一方で、近年青木ヶ原の特異な景観や洞窟を中心とし
たエコツアーが盛んになり、一般の観光客の散策も多く、
富士山五合目や富士五湖同様に多くの観光客が訪れる地
域である。
　これまでに行われた、青木ヶ原や大室山北斜面の研究
は非常に少ない。先行の特定研究では、エコツアーの影
響評価やモニタリングシステムの開発に関する研究を
行ったが、その際、数多くの森林タイプがあることがわ
かってきた。一般に、ツガとヒノキが優占する常緑針葉
樹林と考えられてきたが、実際には、ヒノキの多い場所、
ツガが多い場所、アカマツの老齢林と考えられる場所、
薪炭林として使われてきたと思われる場所などが存在し
ていた。これらの、様々なタイプの森林の構造や動態に
ついての詳細な研究はなされていない。

方法
 以上のことから、本研究では、青木ヶ原周辺の植生に
関する調査を行い、植生タイプを分類し、タイプごとの
植生の構造を解明することを目的とした。さらに、青木ヶ
原の周辺の植生の遷移についての解明を試みる。
　調査は、様々な青木ヶ原のなかの様々な森林タイプの
なかから調査地を決定し、永久方形枠を設置し、そこに
出現する植物について木本樹種については、胸高
（ 1 . 3 m）を超える個体については、出現位置、樹種、
胸高直径を測定した。また、胸高以下の樹種については、
青木ヶ原を構成する主要樹種である、ヒノキ、ツガ、モ
ミ、ウラジロモミ、トウヒ、ゴヨウマツについては出現
位置、樹種、高さの測定を行うこととした。

結果および考察
　一昨年度は、青木ヶ原の典型的な植生と思われる常緑
針葉樹が優占する場所についての報告を行った。また昨
年度は、比較的遷移初期に現れるアカマツが優占する林
について調査を行った。本年度は、青木ヶ原溶岩による
影響を受けなかったと考えられる、青木ヶ原溶岩に隣接
するスコリア上に成立した落葉広葉樹林を調査対象とし
た。青木ヶ原溶岩は貞観の噴火により噴出した溶岩流で
約1100年前に流れた溶岩である。一方本調査を行った、
スコリア堆積物は、大室山の噴火の際に堆積したスコリ
アであり、約3000年前のスコリア上に成立している落葉
広葉樹林である。調査は、方形区内に出現する胸高直径
以上の個体全ての種類、出現位置、胸高直径を測定した。
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稚樹については、今後優占する可能性がある常緑針葉樹
について、種類、出現位置、高さを測定した。調査地は、
大室山北斜面の下方で落葉樹の大木が多く見られる通常
ブナ広場と呼ばれている場所と、精進湖口登山道が県道
富士ヶ嶺線と精進湖口登山道が交わった地点から約
200m下った付近の落葉広葉樹林の二ヶ所にもうけた。
それぞれの調査地を ｢ブナ広場｣、｢道路下｣ と呼ぶこと
にする。
　調査の結果、両調査地共に土壌の基質はスコリアで
あった。｢ブナ広場｣ は、20m×20mのコドラートの中
に 7種類の植物が出現した。胸高断面積比から考えると
針葉樹であるウラジロウラジロモミ・モミが35. 1 ％と
落葉広葉樹（イヌブナ、ミズメで51. 7 ％）が混交して
いる林であることが明らかになった。ただし、イヌブナ
もミズメも個体は 1個体のみであり老大木が存在した結
果大きな値となっていた。個体数ではウラジロモミ・モ
ミが21個体と最も多く続いてサワシバ 9個体ミズキ 4個
体で残りの種は 1個体ずつであった。｢ブナ広場｣ では、
20m×20mではコドラートサイズが小さく最低でも50m
×50mできれば100m×100m以上の大きなコドラートを
調査しないと、林の状態を記載することは困難であるこ
とが分かった。｢道路下｣ では、12種が確認され、胸高
断面積比からみるとミズナラが38. 7 ％、イヌブナが
25. 5 ％となり両種の胸高断面積の合計は63. 2 ％となり、
この 2種が優占する林と考えられた。しかしながら、カ
エデ類が多く見られ（ 6種）、カエデ類の胸高断面積を

合計すると20％となり、ミズナラとイヌブナにカエデ類
が混交する林であると考えるのが適切であると考えた。
また、｢道路下｣ では、常緑針葉樹でヒノキと近縁な種
であるサワラが11個体、胸高断面積で 9 . 6 ％出現し、
稚樹も 3個体見られた。一昨年、昨年報告した青木ヶ原
溶岩上ではサワラは全く観察されなかった。また、｢ブ
ナ広場｣ ではサワラは全く観察されなかった。一方で、
｢ブナ広場｣ と ｢道路下｣ では、青木ヶ原溶岩上で観察
された、ヒノキ、ツガ、ゴヨウマツ、トウヒと言った青
木ヶ原樹海を代表する種は全く観察されなかった（表 1、
2）。
　図 1に ｢ブナ広場｣、図 2に ｢道路下｣ の胸高直径ご
とに分けた個体数の関係を示した。
　｢ブナ広場｣ では、直径50cmを超える固体はイヌブナ、
オオモミジ、ミズメの 3個体だけであった。ウラジロモ
ミは、直径25-30、35-40、40-45、45-50cmにそれぞれ 1
個体存在し稚樹や胸高直径の小さい個体も多く見られ
た。このことから、｢ブナ広場｣ は、現在落葉広葉樹と
ウラジロモミ・モミが混交する林であるが、将来ウラジ
ロモミ林に変化する可能性があることを示している。ま
た 5 -25cmのクラスにサワシバが多く見られた。サワシ
バも比較的大木となるため今後サワシバとウラジロモミ
が混交する林が系壊死される可能性を示している。この
地域の極相林は、イヌブナ、ブナ、ミズナラの混交林と
考えられているが、ミズナラは本調査区では、全く見ら
れなかった。中野ら2008によると、斜面下部でウラジロ

表1　｢ブナ広場｣における森林の構造　　（方形区サイズ　20m×20m）

個体数 幹数個体密度　幹密度平均直径胸高断面積合計個体比 幹割合胸高断面積比 稚樹数

個体 本 ha
-1

ha
-1

cm cm
2

％　 ％ ％ 個体
アオハダ 1 4 25 100 13.6 145.5 2.6 8.2 0.6
イヌブナ 1 8 25 200 108.5 9245.9 2.6 16.3 35.1
ウラジロモミ・モミ 21 21 525 525 20.7 7059.8 55.3 42.9 26.8 10
オオモミジ 1 1 25 25 50.5 2000.2 2.6 2.0 7.6
サワシバ 9 9 225 225 15.2 1628.2 23.7 18.4 6.2
ミズキ 4 5 100 125 24.4 1865.2 10.5 10.2 7.1
ミズメ 1 1 25 25 74.6 4370.7 2.6 2.0 16.6

39 50 950 1225 29.7 26315.5 100 100 100 10
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稚樹については、今後優占する可能性がある常緑針葉樹
について、種類、出現位置、高さを測定した。調査地は、
大室山北斜面の下方で落葉樹の大木が多く見られる通常
ブナ広場と呼ばれている場所と、精進湖口登山道が県道
富士ヶ嶺線と精進湖口登山道が交わった地点から約
200m下った付近の落葉広葉樹林の二ヶ所にもうけた。
それぞれの調査地を ｢ブナ広場｣、｢道路下｣ と呼ぶこと
にする。
　調査の結果、両調査地共に土壌の基質はスコリアで
あった。｢ブナ広場｣ は、20m×20mのコドラートの中
に 7種類の植物が出現した。胸高断面積比から考えると
針葉樹であるウラジロウラジロモミ・モミが35. 1 ％と
落葉広葉樹（イヌブナ、ミズメで51. 7 ％）が混交して
いる林であることが明らかになった。ただし、イヌブナ
もミズメも個体は 1個体のみであり老大木が存在した結
果大きな値となっていた。個体数ではウラジロモミ・モ
ミが21個体と最も多く続いてサワシバ 9個体ミズキ 4個
体で残りの種は 1個体ずつであった。｢ブナ広場｣ では、
20m×20mではコドラートサイズが小さく最低でも50m
×50mできれば100m×100m以上の大きなコドラートを
調査しないと、林の状態を記載することは困難であるこ
とが分かった。｢道路下｣ では、12種が確認され、胸高
断面積比からみるとミズナラが38. 7 ％、イヌブナが
25. 5 ％となり両種の胸高断面積の合計は63. 2 ％となり、
この 2種が優占する林と考えられた。しかしながら、カ
エデ類が多く見られ（ 6種）、カエデ類の胸高断面積を

合計すると20％となり、ミズナラとイヌブナにカエデ類
が混交する林であると考えるのが適切であると考えた。
また、｢道路下｣ では、常緑針葉樹でヒノキと近縁な種
であるサワラが11個体、胸高断面積で 9 . 6 ％出現し、
稚樹も 3個体見られた。一昨年、昨年報告した青木ヶ原
溶岩上ではサワラは全く観察されなかった。また、｢ブ
ナ広場｣ ではサワラは全く観察されなかった。一方で、
｢ブナ広場｣ と ｢道路下｣ では、青木ヶ原溶岩上で観察
された、ヒノキ、ツガ、ゴヨウマツ、トウヒと言った青
木ヶ原樹海を代表する種は全く観察されなかった（表 1、
2）。
　図 1に ｢ブナ広場｣、図 2に ｢道路下｣ の胸高直径ご
とに分けた個体数の関係を示した。
　｢ブナ広場｣ では、直径50cmを超える固体はイヌブナ、
オオモミジ、ミズメの 3個体だけであった。ウラジロモ
ミは、直径25-30、35-40、40-45、45-50cmにそれぞれ 1
個体存在し稚樹や胸高直径の小さい個体も多く見られ
た。このことから、｢ブナ広場｣ は、現在落葉広葉樹と
ウラジロモミ・モミが混交する林であるが、将来ウラジ
ロモミ林に変化する可能性があることを示している。ま
た 5 -25cmのクラスにサワシバが多く見られた。サワシ
バも比較的大木となるため今後サワシバとウラジロモミ
が混交する林が系壊死される可能性を示している。この
地域の極相林は、イヌブナ、ブナ、ミズナラの混交林と
考えられているが、ミズナラは本調査区では、全く見ら
れなかった。中野ら2008によると、斜面下部でウラジロ

表1　｢ブナ広場｣における森林の構造　　（方形区サイズ　20m×20m）

個体数 幹数個体密度　幹密度平均直径胸高断面積合計個体比 幹割合胸高断面積比 稚樹数

個体 本 ha
-1

ha
-1

cm cm
2

％　 ％ ％ 個体
アオハダ 1 4 25 100 13.6 145.5 2.6 8.2 0.6
イヌブナ 1 8 25 200 108.5 9245.9 2.6 16.3 35.1
ウラジロモミ・モミ 21 21 525 525 20.7 7059.8 55.3 42.9 26.8 10
オオモミジ 1 1 25 25 50.5 2000.2 2.6 2.0 7.6
サワシバ 9 9 225 225 15.2 1628.2 23.7 18.4 6.2
ミズキ 4 5 100 125 24.4 1865.2 10.5 10.2 7.1
ミズメ 1 1 25 25 74.6 4370.7 2.6 2.0 16.6

39 50 950 1225 29.7 26315.5 100 100 100 10
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モミの大径木が多く、斜面上部ではイヌブナの大径木が
多いことを指摘している。本調査地は、斜面下部に当た
るため、ウラジロモミ・モミが多く見られた者と考えた。
｢ブナ広場｣ の森林構造や森林動態を考える場合、20m
×20mのコドラートでは小さく、最低50m×50m、でき
れば100m×100mの方形区を設置し調査することが必要
であると考えた。
　｢道路下｣ では ｢ブナ広場｣ と同じ年代のスコリア堆
積物の上に林が成立していると言われている。しかしな
がら森林の構造は、両調査地で全く異なっていた。｢道
路下｣では、｢ブナ広場｣で見られた大径木が少なかった。
また、萌芽した跡が見られるような体も存在し、人の利
用が伺わされる場所であった。実際に大室山周辺には炭
焼き窯の後が多く見られている。｢ブナ広場｣ で多く見
られた、ウラジロモミ・モミは 5 cm以下の小さな個体
しか見られなかった。逆に、｢道路下｣ では、サワラと
カエデ類が多数見られた。また、イヌブナ、ブナ、ミズ
ナラに関しても ｢ブナ広場｣ よりも多く見られた。｢道
路下｣ で見られたイヌブナ、ブナ、ミズナラは、ブナ広
場と比較すると細いが、｢道路下｣ のサワラ、カエデ類

よりは太く個体数もある程度あることから、｢道路下｣
では、イヌブナ、ブナ、ミズナラ林を経て。サワラとカ
エデ類の混交林なる可能性が示された。
　今回の調査地は、これまで報告した青木ヶ原溶岩上の
調査地と比較して全く異なった植生であることが明らか
になった。本調査地は、冷温帯域に分類することが出来、
極相はブナ、イヌブナ、ミズナラが優占する林になると
考えられている。しかしながら、｢ブナ広場｣の調査では、
イヌブナが 1個体、ブナ、ミズナラに関しては全く見ら
れなかった。逆に常緑針葉樹であるウラジロモミ、モミ
は大きな個体から実生まで連続して存在し、今後ウラジ
ロモミ、モミ林に変化する可能性があることが明らかに
なった。また、同じ年代のスコリア堆積物上である ｢道
路下｣ では、大径木は少なく細い木が多かった。また萌
芽している個体も見られた。さらに常緑針葉樹であるサ
ワラが見られたのが本調査地の特徴である。｢道路下｣
では、サワラとカエデ類の中径木が多く、今後サワラ林
になる可能性が示された。
　今後は、より調査区を多くし青木ヶ原の植生構造を明
らかにしていく予定である。
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図2 ｢道路下｣における直径階分布
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図 １　｢ブナ広場｣ における直径階分布 図 ２　｢道路下｣ における直径階分布
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基盤研究　 4
遷移過程における半自然草地の種多様性と機能群の空
間分布に関する研究

担当者
　植物生態学研究室：安田泰輔・中野隆志・
　　　　　　　　　　笠井明穂・倉沢恵理子
　環境計画学研究室：杉田幹夫
　茨城大学理学部：堀　良通（共同研究者）

研究期間
　平成22年度～26年度

研究目的、および成果
　全国的に半自然草地の面積は非常に少なく、そこに生
育する動植物の多様性減少が危ぶまれている。一般的に、
半自然草地は火入れや刈取り、放牧などの人為的な管理
が行われなくなると、低木やアカマツなど樹木が生育し
はじめ、森林へと遷移する。林分の成立によって、下層
の光条件が低下するため、もともと生育していた草原性
の植物群落は徐々に減少し、一方で森林性の植物種へと
置き換わる。
　これまで半自然草地は日本国内に多数存在したが、現
在これらの管理が行われなくなったこと、あるいは植林
されたことなどにより、その面積は非常に少ない。その
ため、半自然草地自体が貴重な生態系の 1つであり、ま
たそこに生育する動植物も希少な生物群となっている。
本研究では、樹木が進入した半自然草地の植生を調査す
ることによって、どのような種が草地環境から局所的に
観察されなくなるのかを明らかにすることを試みてい
る。つまり、森林化に伴っていなくなりやすい種はどれ
か、またその理由はなにか、ということについて解明を
試みている。これらの結果に基づいて草地の省力的維持
管理やどこに管理努力を集中すべきかといった応用的な
知見を提供することを目的としている。
　本年度は空間分布の結果について報告する。半自然草
地に生育する種の多くは集中的な空間分布（集中分布）
を示すことが多く、生育状況を判断する上でも有効な指
標となりえる。
　一般的には、統計学的手法によって空間分布の指標は
計算される。しかし、非常に多く出現する種や出現が稀
な種では、空間分布の指標が上手に求められないケース
がある。このような手法上の問題は基礎的な事柄である
ものの、結果の解釈に大きな問題を残す。そのため、1．
集中性推定における問題点の把握、 2．その解決策とし
て、ベイズ推定を用いた集中性の評価手法を検討した。
　空間分布を求める方法として、ベータ二項分布（以下、
BBDと呼ぶ）を用いた手法を適用した。これは頻度デー

タをもとに種の出現率（＝種Aが出現したコドラート数
/調査したコドラート数）と集中性（ランダム分布から
集中分布まで）を推定することができる。
　BBDにおける、ここでの問題は、出現率が小さい場
合や大きい場合に集中性の指標が大きく変化することで
ある（図 1）。

　一般的には、出現率によって集中性の不確実さが大き
く変化する、といえる。この問題に対処する一つの方
法は、出現率と集中性はそもそも不確実さをもったパラ
メータであると考えることである。言い換えれば、これ
らのパラメータに別の確率分布を想定し、そのばらつき
具合を評価すればよいことになる。
　出現率と集中性のベイズ推定を行った結果（メトロポ
リス法を適用した）、出現率と集中性の推定値（事後中
央値）だけでなく、出現率が非常に低い、もしくは高い
場合において集中性のばらつき具合が大きくなることも
示された（図 2、図 3）。また、種ごとに樹木被度が変
化したときの集中性の変化も示された。このことから草
原に樹木が進入した場合、種の出現率だけでなく、空間
分布の傾向が変化する種やしにくい種があることが把握
できることが示された。
　このような評価手法が可能となったことで、樹木が進
入した場合の種の出現率と集中性の変化パターンを明ら

図 １　ベータ二項分布における出現率と集中性
　　　�＋を真の値として、ベータ二項分布に従う乱数を

発生させ、出現率と集中性をモーメント法で推定
した結果。出現率によって集中性のばらつきが大
きく異なる。出現率は 0に近いときはほとんど出
現していないことを、 １に近いときはおおよそ全
部に出現していることを示す。
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基盤研究　 4
遷移過程における半自然草地の種多様性と機能群の空
間分布に関する研究
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研究期間
　平成22年度～26年度

研究目的、および成果
　全国的に半自然草地の面積は非常に少なく、そこに生
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置き換わる。
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在これらの管理が行われなくなったこと、あるいは植林
されたことなどにより、その面積は非常に少ない。その
ため、半自然草地自体が貴重な生態系の 1つであり、ま
たそこに生育する動植物も希少な生物群となっている。
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かにすることができ、種の生育状況をより的確に評価す
ることがだろう。そして、種だけでなく、草原群落全体

の評価へ発展させる必要があると考えられる。

図 3　トダシバの例
　　　�出現率が中程度で高い集中性を示す傾向があり

（上図）、樹木被度の増加によって、出現率は全体
として減少するが、より高い集中性を示す傾向が
見られた（下図）。図 ２のススキと対比することで、
集中性の傾向が異なることがわかる。

図 ２　�ススキの例
　　　�上図は出現率と集中性の関係を示し、出現率に

よって集中性は変動するものの、集中性（事後中
央値）は比較的高い。下図は異なる樹木被度に対
してプロットした結果。出現率の変動があるもの
の、樹木被度に関わらず比較的高い集中性を示す
ことがわかる。
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基盤研究　 5
山梨県レッドデータブック登載昆虫類の分布・生息環
境モニタリングと保護・保全に関する研究

担当者
　動物生態学研究室：北原正彦
　富 士 吉 田 市：早見正一

研究期間
　平成19年度～23年度

研究目的、および成果
　先年出版された山梨県版レッドデータブック（RDB）
に登載されている生物種は、県内における保護・保全を
要する緊急種とみなすことができる。本研究の主目的は、
県版RDBに登載されている絶滅危惧昆虫類を保護する
ための基礎的データ（分布様式、生息環境特性）を収集
し、これらの種の保護・保全の推進に寄与することにあ
る。
　具体的には、県版RDB登載昆虫類の、現況における
県内の詳細な分布様式を解明し（現在生き残っている場
所の特定）、現況における生存地域の個体群の構造や特
性、さらに生息環境特性を把握する。そしてこれらの調
査研究を通して、本県に即した絶滅危惧種ごとの保護・
保全策について考察することである。
　RDB登載の昆虫類全てについて、上記の事項を調査
することは人員や予算の関係で無理なので、県版RDB
登載の絶滅危惧昆虫類の中から、特に保護の緊急性の高
い調査対象種を選択することにした。すなわち、本研究
では県版RDBの絶滅危惧ⅠB類と絶滅危惧Ⅱ類の昆虫を
主な対象とした。そして、調査対象種群について、文献
等を参考にして県内の既知の分布地を割り出して、それ
を基に現況の分布調査を実施した（既知産地の現在にお
ける生息状況、新分布地の発見など）。調査対象種群に
ついて、生息が確認できた場所においては、現在の個体
群の状況（個体群サイズ、生態・行動様式）と生息環境
の状況（広さや維持されている状況、餌資源の分布や状
態）を調査して、各種の保護の緊急性について判断した。

⑴　本県の代表的亜高山帯域（南アルプス前衛甘利山）
での絶滅危惧種の現況調査
　これまでの調査を通じて、本県の亜高山帯域の生態系
の変化がかなり報告されており、それに伴い亜高山帯に
生息する絶滅危惧種の将来が危ぶまれている。そこで今
年度は本県の代表的亜高山帯域の一つである甘利山にお
いて、亜高山帯生態系と絶滅危惧種の現況を精査して、
その現状と絶滅危惧種の今後の保全対策について考察し
た。

　調査はチョウ類の最も多く出現する 7月下旬に実施し
た。駐車場から山頂に至る固定の調査コースを設定し、
そこに出現したチョウの種類と個体数を全て記録した。
結果は、以前とは大きく異なるチョウ類生態系を確認す
ることができた。先ず、従来山頂付近の草原地帯で優占
していた在来のヒョウモンチョウ類（ウラギンヒョウモ
ン、ギンボシヒョウモン、ウラギンスジヒョウモン、ナ
ミヒョウモン）は、ほとんどが数個体確認されただけで
あった。特に、有名な生息場所として過去には多産した
コヒョウモンモドキ（県レッドデータブック登載種（絶
滅危惧 2類））（写真 1）は、時期的には最盛期のはずで
あったが、 1個体も確認することができなかった。本種
の幼虫はクガイソウを餌としているが、今回の調査コー
スではクガイソウをほとんど確認することができず、餌
の減少が本種衰退の主因と考えられた。その他、従来個
体数が多く見られたフタスジチョウ、ホシミスジもほと
んど確認できず、従来多産したジャノメチョウの個体数
も激減していた。

　一方、調査コースで優占していたヒョウモンチョウ類
は、過去には甘利山はもちろんのこと山梨県にも生息し
ていなかった南方系（暖地性）種のツマグロヒョウモン
であった。ツマグロヒョウモンは、甘利山の山頂部で優
占し、なわばりを形成して付近を占有する行動が観察さ
れた。さらに南方系種のウラナミシジミも侵入している
ことが判明した。その他、調査コースで優占していたの
は、キアゲハ、モンキチョウ、ヒメウラナミジャノメと
いった甲府盆地などの平野部でも普通に見られるいわゆ
る「パイオニア種」であった。
　調査コース沿いの草原の植生を見たところ、甘利山の
特徴であるレンゲツツジは残っているが、多くはササ類、
イネ科植物が繁茂して、一部を除いてチョウが利用でき
る花が極めて少なくなってしまっていた（写真 2）。
　以上を通じて、南方系チョウ類の亜高山帯への侵入の
最大要因は、亜高山帯の気候の温暖化が主因ではないか

写真 １　�甘利山山頂草原で １個体も確認できなかった県
レッドリスト種コヒョウモンモドキ
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と考えられる。一方、多くの在来種の衰退要因は、多く
が寒地性種なので温暖化も影響している可能性がある
が、直接的にはシカ等の野生動物の食害による植生変化
（チョウの餌である蜜源植物・食餌植物などの激減）が
主因と考えている。
　今回の亜高山帯のチョウ類群集の調査から、同域の希
少種や在来種を保全するためには、シカなどの野生動物
の食害防止が直近的な課題であり、急務である。また、
温暖化の進行が新たな生態系への侵入種（南方系種など）
を増大させているので、地域レベルはもちろんのこと、
地球レベルで温暖化防止の活動を進めていかねばならな
いだろう。

⑵　富士北麓の半自然草原における調査
　本研究の最終年度にあたる本年は、絶滅危惧種が多く
見られる富士北麓の半自然草原で、年間を通じてチョウ
類全体の個体数モニタリングを実施して、その中で希少
種チョウ類の動態を見た。その結果、次のようなことが
判明して、希少種の保全に繋がる重要な情報を得ること
ができた。
1）本調査で確認できた該当の希少種は、ギンイチモン
ジセセリ、ホシチャバネセセリ、ヤマキチョウ、ウラギ
ンスジヒョウモン、ヒメシジミの 5種であった。以前の
同地区での調査で確認されたヒョウモンチョウは未確認
であり、その動向が憂慮される。また、その他の絶滅危
惧チョウ類も個体数がかなり減少しており、保護・保全
は急務であることが示唆された。
2）全体として、暖地性の種群、人里近くの環境でも見

られるパイオニア種群が増加傾向で、優占しているのに
対して、希少種を含む寒地性の在来種群が減少傾向にあ
ることが判明した。
3）絶滅危惧種の多くの個体が確認されたエリアは偏っ
ており、特に人的管理（草刈）が実施されている場所で
個体数が多かった。このことから、富士北麓地方の絶滅
危惧チョウ類の保全には、人間による生息環境の管理が
必須であることが判明した。
4）並行して、ウラナミシジミ、ツマグロヒョウモンの
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基盤研究　 ６
運動がもたらす血圧低下作用に現れる年齢差とそのメ
カニズムに関する研究

担当者
　環境生理学研究室：永井正則・松本　清・遠藤淳子
　人類生態学研究室：本郷哲郎

研究期間
　平成23年度～24年度

研究目的
　先行するプロジェクト研究「森林と高原の環境を活用
したストレス軽減法に関する研究」において、 1時間程
度の森林散策が中高年者の血圧を顕著に低下させること
を見いだした。一方、若齢者においては、森林散策後に
血圧の変化はなかった。このことから、運動後低血圧の
発現に、年齢差があることが推測される（山梨県環境科
学研究所研究報告書第26号、2011）。運動後低血圧を起
こすメカニズムについては未だ定説がなく、さまざまな
考えが提起されている。高齢者では、歩調と心拍数が同
調しやすいことが報告されている（Novaketal.J.
Gerontol.A62:86-92,2007）。このことから、高齢者の心
拍数や血圧は、下半身から心臓に帰還する静脈血（静脈
帰還血流量）に影響されやすいと考えられる。本研究で
は、若齢者と中高年者で運動後に血圧低下をもたらす運
動強度に違いがあるかどうかを検証するとともに、歩行
が心臓血管系に与える影響とその年齢差のメカニズムを
明らかにすることを目指す。このことにより、中高年者
の健康プログラムづくりに貢献する。

研究成果
1 ）若齢者と中高年者での血圧反射感度の比較
　平均年齢21歳の大学生からなる若齢者群（n= 5 ）と平
均年齢67歳の中高年者群（n=13）とで、体位変換により
血圧を変化させた。体位は①水平 1（180°の仰臥位）、
②60°（上体を60°起こしたファーラー位）、③＋20°

（ファーラー位からさらに20°の前傾で下肢は20°の下
降）、④水平 2（180°の仰臥位に戻る）の順とし（図 1）、
それぞれの体位の持続時間は10分とした。血圧は、手首
の堯骨動脈圧を連続的に記録した。手首の堯骨動脈圧は、
上腕動脈圧で校正した。体位変換により上腕動脈圧も変
化するため、体位変換のたびに校正を行ない、それぞれ
の体位の持続時間後半 5分間の堯骨動脈圧を解析対象と
した。収縮期圧、弛緩期圧ともに、体位②と③で高かっ
た（図 2、図 3）。

　タイムシーケンス法（timesequentialmethod）によ
り収縮期圧変動時の心拍数の変化を検出し、血圧反射感
度を求めた（図 4）。急性の血圧変動に対する調節作用
の指標となる血圧反射感度は、若齢者の方が大きいこと
がわかった。

図 １　体位変換

図 3　体位変換と弛緩期圧
　　　条件間に差有り�（p= 0 .00２）
　　　下位検定：①�水平 １＜②�６0°�（p< 0 .05）、
　　　　　　　　①�水平 １＜③�＋２0�°（p< 0 .0１）

図 ２　体位変換と収縮期圧
　　　年齢差あり�（p= 0 .0１１）
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2 ）自転車エルゴメーターによる運動負荷
　若齢者群と中高年者群とで、自転車エルゴメーターを
用いて運動負荷を行ない、運動前後の血圧と心拍数の変

化を記録した。負荷する運動強度は、予備心拍数の20～
30％（運動強度 1）と40％（運動強度 2）を 9分間とし
た。 9分の内、最初の 2分はウォーミングアップに当て
た。若齢者群と中高年者群ともに、運動により血圧が上
昇し、運動後30分で血圧が低下していた。運動直後の血
圧の上昇度は、運動強度に依存し、年齢による差は見ら
れなかった（図 5）。また、運動強度と年齢は、運動後
30分の血圧低下度に影響を与えることはなかった（図
5）。運動の前後での心拍数は、中高年者群で若齢者群
より常に低かったが、運動による心拍数の増加幅には年
齢の差が見られなかった。体位変換によって求めた血圧
反射感度は、若齢者群の方が大きいにもかかわらず、中
高年者群でも運動によって上昇した心拍数は、若齢者群
と同様に運動後30分で回復していた。
　今回の運動条件では、運動後の血圧低下への年齢の影
響を見いだすことはできなかった。来年度は、運動の様
式や持続時間などの条件を変えて、さらに検討を加えて
行く。

図 4　血圧反射感度

図 5　運動後の収縮期圧
　　　運動前値を 0とする。
　　　運動強度条件間に差有り。運動強度 １＜運動強度 ２（p= 0 .033）
　　　時間で差有り。運動直後＞運動後30分（p< 0 .00１）
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基盤研究　 ７
環境温度ストレスが情動行動へ与える影響についての
研究

担当者
　生気象学研究室：宇野　忠・遠藤　淳子・外川　雅子

研究期間
　平成23年度～25年度

【研究目的】
　夏季をはじめとした高温環境下における健康問題は、
温暖化が注目を浴びている現在、予防や対処のための方
法が求められている。
　これまでに高温環境下や一過性の高体温状態（熱中症）
が生体の生理的な機能へ与える影響についての報告は
多々あるが、人の社会生活に関わる快、不快にもとづく
不安などに関連する情動行動への影響に関しては少な
い。より高いクオリティオブライフを目指すために夏季
に代表される高温環境下での情動と健康の部分に関する
科学的な知見が求められている。しかし、熱中症や高温
環境の生体への影響を人被験者でおこなう実験では困難
な面もある。そこで動物モデルを使用し、そのメカニズ
ムを解明することは具体的な予防、対処を考える上で非
常に重要な基盤となるデータの蓄積に有効である。
　これまでの我々の研究から、コミュニケーションボッ
クス装置を使用した実験動物ラットでの心理的ストレス
曝露実験において、免疫系のストレス指標である血中コ
ルチコステロン濃度が高温環境下で高い値を示した。ま
た、腹腔マクロファージのサイトカインTNFα産生能
においても高温環境曝露により有意に促進される結果が
得られ、心理的ストレスはそれのみにおいても生体に負
担となるが、高温環境による環境温度ストレス負荷時に
おいて負担が増強される可能性が見出されている。
　不安や怒り、うつ症状などの情動行動に関した脳をは
じめとした生体内のメカニズムや薬理作用は、動物モデ
ルを使用した研究から人への実用まで様々な知見が報告
されている。しかし、情動行動が環境温度や熱中症状態
によってどのような影響を受けるかはあまり報告がない
のが現状である。
　本研究は夏季に代表される高温環境、高体温状態（熱
中症罹患）がもたらす心理的影響を明らかとし、その予
防や対処などの対応につながる科学的な知見の提出を目
的とするため高温環境曝露、熱中症罹患の実験動物モデ
ルを作成し、環境温度がもたらす心理的影響や心理的ス
トレスが生体にもたらす影響を様々な生体指標測定や情
動行動実験から明らかとする。

【研究成果】
　使用する実験動物ラット（Wistar系オス、250-300g）
の腹腔内に15mm× 5 mm× 5 mmサイズの体温測定用
テレメトリーセンサーを手術により埋め込み術後約 1週
間後十分に回復させた状態にて自由行動下で深部体温の
測定を行った。あらかじめコミュニケーションボックス
装置への慣らしをおこなったあと、装置により心理的ス
トレス負荷を環境温度24℃、36℃下にて与え深部体温の
変化を観察した。高温環境曝露（36℃）により高体温と
なった状態においても心理的ストレス負荷によるストレ
ス性高体温によりさらに 2℃前後の体温が上昇し、深部
体温が41℃近くまで到達する個体も見られた。
以上のように心理的ストレス負荷はその体温上昇が高温
環境曝露による高体温状態（熱中症）においても発生し
加算的な高体温をもたらし熱中症症状が進行する可能性
が示唆された。

　また、環境温度の違いにより不安などの情動行動が
どのような影響をうけるか明らかとするために不安関連
行動を定量化するオープンフィールド試験実験装置の作
成、解析手法整備の準備をおこなった。
　今後、夏季に代表される高温環境、外因性高体温症状
である熱中症罹患と心理的ストレス負荷や不安、抑うつ
などの情動行動に与える影響を明らかとしていく。
　また、身体だけでなく心理面への高温環境起源の負担
を軽減するための手段として、低温環境曝露や緑の香り
などの検討によりこれらの状態の改善につながる知見を
得ることを目標とする。
　これらの研究成果により、今後温暖化が懸念され酷暑
が形成される夏季に見られる不定愁訴を初めとしたスト
レス関連疾患などの健康問題を予防、対処、解決するこ
とに将来的につながる科学的な見地からの基礎的な知見
の提出を目指していく。
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レス負荷時のラット深部体温変化

環境科学15号02_2-1-2.indd   55 2013/01/07   14:00:27



55

基盤研究　 ７
環境温度ストレスが情動行動へ与える影響についての
研究

担当者
　生気象学研究室：宇野　忠・遠藤　淳子・外川　雅子

研究期間
　平成23年度～25年度

【研究目的】
　夏季をはじめとした高温環境下における健康問題は、
温暖化が注目を浴びている現在、予防や対処のための方
法が求められている。
　これまでに高温環境下や一過性の高体温状態（熱中症）
が生体の生理的な機能へ与える影響についての報告は
多々あるが、人の社会生活に関わる快、不快にもとづく
不安などに関連する情動行動への影響に関しては少な
い。より高いクオリティオブライフを目指すために夏季
に代表される高温環境下での情動と健康の部分に関する
科学的な知見が求められている。しかし、熱中症や高温
環境の生体への影響を人被験者でおこなう実験では困難
な面もある。そこで動物モデルを使用し、そのメカニズ
ムを解明することは具体的な予防、対処を考える上で非
常に重要な基盤となるデータの蓄積に有効である。
　これまでの我々の研究から、コミュニケーションボッ
クス装置を使用した実験動物ラットでの心理的ストレス
曝露実験において、免疫系のストレス指標である血中コ
ルチコステロン濃度が高温環境下で高い値を示した。ま
た、腹腔マクロファージのサイトカインTNFα産生能
においても高温環境曝露により有意に促進される結果が
得られ、心理的ストレスはそれのみにおいても生体に負
担となるが、高温環境による環境温度ストレス負荷時に
おいて負担が増強される可能性が見出されている。
　不安や怒り、うつ症状などの情動行動に関した脳をは
じめとした生体内のメカニズムや薬理作用は、動物モデ
ルを使用した研究から人への実用まで様々な知見が報告
されている。しかし、情動行動が環境温度や熱中症状態
によってどのような影響を受けるかはあまり報告がない
のが現状である。
　本研究は夏季に代表される高温環境、高体温状態（熱
中症罹患）がもたらす心理的影響を明らかとし、その予
防や対処などの対応につながる科学的な知見の提出を目
的とするため高温環境曝露、熱中症罹患の実験動物モデ
ルを作成し、環境温度がもたらす心理的影響や心理的ス
トレスが生体にもたらす影響を様々な生体指標測定や情
動行動実験から明らかとする。

【研究成果】
　使用する実験動物ラット（Wistar系オス、250-300g）
の腹腔内に15mm× 5 mm× 5 mmサイズの体温測定用
テレメトリーセンサーを手術により埋め込み術後約 1週
間後十分に回復させた状態にて自由行動下で深部体温の
測定を行った。あらかじめコミュニケーションボックス
装置への慣らしをおこなったあと、装置により心理的ス
トレス負荷を環境温度24℃、36℃下にて与え深部体温の
変化を観察した。高温環境曝露（36℃）により高体温と
なった状態においても心理的ストレス負荷によるストレ
ス性高体温によりさらに 2℃前後の体温が上昇し、深部
体温が41℃近くまで到達する個体も見られた。
以上のように心理的ストレス負荷はその体温上昇が高温
環境曝露による高体温状態（熱中症）においても発生し
加算的な高体温をもたらし熱中症症状が進行する可能性
が示唆された。

　また、環境温度の違いにより不安などの情動行動が
どのような影響をうけるか明らかとするために不安関連
行動を定量化するオープンフィールド試験実験装置の作
成、解析手法整備の準備をおこなった。
　今後、夏季に代表される高温環境、外因性高体温症状
である熱中症罹患と心理的ストレス負荷や不安、抑うつ
などの情動行動に与える影響を明らかとしていく。
　また、身体だけでなく心理面への高温環境起源の負担
を軽減するための手段として、低温環境曝露や緑の香り
などの検討によりこれらの状態の改善につながる知見を
得ることを目標とする。
　これらの研究成果により、今後温暖化が懸念され酷暑
が形成される夏季に見られる不定愁訴を初めとしたスト
レス関連疾患などの健康問題を予防、対処、解決するこ
とに将来的につながる科学的な見地からの基礎的な知見
の提出を目指していく。
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図 １　�コミュニケーションボックス装置での心理的スト
レス負荷時のラット深部体温変化
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基盤研究　 ８
無機バナジウムの吸収ならびに生体応答に関与する因
子の解明

担当者
　環境生化学研究室：長谷川達也・外川雅子・瀬子義幸
　愛 知 学 院 大 学：佐藤雅彦
　鳥 取 大 学：島田章則

研究期間
　平成22年度～24年度

研究目的および成果
　富士北麓の住民は、毎日飲料水からバナジウムを摂取
している。しかしバナジウム摂取に起因すると考えられ
る健康影響（良い影響・悪い影響）は報告されていない。
これは飲料水中のバナジウム濃度が低いことと、飲料水
に含まれる無機バナジウムの吸収率が悪いことによると
考えられる。しかし、我々は低濃度のバナジウム摂取に
おいても、食事のカロリー量の違いによりバナジウムの
生体応答が異なることを見出した。すなわちマウスに高
脂肪食（510kcal/100g）をエサとして与え、メタバナジ
ン酸アンモニウムで調製したバナジウム水溶液を 1，2，
5 mgV/kg/dayの投与量で10日間経口投与したとき、臓
器に蓄積したバナジウム量は、通常食（340kcal/100g）
を与え同様にバナジウム水溶液を投与した動物に比べ多
くなり、バナジウムの生体応答（肝毒性・致死毒性）が
増強した。そこで今回、高脂肪食摂取により毒性が増強
する機構を解明するための第一段階として、通常食
（CE- 2 ）で飼育したマウスに致死量のバナジウム水溶
液を投与し、その臓器毒性について病理組織学的検査を
行った。マウス（C57BL/ 6 N、 7 週齢オス）を 3群に
分け、それぞれにCE- 2 とイオン交換水を与えて飼育し
た。 2つの実験群にメタバナジン酸アンモニウムで調製
したバナジウム水溶液を10および20mgV/kgの割合でそ
れぞれ一日一回ずつ最長 5日間強制経口投与した。残り

の 1群には対照としてイオン交換水を同様に経口投与し
た。
　CE- 2 をエサとして与えた動物において、バナジウム
水溶液を10mgV/kgの割合で反復投与しても著しい体重
の変化は認められなかった。しかし、バナジウム水溶液
を20mgV/kgの割合で反復投与すると体重が減少し、下
痢が高頻度に認められ、 4日後に半数の動物が死亡した
（図 1）。
　バナジウム水溶液投与24時間後に生存しているマウス
の血液を採取して生化学的検査を行った。その結果、バ
ナジウム水溶液20mgV/kgを 2 回以上投与すると肝障害
の指標であるALT活性が有意に上昇し、腎障害の指標
であるCREもバナジウム水溶液20mgV/kgを 3 回投与す
ると有意に上昇した（図 2）。また、肝臓の白色調変化、
小腸の膨化が剖検により観察された。

　摘出した臓器の一部をパラフィン包埋した後、ヘマト
キシリン・エオジン（HE）染色して病理組織学的検査
を行った。図 3に示すごとく、腎臓の尿細管上皮細胞と
消化管粘膜上皮細胞における顕著な変性、壊死、脱落が
認められた。さらに肝細胞、腎尿細管上皮細胞、消化管
粘膜上皮細胞における彌慢性微小空胞化も認められた。
さらに一部の臓器についてSudanblockB染色（脂肪染
色）を行った結果、微小空胞化の主成分は脂質であるこ
とが示された。

図 １　動物の体重変化と死亡率

図 ２　ALT活性とCRE量の測定結果
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　これらの結果から、バナジウム投与により肝臓、腎臓、
消化管において障害が発生し、障害の認められた部位で
は細胞内損傷が起こり、脂肪が蓄積していることが明ら
かとなった。脂肪の蓄積ならびに高カロリー食摂取によ
り毒性が増強するメカニズムに関しては、今回の結果を
踏まえさらに検討していく予定である。

1a～4a： 各臓器の正常組織像
1b： 肝細胞質内に見られた彌慢性微小空胞化×1000
2b： 腎臓尿細管上皮細胞質内に見られた彌慢性微小

空胞化（矢印）×400
3b、4b： 粘膜上皮細胞質内に見られた彌慢性微小空胞化

（矢印）、腸陰窩の顕著な拡張（矢頭）×200

肝
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小
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大
腸

バナジウム水溶液
20 mgV/kg×3対 照
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図 3　ヘマトキシリン・エオジン染色の結果

1 a ～ 4 a：各臓器の正常組織像
1 b：　　肝細胞質内に見られた彌慢性微小空胞化×1000
2 b：　　腎臓尿細管上皮細胞質内に見られた彌慢性微小

空胞化（矢印）×400
3 b、 4 b：粘膜上皮細胞質内に見られた彌慢性微小空胞化（矢

印）、腸陰窩の顕著な拡張（矢頭）×200
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基盤研究　 ９
衛星リモートセンシングデータ及び地上測定データを
融合した大気環境の広域評価に関する研究

担当者
　生気象学研究室：赤塚　慎

研究期間
　平成23年度～25年度

研究目的、および成果
　本研究では、衛星リモートセンシングデータと地上測
定データを融合した広域大気環境の評価手法の開発を行
うことを目的とし、衛星リモートセンシングデータ及び
地上測定データを用いて、県全域に適応可能な、
　 1）気温分布の実態把握手法
　 2）湿度分布の実態把握手法
　 3）大気汚染物質濃度分布の実態把握手法
の開発を目標とする。
　本稿では、 1）気温分布の実態把握手法及び 2）湿度
分布の実態把握手法に関連する可降水量分布図作成に関
する成果を報告する。
　太陽からのエネルギーは地表面で大気の加熱や蒸発
散、地中伝熱に分配されるため、地表面温度（LST）と
気温との間には高い相関があるといわれている。そこで、
衛星リモートセンシングデータを用いたLST推定の精度
向上を目指して、大気中に含まれ水蒸気量（可降水量）
の分布図作成を行った。衛星リモートセンシングデータ
からLSTを精度良く推定するためには、地表面とセンサ
の間にある大気（特に、水蒸気）の影響を除去する必要
がある。一般に、衛星リモートセンシングデータを用い
たLSTの推定には、熱赤外 2バンドの大気透過率の違い
を利用して大気の影響を除去するSplit-Window法が使
われている。この手法には、大気中の水蒸気量データを
必要としない推定式と、大気中の水蒸気量データを使用
する推定式とがあり、大気中の水蒸気量データを使用す
る推定式を用いた方がLSTの推定精度は高くなる。した
がって、衛星リモートセンシングデータからLSTを精度
良く推定するためには、大気中の水蒸気量データが必要
となる。そこで、国土地理院のGPS観測網で観測された
大気遅延量から大気中に含まれる水蒸気量（GPS可降水
量）を推定し、山梨県内のGPS可降水量分布図の作成を
行った。
　GPS可降水量の推定には、国土地理院が電子基準点
データ提供サービスにて公開している 3時間毎の対流圏
遅延量推定値と、京都大学生存圏研究所がグローバル大
気観測データとして公開している気象庁が作成した数値
予報データ（以降、MSMGPVデータとする）をそれぞ

れ用いた。なお、MSMGPVデータは（財）気象業務支
援センターを通して公開されているメソ数値予報モデル
（MSM）による数値予報データであり、 5 kmメッシュ
で 1時間毎の物理量がNetCDFデータとして提供されて
いるものである。
　GPS可降水量の推定は山梨県を含む関東甲信越地方
（北緯34～38°、東経137～141°）の領域で行い、この領
域に存在する270の電子基準点における 3時間毎の対流
圏遅延量推定値と各電子基準点を含むメッシュにおける
MSMGPVデータの地上気温、海面更正気圧とから2007
年 1 年間の 3時間毎のGPS可降水量を計算し、 1時間毎
に線形内挿を行った。その後、スプライン補間法により、
GPS可降水量分布図を作成した（図 1）。

　ラジオゾンデによる高層気象観測を行っている舘野
（つくば）におけるラジオゾンデデータから求めた可降
水量（ラジオゾンデ可降水量）と、舘野に最寄りの電子
基準点におけるGPS可降水量の散布図を図 2に示す。な

（b）2007年 8 月15日　15:00JST

（a）2007年 3 月 1 日　15:00JST

図 １ �可降水量分布図

環境科学15号02_2-1-2.indd   58 2013/01/07   14:00:29



59

お、この散布図は2007年 1 年間の全データをプロットし
たものである。この図からGPSによる可降水量の推定は
ラジオゾンデデータを用いた推定と同程度の精度で推定
可能であることがわかる。
　以上から、GPSの大気遅延量データを用いて山梨県内
のGPS可降水量分布図を作成することが可能となった。
今後は、GPS可降水量を用いて衛星リモートセンシング
データからのLST推定を行う予定である。また、GPS可
降水量データと地上湿度との関係を検討し、湿度分布の
実態把握手法の開発を行う予定である。

（b）21:00JST

（a）09:00JST

図 ２ �舘野（つくば）におけるラジオゾン
デ可降水量とGPS可降水量との散布図
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お、この散布図は2007年 1 年間の全データをプロットし
たものである。この図からGPSによる可降水量の推定は
ラジオゾンデデータを用いた推定と同程度の精度で推定
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　以上から、GPSの大気遅延量データを用いて山梨県内
のGPS可降水量分布図を作成することが可能となった。
今後は、GPS可降水量を用いて衛星リモートセンシング
データからのLST推定を行う予定である。また、GPS可
降水量データと地上湿度との関係を検討し、湿度分布の
実態把握手法の開発を行う予定である。

（b）21:00JST

（a）09:00JST

図 ２ �舘野（つくば）におけるラジオゾン
デ可降水量とGPS可降水量との散布図

環境科学15号02_2-1-2.indd   59 2013/01/07   14:00:29

60

基盤研究　１0
自然環境情報からの環境計画指標抽出方法の開発

担当者
　環境計画学研究室：池口　仁

研究期間
　平成18年度～24年度

研究目的、および成果
　人の居住する地域の自然環境は人の行為と自然の仕組
の関わりあいによって成り立っている。地域の自然的環
境を計画的に考え、良好な環境を維持していく上で、各
地域内部の自然環境の仕組とともに、その地域がより広
い範囲の自然環境の構造の中でどのような位置づけをも
つのかを知ることは非常に重要である。
　地域の自然的特性を知識が重点的に集積したデータ
ソースとして現在では環境省による自然環境保全基礎調
査（緑の国勢調査）結果がある。緑の国勢調査の結果に
よって、例えば山梨県の植生や、動物の分布が現在どう
なっているか、ということはある程度知りうるが、植生
や動物の分布の現況から環境の保全や利用のために人が
どのように行動すべきか知るための手段は限られてい
る。そのため、緑の国勢調査結果の環境計画への応用は
希少な動植物の保護など限定的に用いられているにすぎ
ない。そこで、この研究では長期的課題として広域の自
然環境情報の構造的理解に基づいた情報収集と指標抽出
に取り組み、山梨県の自然環境の位置づけをより明確化
し、環境の変化のモニタリングを通じて未来の環境を計
画するための手法を開発することを目的とし、第二・三
回自然環境保全基礎調査データなど、比較的粗いデータ
の収集と利用についての技術開発を行っている。
　この研究では、これらの自然環境情報と組み合わせて
地域の環境変化を認識していくために、写真データに記
録された風景のような、粗い調査データを整理収集する
手法の開発にも取り組んでいる。各種の研究の調査時に
撮影された写真に地理情報を付与し、データベース化し、
集積する手法整備を行った。

　平成23年度は、重点化事業「山梨県における竹林分布
の実態と管理対策についての研究」が開始し、写真資料
等から竹林の成長を考える必要があった事から、本研究
では写真資料、動画資料に位置情報を付与し、同一地点
の竹林がどう変化しているかのカタログ化が可能になる
ようデータベースを開発した。
　掲載の写真は一例であるが、県東部の中央自動車道に
沿った地域の竹林ごとに成長、拡大の様子やその年の生
物季節の進行などの概況が確認できるデータベースが構
築されつつある。

写真 １　�平成２3年早春の竹林を含む里山

写真 ２　平成２4年早春の竹林を含む里山
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基盤研究　１１
衛星リモートセンシングによる地域環境の評価に関す
る研究

担当者
　環境計画学研究室：杉田　幹夫

研究期間
　平成19年度～平成23年度

研究目的
　衛星リモートセンシング技術は昨今の環境問題の深刻
化で認知度が増し、その期待は大きい。コンピュータの
性能が飛躍的に向上すると共に多種多様な地理情報デー
タが手軽に使えるようになり、衛星画像処理手法も進展
している。しかし、これらの技術はまだ確立していると
はいえず、成果情報が実社会において一般市民や行政組
織に利活用されることは少ないのが現状である。実利用
を促進するには、まずリモ−トセンシングによって提供
される情報の信頼性向上と高付加価値化が不可欠である
と考えられる。
　その一方で、環境にかかわる諸現象は、時間的・空間
的にそれぞれの占める位置・範囲・スケールが異なり、
それらの現象が相互に影響を及ぼし関連し合っている。
県単位や市町村単位といった地域レベルの環境モニタリ
ングでは、複雑に絡み合った環境変化を、長期間継続的
に監視し把握することにより、地域環境の現状把握、現
象解明、影響解析などを行うことが要求されており、リ
モートセンシングからの情報は非常に有用である。
　このような背景から本研究では、山梨県を対象として
各種の衛星画像処理手法の評価・検証を行い、実利用に
即した地域環境の評価手法を確立することを目的とす
る。

研究成果
　リモートセンシングデータから取り出すことが出来る
情報の中でも、土地被覆の情報は特に利用範囲が広く、
重要なものである。例えば、生態系モデルや微気象モデ
ルにおいて、その計算初期値として土地被覆分類図を必
要とする。植生タイプや土地被覆タイプによって、環境
パラメータが変化するため、例えば炭素吸収量算定値に
数十倍の差が生じるなど、土地被覆の分類誤差がモデル
算出値の主要な誤差要因になり得る。精度の高い計算結
果を得るためには、時間的に絶えず変動する土地被覆状
況を継続的に観測する必要がある。不均一に分布する地
表の土地被覆状況を現地調査によって網羅するには多大
な労力を要するが、広範囲に及ぶ空間情報を短時間に、
繰り返し観測することが可能なリモートセンシングを利

用することは、過去から現在までの土地被覆状況および
その変化の把握において省力化にもつながる。このため、
本研究では衛星観測データを用いた土地被覆分類に主眼
を置いて研究を行った。
　平成23年度は、前年度までの研究成果を基に、ランド
サット衛星データの解析手順をまとめ、実際に処理を
行って成果図の作成を行った。ここでは、樹種分類を例
にとり、具体的に記述する。
　使用する衛星データに対して、①オルソ幾何補正、②
大気地形補正、③植生抽出、④樹種分類、の順に処理を
施すことにより、樹種分類を行った。
　研究所所有のランドサット衛星TMデータは、2001年
以前の観測データには地形に起因する歪みが含まれるた
め、国土地理院発行の数値標高モデル（DEM）を使用
して、オルソ幾何補正を行った。また、USGS（米国地
質調査所）から無償で入手したランドサット衛星 7号
ETM+データは、オルソ幾何補正済みであるが、観測
日時の日照状態をシミュレートした画像をDEMから生
成し、これと平行移動を加えた衛星画像との相関を指標
に位置精度を評価したところ、シーンによって最大で南
北に 1画素、東西に 1画素（ 1画素は約30m）のズレが
確認されたため、後段の処理に前もって平行移動により
位置を補正した。
　大気地形補正には、修正コサイン法を用いた。このモ
デルでは、地点（画素）ごとに標高と傾斜から計算され
る太陽方位角の余弦と、衛星観測輝度のデジタル値との
間の関係式を用いて、大気および地形効果の影響を取り
除く。この時、常緑針葉樹の分布する領域から取得した
サンプルデータを用いて関係式を導出し、補正に用いた。
植生抽出では、植生指標の閾値処理を中心に行い、植生・
非植生の判別を行うことにより、植生領域を抽出した。
この処理により、分類処理に不要な被雲域および積雪域
も良好に除去された。
　樹種分類では、環境省作成の現存植生図、国土地理院
作成の国土数値情報（土地利用 3次メッシュデータ）、
県森林GISデータ、および過去のプロジェクト研究、特
定研究の成果情報を参考に教師データを作成し、これを
基に植生領域を①スギ、②ヒノキ、③アカマツ、④カラ
マツ、⑤その他の針葉樹、⑥広葉樹およびその他の植生、
の 6つの分類項目に分類した。分類手法として、最尤法
を用いた。
　図 1に、上記の手順で解析処理を行った結果の一部を
示す。この図では、上で設定した分類項目のうち、①ス
ギ、②ヒノキ、③アカマツ、⑤その他の針葉樹、の 4つ
の項目を統合し、常緑針葉樹の分布範囲として示した。
図 1に示した結果の入力衛星データの観測日は、それぞ
れ（a）1995年11月10日、（b）2000年12月 9 日である。
また、比較のために、（c）県森林GISデータを基に作成
した常緑林の範囲を示した。
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図の（a）および（b）の入力とした衛星データは観測
時期が11月、12月で観測時の太陽高度が低く、地形によ
り影となる場所は未分類としている。解析手順のうち、
大気地形補正の効果を、分類精度（Kappa係数）を指標
に定量評価した（表 1）。その結果、大気地形効果を施
した場合には、表 1に示した 4つのシーンいずれでも分
類精度が向上し、その効果は太陽高度の低い（11月、12
月）、高い（ 4月、 5月）にかかわらないことが確認で
きた。

　衛星データから決定した（a）および（b）の分布と、（c）
の森林GISデータによる常緑林分布を比較すると、相違
が見られる。両者を相互に比較検証することで、衛星デー
タからの土地被覆分類精度を向上するとともに、リモー
トセンシングから得られる情報を既存の空間地理情報に
反映し、正確な内容に更新して行くことができる。
　本研究の成果を基に、衛星データ処理を高度化し、利
用しやすい処理手順書として公開することで、行政によ
る衛星リモートセンシング技術のツールとしての実利用
促進につながるともに、時宜を得た環境指標分布図を作
成して情報提供することにより、県民による地域の環境
理解を深め、県民の環境に対する意識向上に貢献できる
と考える。

補正なし 補正あり

1995.05.18 57.00 0.288 0.411

1995.11.10 28.97 0.428 0.534

2000.04.29 58.05 0.291 0.354

2000.12.09 26.96 0.302 0.471

分類精度（Kappa係数）
観測日

太陽高度
（度）

表１　大気地形補正による分類精度向上

 

表 １　大気地形補正による分類精度向上

図 １　�山梨県の針葉樹分布。（a）（b）�ランドサット衛星
データの樹種分類結果から作成。（c）県森林GIS
データを基に作成。
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基盤研究　１２
地域における自然体験活動を通した環境認識の形成に
関する研究

担当者
　人類生態学研究室：本郷哲郎、渡邉　学、高橋美也子
　　　　　　　　　　勝俣英里
　岩手大学農学部：山本清龍

研究期間
　平成19年度～平成23年度

研究目的、および成果
　近年、自然への関心の高まり、余暇時間に対する価値
観の変化、アウトドアスポーツの普及などにより、多く
の人が様々な形で自然とふれ合う機会を求めるように
なってきており、自然公園に代表されるような地域の自
然環境を利用した自然体験活動（自然とふれ合い、自然
を楽しむ活動）も増加、多様化してきている。その結果、
基盤となる自然環境の質だけでなく利用者体験の質の低
下が問題視され、より環境に配慮した形での利用が求め
られている。このような背景のなかで、本研究では、自
然公園利用者の特性や意識構造をアンケート調査を通し
て把握することによって、どのような自然体験活動を行
なうか、どのような自然体験活動プログラムに参加する
かの違いによって、環境保全活動につながる環境認識（自
然環境保全意識）の形成がどのように異なるかを明らか
にするとともに、地域の特性を考慮に入れながら地域自
然環境の利用のあり方について検討することを目的とす
る。
　環境教育的視点をもった自然体験活動プログラムの提
供では、その参加者に対して、楽しい体験を求める、知
識を求める、評価能力を求める、活動への参加を求める
意識の形成を順に促していくことを段階的な達成目標と
して設定している。最終的な活動への参加を求める意識、
すなわち地域の環境を保全するための活動につながる自
然環境保全意識の要素として、環境配慮意識（自然環境
へ影響を与えないようにする配慮）と地域愛着意識（地
域に対してもつ愛着や親近感、一体感）が 2つの軸とし
て重要であることがこれまでの調査研究事例や既存の文
献資料による検討から整理された。
　青木ヶ原樹海散策者に対するアンケート調査で、一つ
目の要素としての環境配慮意識については、利用する自
然環境に影響、負荷を与えないようにするために、具体
的にどのような行動をとるように意識しているかについ
てたずねた。自由回答で得られた内容を分類した結果、
「ごみを捨てない」（53. 7 %）、「自然を傷つけない」
（10. 7 %）、「自然に対して何もしない」（10. 3 %）、「道を

はずれない」（ 9 . 6 %）といった項目が整理された。こ
こで、「自然を傷つけない」は、枝を折らない、根を踏
まないに加え、荒らさない、大切にする等を、「自然に
対して何もしない」は、見るだけ、持ち帰らない、触れ
ない等をキーワードとして分類した。なお、特に配慮意
識をもっていない者は29. 6 ％であった。散策の目的、
日常行なっている自然体験活動、自然観察会やエコツ
アーへの参加経験、保全活動への参加経験や、青木ヶ原
樹海が国立公園内にあることを認知しているかどうか等
と、これら配慮意識の有無との関連について分析した結
果、自然環境への関心が高まるに従って、環境配慮意識
も「ごみを捨てない」から「自然を傷つけない」、「自然
に対して何もしない」、「道をはずれない」といった意識
が段階的に形成されるものと考えられた。また、環境配
慮意識をもつ者、特に、「自然を傷つけない」、「自然に
対して何もしない」といった意識をもつ者で満足感得点
も高い得点を示し、環境配慮意識をもつことが自然環境
の質の維持だけでなく利用者体験の質の向上にもつなが
ると考えられた。
　一方、自然体験活動を通した満足感の形成と、それに
伴う地域に対する親近感や一体感の形成は、その地域へ
の再訪として現れると考えられることから、青木ヶ原樹
海を初めて訪れた者（初来訪者）と繰り返し訪れた者（再
来訪者）とを比較した結果、再来訪者では初来訪者に比
べ樹海に対して肯定的イメージをもつ者が多い反面、樹
海周辺の自然環境が荒れていると感じる者の割合も多く
なっていた。このことから、地域愛着意識の形成におい
ては、単にその地域の自然環境が好きと思うだけでなく、
同時にその地域をよりよく理解することで危機意識が形
成され、さらにそれが責任意識につながることが、地域
の自然環境を保全していく上で重要になると考えられ
た。
　さらに、自然環境保全意識として、どのような管理施
策が重要と考えているかについて、想定される16の施策
をあげ 3つまで選択してもらう形でたずねた結果を図 1
に示す。全体でみると「ごみ拾い・美化清掃活動」を選
択した者の割合が高かった。環境配慮意識別にみると、
環境配慮意識なしの者では「自殺防止の取り組み」が、「ご
みを捨てない」をあげた者では「立入禁止区域の設置」、
「ごみ拾い・美化清掃活動」が、「自然を傷つけない」、「自
然に対して何もしない」、「道をはずれない」をあげた者
では「立入禁止区域の設置」、「自然に関する環境教育活
動」、「団体利用者総数の制限」、「利用者へのマナー・利
用法の指導」が多く選択されるといった違いがみられた。
また、再来訪者では「過剰な施設整備を見直す」が多く
あげられた。適切な情報提供や環境教育・啓蒙活動の充
実、より質の高いエコツアーの推進が、自然環境への関
心を高めることによって地域への親近感・一体感を形成
し、環境配慮意識を伴った利用を促進するうえで重要に
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基盤研究　１２
地域における自然体験活動を通した環境認識の形成に
関する研究

担当者
　人類生態学研究室：本郷哲郎、渡邉　学、高橋美也子
　　　　　　　　　　勝俣英里
　岩手大学農学部：山本清龍

研究期間
　平成19年度～平成23年度

研究目的、および成果
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なると考えられた。

　自然体験活動として、研究所の環境教育部門の事業と
して実施され、ガイドが自然観察路を案内しながら富士
山北麓地域の自然環境の特徴について解説を行なう活動
（森のガイドウォーク）、ならびに、NPO主催によるイ
ベントプログラムとして青木ヶ原樹海を中心に実施され
ているごみ拾い活動をとりあげ、それぞれの活動への参
加者に対してアンケート調査を実施した。
　環境配慮意識については、樹海散策者に比べ、森のガ
イドウォーク参加者では、「自然を傷つけない」、「自然
に対して何もしない」、「道をはずれない」意識をもつ者
の割合が高い、ごみ拾い活動参加者では、「自然を傷つ
けない」意識をもつ者の割合が高いという特徴がみられ
た。また、ごみ拾い活動参加者のなかでも、これまで自
然観察会に参加したことがある者で「自然に対して何も
しない」意識をもつ者が多かった。
　地域愛着意識については、森のガイドウォーク参加者
には、研究所周辺市町村から参加している者が多くみら
れ、富士山北麓地域と最も密接に接している者として位
置づけられるこれら地元の「居住者」とその他県内およ
び県外からの「来訪者」とで、富士山北麓の自然環境に
対する危機意識としての荒廃意識がどのように異なるか
を検討した。その結果、「居住者」では「来訪者」に比
べ「荒れている」と感じる者の割合が高かった（それぞ
れ、40. 3 ％、27. 7 ％）。「荒れている」と感じた人に対
してその理由をたずねたところ、ごみが多いことをあげ
た者が最も多かったものの、その割合は「来訪者」では

「居住者」に比べると低い値であった。それに対し、「来
訪者」では、建物・道路など過剰な開発や自然環境の劣
化をあげた者の割合が高いことが特徴的であった。ごみ
拾い活動参加者では、大部分が首都圏からの参加者で
あったが、ごみの捨てられている状況を目の当たりにし
ていることもあり「荒れている」と感じる者の割合は
40. 8 ％であり、その理由としても、ごみが多いことを
あげる者が顕著に高い割合でみられた。
　富士山麓の自然環境保全のための活動として、ごみ拾
い活動、植林活動、自然保護への寄付活動、自然環境調
査活動への参加意思をたずねた結果を図 2に示す。森の
ガイドウォーク参加者については、居住者と来訪者を分
けて示している。ごみ拾い活動については、荒れている
理由としてごみが多いことをあげていた居住者とごみ拾
い活動参加者で高い割合であった。ごみ拾い活動参加者
では、植林活動をあげた者の割合も高く、自然環境その
ものへの関心をより高めていく取り組みを合わせ、地域
住民と協働しながら環境整備を継続して実施していく活
動につなげていくことが重要になると考えられた。一方、
自然環境調査活動への参加意思は、森のガイドウォーク
参加者、特に来訪者で高い割合でみられた。来訪者のな
かでも富士山北麓への来訪回数が多い者で、居住者のな
かでも森のガイドウォークへの参加が複数回の者で高い
割合であった。このような参加者に対しては、今後、地
域の環境保全のためのモニタリングシステムの構築をめ
ざすうえでの役割が期待されると考えられた。

図 ２　�森のガイドウォーク、ごみ拾い活動参加者の自然
環境保全活動への参加意思（複数回答）

図 １　青木ヶ原樹海散策者が重要と考える管理施策
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基盤研究　１3
工芸品材料採取が続けられる村落における自然環境と
住民の生活の変化との関連性に関する研究

担当者
　人類生態学研究室：小笠原輝
　環境計画額研究室：池口仁・杉田幹夫
　植物生態学研究室；安田泰輔

研究期間
　平成20年度～23年度

研究目的、および成果
　日本では集落のまわりの自然環境、すなわち里地・里
山とよばれる二次的自然を住民が地域の共有財産（ロー
カルコモンズ）として利用、管理してきた。しかし、
燃料革命やプラスチックなどの代替素材の登場によっ
て、その価値は徐々に低下している。周囲の自然環境の
利用が行われなることで、結果的にその地域の荒廃が進
み、野生獣の出現などが問題として表出している。
　これまで山梨県の都留市上大幡地区、甲府市（旧中道
町）中畑・心経寺地区、早川町各地区において行ってき
たそれぞれの地域を事例とした研究において、本県の多
くの地区において養蚕業の衰退、すなわち桑の生産が行
われなくなった時期と里地・里山の利用が行われなく
なった時期とが関連していた。多少の時期の違いがある
ものの自然資源の利用が、昭和40～50年代にかけて目
的・頻度ともに減少していったことがわかっている。
　そこで、本研究では県の指定伝統工芸品である「富士
勝山篠竹細工」を製作しており、スズタケ（Sasamorpha
borealis）を採取するために定期的に二次的自然である
ヤマへ通っている山梨県富士河口湖町勝山地区（旧勝山
村）を調査対象地とした。これまで調査研究を行ってき
た他の地区と本地域との間に、どのような異なりがある
か明らかにするために、スズタケの利用とともに自然資
源の利用がどのように変化して現在に至るかを比較す
る。また、将来の自然環境管理に意義があると考えられ
る「スズタケ細工」における資源管理、継承について研
究を行った。
　調査は各戸をランダムに訪問してその世帯の高齢者か
ら聞き取り調査を行うとともに、特に「富士勝山篠竹工
芸センター」においてスズタケ細工を行っている者の採
取活動や製作の参与観察を行った。なお、現在、村内の
スズタケ細工は「富士勝山スズタケ工芸センター」にて
製作する者のほか、10名ほどの個人製作者がいる。
　聞き取り調査は、生業活動、特に農業を中心に行った。
農地は、すべての世帯が所有しているわけではなく、所
有する世帯においても長子が継いでいた例が多かった。

　勝山地区は、高冷地の上、水はけのよい富士山の火山
性の土壌で、長い間雑穀および蔬菜栽培のみが可能な土
地であった。こうした環境から、農閑期の生業としてス
ズタケ細工が行われていたと考えられる。1954（昭和
29）年から63（同38）年にかけて大規模な農地改良によ
り村民の悲願であった稲作が可能となった。しかし、米
の流通、冷涼な気候のための不作や、河口湖より取水す
るポンプの故障など維持費が負担となり、1971（昭和
46）年には稲作は行われなくなった。現在では畑地化し
て蔬菜栽培などが行われているほか、農地整理の際に区
画がしっかりとしたために宅地化、工場立地として用い
られる土地も多い。また、このときの農地改良により、
戦後から現在に至る農地の経時的変化を追跡調査するこ
とは不可能であった。
　自然資源の利用の面からいえば、耕作を続けている世
帯の多くは落葉採取を続けている。役畜はウマ・ウシ・
ヤギなど世帯によって異なるが、それぞれ昭和30年代に
は飼育されなくなった。そのため採草は行われていな
かった。かつての落葉採取や採草を行っていた場所は現
在別荘地およびゴルフ場となっており、落葉採取は場所
が変わって集落近隣の林などで行われていた。
　薪採取は昭和30年代までという世帯が多い一方、現在
も利用している数世帯も存在した。かつては、村の青年
団で薪採取を行い、村民にいって活動費用に充てたとい
う。現在採取している人も、かつて落葉や採草を行って
いた場所ではなく、近隣の林からという回答が多かった。
山菜採取については、多くの世帯で続けられていた。戦
後から「季節の楽しみ」としてのみ続けられており、保
存や売買目的で採取する世帯はなかった。採取場所につ
いては、決まった場所ではなく富士北麓の行動範囲内で
行われていた。なお、村内では炭焼に携わった者はいな
かった。これは、隣村の鳴沢村の仕事として分担されて
いたという。
　タケ細工の歴史をみると、甲斐国志（1814（文化11）年）
にこの地区のタケ細工の記述がみられる。口伝によると、
裾野市や御殿場市方面から伝わったとされるが、詳細に
ついては不明である。近隣の富士河口湖町小立、船津地
区においても、ザル細工を昭和50年代まで行っていた世
帯が散見された。
　材料となるスズタケの採取は標高1200～1300mの富士
山二合目周辺で行われる。製作に適した「よい」スズタ
ケは、 1 . 5 ～ 2 . 5 mの長さ、適度な太さ、直線、傷お
よび変色がないものが条件となるが、これに合致するス
ズタケは勝山地区が自由に利用できる森林には生育して
いない。そのため、恩賜林組合が統合される1961（昭和
36）年まで自由に採取できず、鳴沢村の人が炭焼の合間
に採取したタケを購入していた。地区の中に 4名大月市
や塩山、埼玉県三峰などで採取したスズタケを売る女性
がいたという。
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た他の地区と本地域との間に、どのような異なりがある
か明らかにするために、スズタケの利用とともに自然資
源の利用がどのように変化して現在に至るかを比較す
る。また、将来の自然環境管理に意義があると考えられ
る「スズタケ細工」における資源管理、継承について研
究を行った。
　調査は各戸をランダムに訪問してその世帯の高齢者か
ら聞き取り調査を行うとともに、特に「富士勝山篠竹工
芸センター」においてスズタケ細工を行っている者の採
取活動や製作の参与観察を行った。なお、現在、村内の
スズタケ細工は「富士勝山スズタケ工芸センター」にて
製作する者のほか、10名ほどの個人製作者がいる。
　聞き取り調査は、生業活動、特に農業を中心に行った。
農地は、すべての世帯が所有しているわけではなく、所
有する世帯においても長子が継いでいた例が多かった。

　勝山地区は、高冷地の上、水はけのよい富士山の火山
性の土壌で、長い間雑穀および蔬菜栽培のみが可能な土
地であった。こうした環境から、農閑期の生業としてス
ズタケ細工が行われていたと考えられる。1954（昭和
29）年から63（同38）年にかけて大規模な農地改良によ
り村民の悲願であった稲作が可能となった。しかし、米
の流通、冷涼な気候のための不作や、河口湖より取水す
るポンプの故障など維持費が負担となり、1971（昭和
46）年には稲作は行われなくなった。現在では畑地化し
て蔬菜栽培などが行われているほか、農地整理の際に区
画がしっかりとしたために宅地化、工場立地として用い
られる土地も多い。また、このときの農地改良により、
戦後から現在に至る農地の経時的変化を追跡調査するこ
とは不可能であった。
　自然資源の利用の面からいえば、耕作を続けている世
帯の多くは落葉採取を続けている。役畜はウマ・ウシ・
ヤギなど世帯によって異なるが、それぞれ昭和30年代に
は飼育されなくなった。そのため採草は行われていな
かった。かつての落葉採取や採草を行っていた場所は現
在別荘地およびゴルフ場となっており、落葉採取は場所
が変わって集落近隣の林などで行われていた。
　薪採取は昭和30年代までという世帯が多い一方、現在
も利用している数世帯も存在した。かつては、村の青年
団で薪採取を行い、村民にいって活動費用に充てたとい
う。現在採取している人も、かつて落葉や採草を行って
いた場所ではなく、近隣の林からという回答が多かった。
山菜採取については、多くの世帯で続けられていた。戦
後から「季節の楽しみ」としてのみ続けられており、保
存や売買目的で採取する世帯はなかった。採取場所につ
いては、決まった場所ではなく富士北麓の行動範囲内で
行われていた。なお、村内では炭焼に携わった者はいな
かった。これは、隣村の鳴沢村の仕事として分担されて
いたという。
　タケ細工の歴史をみると、甲斐国志（1814（文化11）年）
にこの地区のタケ細工の記述がみられる。口伝によると、
裾野市や御殿場市方面から伝わったとされるが、詳細に
ついては不明である。近隣の富士河口湖町小立、船津地
区においても、ザル細工を昭和50年代まで行っていた世
帯が散見された。
　材料となるスズタケの採取は標高1200～1300mの富士
山二合目周辺で行われる。製作に適した「よい」スズタ
ケは、 1 . 5 ～ 2 . 5 mの長さ、適度な太さ、直線、傷お
よび変色がないものが条件となるが、これに合致するス
ズタケは勝山地区が自由に利用できる森林には生育して
いない。そのため、恩賜林組合が統合される1961（昭和
36）年まで自由に採取できず、鳴沢村の人が炭焼の合間
に採取したタケを購入していた。地区の中に 4名大月市
や塩山、埼玉県三峰などで採取したスズタケを売る女性
がいたという。

環境科学15号02_2-1-2.indd   65 2013/01/07   14:00:30

66

　戦中に南方戦線用ヘルメットの内張として用いる通称
「防暑帽」の供出を命令され、地区全戸で製作を行った。
これ以降すべての世帯でザル細工の技術が共有されるこ
ととなる。戦後は、県内だけでなく関東一円にザルやカ
ゴの行商をして生計を立てたという。その後、行商の対
象物は反物に変化していった。地区における雇用機会の
増大や河口湖周辺の観光化にともなって民宿経営などが
広がると次第にタケ細工を行う世帯も少なくなった。そ
れだけでなく、趣味でタケ細工を行う者に対して「年寄
りの手遊び」と、世帯に対しては「お小遣いもやれない
のか」などと揶揄される時期もあった。
　その後、観光客からタケ細工を評価され、当時の村は
老人福祉センターの中に「ザル学校」を開設。楽しく製
作するという立場の製作者は、集まって製作を行うよう
になった。また、この時期に他のタケ細工からの技術応
用や形の工夫をおこない、1988（平成10）年には、県伝
統工芸品に指定、継承するという意識が発生した。「山
梨の名工」を輩出するなどし、現在は「富士勝山篠竹工
芸センター」と名称を変え、勝山ふれあいセンター内で
20数名が活動（うち地区内者は 3名）、個人製作者が10
名ほどいる。
　他の地域と比較すると、現在、勝山篠竹工芸センター
に集まる製作者はおおよそ10日～ 2週間に一度、タケ採
取（スズキリ）に出かけている。そのため、タケ採取場
所だけではなく、あらゆる場所の森林の変化を敏感につ
かみ知識としていた。これは、他の地区ではみられなかっ
たことである。ほかの資源利用が行われなくなっている
ものの、ひとつの資源利用を通して地域の環境の変化を
捉えられる可能性が示唆された。
　資源の持続的利用に関してみると、スズタケ採取者に
は有償で鑑札が恩賜林組合から発行されており、鑑札を
持たないものは採取できないことになっている。かつて
はトメヤマといってタケノコの生育する 6～ 7月は採取
禁止となっていた。現在では、足下に充分配慮して採取
が行われている。また、「よい」ものだけを択伐される
ことにより、日当たりが制限されて「よい」スズタケが
生育する条件を作っている。スズタケの採取時には枝葉
を林道脇に切り捨てる。無意識にやっていることかもし
れないが他の雑草の繁茂を防ぐ役割をもっていると考え
られる。
　採取したタケは保存せず、すぐにヒゴ状に加工する。

1年もの（ノロ・ノロッコ）と、 2、 3年ものを区別し
て伐る。 1年ものはしなやかさが必要な曲りの部分と縁
まわりに用いる。採取量には20～60kgと個人差がある。
経験が長く足腰の丈夫な人は、経験を頼りに個人で採取
していき時間あたりの採取量も多い。経験の短い人は、
中程度の経験者の後を歩き、「このあたりで」と促され
て採取し始める。経験の長い人は下だけを見てタケの成
長年数を判断して採取するが、経験の短い人ほどタケの
成長年数が判断できないため、上部の葉の数と太さに
よって採取する。そのため、採取量が少ない。また、経
験が長い人ほど製作が早いため大量のタケを必要とす
る。実際に経験年数が短い人から、長い人への加工した
タケの融通が数度確認された。
　また、篠竹工芸センターでは、地区の生徒や修学旅行
生への体験などを行うとともに、県内をはじめ静岡県や
神奈川県など他の地域から習いに通う人に積極的に技術
を教えている。しかし、前述の「ザル細工」への揶揄的
見方からか地元の伝承者はわずか 3人である。
　地元伝承者はその地区の森林だけでなく、スズタケ採
取に関するヤマの知識を広範囲にもっている。はじめの
参与観察中にはみられなかったヤマの知識を他の地区の
製作者へ積極的に教えるということが、近年みられるよ
うになった。しかし、地域外の人々がこうした知識をす
べて伝承していくことは困難であると考えられる。また、
ザル細工も現在マイナーサブシステンスとして機能して
いるが、製作自体が趣味的な工芸になっていくのではな
いかという危惧がある。しかし、この危惧に対して、製
作経験が浅い人が自分の作品に値段がつくことに感動し
ている姿を見る機会があった。製作者に聞くと、自分の
作ったものが初めて売れた日のことを覚えているものが
ほとんどであった。こうした売買がある限り、趣味的な
工芸にはならないと考えられる。
　現在、こうして製作を続けているザル細工であるが、
地元伝承者のほかに他地域の人々が自由に習いに来られ
る環境が整っているから続けられているという面も否定
できない。現在、スズタケ採取に必要な入山鑑札は他地
区の人でも自由に申請できる。また製作施設や器具も自
由に使用できる。このような既得権が続けられることや
前述のヤマの知識の伝承の有無によってザル細工の伝承
が続けられるかが問題となる。
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基盤研究　１4
富士北麓を中心とした陸・水圏に由来する酵母と糸状
菌の収集、有用性試験、およびデータベース化

担当者
　環境資源学研究室：上野良平・森　智和・渡邉　学
　植物生態学研究室：中野隆志・安田泰輔
　環境生化学研究室：瀬子義幸・長谷川達也
　東 京 海 洋 大 学：浦野直人・濱田奈保子

研究期間
　平成23年度～25年度

１ ）目的
　富士北麓の環境に由来する酵母と糸状菌（菌類）を利
用して、食品生産と有用物質生産に役立てることを目的
とする。地域に密接した菌類のデータベースを作成する。
地産地消の立場から、これを公開して、県内の食品・バ
イオ産業の発展に資する。
　具体的には、富士北麓の陸・水圏に由来する菌類から、
食品・醸造・医薬化粧品等の生産に有用な株を選抜、性
状解析と利用法開発を行う。これまで野生微生物を利用
する研究のほとんどは、バクテリア（原核生物）が主な
対象であり、有用菌類を自然環境から探索した研究例は
少ない。したがって野生菌類の性状解析とデータベース
化は応用面のみならず、基礎微生物学の発展にも大いに
貢献するものである。本研究では、北麓の自然環境から
得た各菌株を保存、有用性に関する情報をデータベース
化する。これを県内の企業・個人に公開、菌株提供を行
う体制づくりを行う。
　本研究は、富士北麓の環境サンプルに由来する野生菌
類を、「富士山」という国内随一の国際的ブランド力を
備えた未利用遺伝資源と考え、その有用性をデータベー
ス化して開示する点に特徴がある。世界的な知名度を誇
る地域から得た菌類を産業目的でデータベース化した事
例はない。本研究は、地産地消の立場から県内産業の発
展に寄与することが期待される。

２ ）方法
A 野生酵母の分布調査と収集
　富士北麓の植物試料（花、または茎＋葉） 5 gを懸濁
した滅菌水を、段階的に希釈した後、細菌除去剤（ 0 .01%
（w/v）クロラムフェニコール）を含む酵母増殖用の寒
天培地（YPDagar）上に接種した。一週間後に出現し
た酵母、糸状菌、細菌のコロニー数をカウントすること
で、元の試料に含まれていた各微生物群の細胞数を計算
した。
　得られた酵母のコロニーを株化して、グリセロールス

トックを作成、-80℃で保存した。
　植物試料の採取場所は、環境科学研究所敷地内の草地、
アカマツ林、ならびに宮川河川敷、富士北麓公園、吉田
口登山道、本栖湖岸、精進湖岸、富士山五合目である。
さらに、青木ヶ原樹海の土壌からも探索を行った。
B 産業レベルの発酵に利用できる野生酵母の収集
　Aと同じ採集場所で得た植物試料 1 gを、40%（w/v）
のスクロース、ならびに 0 .01%（w/v）クロラムフェニ
コールを含むYPD液体培地入りチューブの中で、96時
間漬け置きした。当該条件は、醗酵食品生産に使用でき
る酵母を得るために設定した、微生物の生存にとって厳
しい条件である。その後、上記Aと同様の方法で、出現
細胞数の計測、ならびに酵母の株化と保存を行った。ま
た、得られた酵母の事業化へ向けた取り組みの一例とし
て、ヤマホタルブクロ試料から得た酵母株を用いてパン
の試作を行った。

3 ）成果
A 野生酵母の分布調査と収集
　酵母コロニーの出現例を図 1に示す。富士北麓全体か
ら1100株の酵母株を得た。次に、個々の植物試料に含ま
れていた微生物細胞数の平均値を、分離源である植物の
部位や生息環境等の違いに応じて分類した試料グループ
間で比較した。その一例として、分離源となる植物種を
一年生、越年生、多年生の 3群に分類した場合、各グルー
プ間で認められた出現細胞数の違いを図 2に示す。同じ
場所で生存する期間が長い植物ほど、より多数の酵母細
胞を含むことが明らかになった。
B発酵力が高い酵母の収集
　富士北麓に分布する樹木と草木70種から、40%（w/v）
のスクロースを含むYPD培地中で増殖とエタノール醗
酵を行うことができる野生酵母の探索と収集を行った。


図 １　富士北麓の植物に生息する酵母
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間で比較した。その一例として、分離源となる植物種を
一年生、越年生、多年生の 3群に分類した場合、各グルー
プ間で認められた出現細胞数の違いを図 2に示す。同じ
場所で生存する期間が長い植物ほど、より多数の酵母細
胞を含むことが明らかになった。
B発酵力が高い酵母の収集
　富士北麓に分布する樹木と草木70種から、40%（w/v）
のスクロースを含むYPD培地中で増殖とエタノール醗
酵を行うことができる野生酵母の探索と収集を行った。


図 １　富士北麓の植物に生息する酵母

環境科学15号02_2-1-2.indd   67 2013/01/07   14:00:30

68

　発酵産業への利用を目的として、野生酵母株を選抜す
る場合、高濃度スクロースの資化能と発酵能が重視され
る。その理由は、高濃度スクロースを基質として、酵母
にエタノール発酵を行わせる例が多いためである（例：

廃糖蜜または甜菜搾りかすを用いるパンの製造）。した
がって、野生酵母は20%（w/v）程度のスクロースを発
酵する能力の有無によって選抜されてきた。これに比し
て本研究では、40%という前例のない高濃度スクロース
中、生育・発酵する微生物のみが選択的に得られる条件
で、植物から酵母の選択的な培養と分離を行った。その
結果、120株以上を取得できた。得られた株を凍結保存
してカルチャーコレクションを作成した。また、凍結酵

母株の解凍時における蘇生率を調べたところ100%であ
り、蘇生後の継代培養も安定して行うことができた。
本研究は、これら酵母を事業化する試みも含んでいる。
その一例として、本年度はパンの試作を行い、当研究所
の職員数名を対象として試食会を行った。その結果、試
食者からは「製造の翌日でも、パンの風味と柔らかさが
損なわれない」など、肯定的な意見が聞かれ、概ね好評
であった。図 3に、 2次発酵中のパン生地を示す。


4 ）考察
　以上の結果、120株に上る高発酵性酵母が得られたが、
これは高基質濃度（高浸透圧）に耐える細胞のみが生存
できる培養条件を、環境試料からの酵母分離時に採用し
たためと推察される。また、同じ場所で生存する期間が
長い植物ほど、より多数の酵母細胞を含むという知見は、
効率の良い酵母採集を行うためのヒントとなろう。
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２ － １ － ３ 　特定研究

特定研究　 １
野生動物被害防除技術の効果と影響

担当者
　動物生態学研究室：吉田　洋

研究期間
　平成22年度～25年度

研究目的、および成果
　近年、ニホンザル（Macaca fuscata）による被害を軽
減するために、全国各地でモンキードッグ（サル追払い
犬）の導入が進められている。しかしサルが出没した際
の、リードを放した後のモンキードッグの行動を目視に
より観察し続けるのは難しく、追払い時のモンキードッ
グの行動は不明である。そこで本研究では、GPSテレメ
トリーでモンキードッグの行動学的知見を得ることによ
り、被害防除の有効性を把握するとともに、モンキードッ
グをより安全に運用する方法を開発することを目的とし
た。
　調査は野生ニホンザル「吉田A群」の行動圏である富
士吉田市旭地区、同市新倉地区、南都留郡富士河口湖町
船津地区、同町浅川地区で実施した。集落や農地での野
生ニホンザル群の目撃が通報されるとすぐに、 5 秒ごと
に測位するように設定したGPSロガー（i-gotU GT100, 
Mobile Action Technology, Taiwan） を2008年12月 ～
2009年 9 月にはモンキードッグ「ラッキー（犬種：紀州
犬系雑種、性別：オス、体重：17kg）」に、2010年 3 月
以降には「コテツ（犬種：プロット・ハウンド、性別：
オス、体重：22kg）」に、2010年 6 月以降には「カイ（犬
種：甲斐犬、性別：オス、体重：12kg）」に装着し（写
真 1・2 ）、サルを目視できる地点で放した。なお調査は、

モンキードッグがハンドラーに戻り、移動用のケージに
入った時点まで行った。
　調査の結果、モンキードッグの係留を解いてから回収
までの、GPSの測位率が100%だったのは「ラッキー」
が16回、「コテツ」が64回、「カイ」が36回で、調査時の
気温は 2 . 6 ℃～32. 4 ℃、最深積雪深は14cmであった。
また、サル追払い 1 回あたりのモンキードッグ平均出動
時間は52. 2 ±40. 0 分（平均値±標準偏差、以下同様）、
平均移動距離は 4 . 2 ± 3 . 1 km、係留を解いた地点から
最高到達地点までの平均標高差は138±56. 1 mであっ
た。
　データを時系列でみると、運用を開始してから180日
以内では、 1 回のサルの追払いで、モンキードッグが
6 km以上移動したのは51. 9 %（n=54）だったのに対し
て、運用開始から180日以上経ると、その割合は27. 4 %

（n=62）と減少し、モンキードッグは追払いの経験を積
むと、短い距離で追払いをやめて戻ってくることが多く
なった。（図 1 ）。この要因は、①当初はイヌを威嚇して
いたサルが、モンキードッグの撃退をあきらめ、モンキー
ドッグを見つけると速やかに逃げるようになった。②モ
ンキードッグがサルに慣れ、サルへの執着が弱くなった、
2 点と考える。

写真 １　�GPSロガーを装着したモンキードッグ
　　　　「ラッキー」

写真 ２　�モンキードッグ「カイ（写真・左）」と「コテ
ツ（写真・右）」

図 １　サル追払い時のモンキードッグの移動距離
　　　（２008年１２月～２0１１年１１月）
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野生動物被害防除技術の効果と影響

担当者
　動物生態学研究室：吉田　洋

研究期間
　平成22年度～25年度

研究目的、および成果
　近年、ニホンザル（Macaca fuscata）による被害を軽
減するために、全国各地でモンキードッグ（サル追払い
犬）の導入が進められている。しかしサルが出没した際
の、リードを放した後のモンキードッグの行動を目視に
より観察し続けるのは難しく、追払い時のモンキードッ
グの行動は不明である。そこで本研究では、GPSテレメ
トリーでモンキードッグの行動学的知見を得ることによ
り、被害防除の有効性を把握するとともに、モンキードッ
グをより安全に運用する方法を開発することを目的とし
た。
　調査は野生ニホンザル「吉田A群」の行動圏である富
士吉田市旭地区、同市新倉地区、南都留郡富士河口湖町
船津地区、同町浅川地区で実施した。集落や農地での野
生ニホンザル群の目撃が通報されるとすぐに、 5 秒ごと
に測位するように設定したGPSロガー（i-gotU GT100, 
Mobile Action Technology, Taiwan） を2008年12月 ～
2009年 9 月にはモンキードッグ「ラッキー（犬種：紀州
犬系雑種、性別：オス、体重：17kg）」に、2010年 3 月
以降には「コテツ（犬種：プロット・ハウンド、性別：
オス、体重：22kg）」に、2010年 6 月以降には「カイ（犬
種：甲斐犬、性別：オス、体重：12kg）」に装着し（写
真 1・2 ）、サルを目視できる地点で放した。なお調査は、

モンキードッグがハンドラーに戻り、移動用のケージに
入った時点まで行った。
　調査の結果、モンキードッグの係留を解いてから回収
までの、GPSの測位率が100%だったのは「ラッキー」
が16回、「コテツ」が64回、「カイ」が36回で、調査時の
気温は 2 . 6 ℃～32. 4 ℃、最深積雪深は14cmであった。
また、サル追払い 1 回あたりのモンキードッグ平均出動
時間は52. 2 ±40. 0 分（平均値±標準偏差、以下同様）、
平均移動距離は 4 . 2 ± 3 . 1 km、係留を解いた地点から
最高到達地点までの平均標高差は138±56. 1 mであっ
た。
　データを時系列でみると、運用を開始してから180日
以内では、 1 回のサルの追払いで、モンキードッグが
6 km以上移動したのは51. 9 %（n=54）だったのに対し
て、運用開始から180日以上経ると、その割合は27. 4 %

（n=62）と減少し、モンキードッグは追払いの経験を積
むと、短い距離で追払いをやめて戻ってくることが多く
なった。（図 1 ）。この要因は、①当初はイヌを威嚇して
いたサルが、モンキードッグの撃退をあきらめ、モンキー
ドッグを見つけると速やかに逃げるようになった。②モ
ンキードッグがサルに慣れ、サルへの執着が弱くなった、
2 点と考える。

写真 １　�GPSロガーを装着したモンキードッグ
　　　　「ラッキー」

写真 ２　�モンキードッグ「カイ（写真・左）」と「コテ
ツ（写真・右）」

図 １　サル追払い時のモンキードッグの移動距離
　　　（２008年１２月～２0１１年１１月）

環境科学15号03_2-1-3.indd   69 2013/01/07   14:13:30

70

　さらに出動時の気温と、サル追払い時のモンキードッ
グの移動距離との関係をみると、気温が高いほどモン
キードッグの移動距離は短くなる傾向があった。これは
高温下では、モンキードッグが長時間にわたり活動する
のは難しいことを示しており、暑い日にモンキードッグ
を運用する際には、イヌに無理をさせず、イヌが戻って
きたら充分な水分補給がすぐにできるようにする必要が
ある。

図 ２　�出動時の気温と、サル追払い時のモンキードッグ
の移動距離との関係（２008年１２月～２0１１年１１月）
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特定研究　 ２
県内における民生家庭部門の温室効果ガス排出構造の
把握に関する研究

担当者
　環境生化学研究室：瀬子義幸・外川雅子・長谷川達也
　環境資源学研究室：森智和

研究期間
　平成21年度～平成23年度

研究目的、および成果
　目的：温室効果ガス（二酸化炭素CO2、メタン、一酸
化二窒素等）の排出削減は、世界的な課題となっており、
様々な分野で排出削減の取り組みが行われている。温室
効果ガス排出量（CO2換算）の95%（2010年）はCO2が
占めている。日本におけるCO2排出量は産業部門由来が
最も多く、全体の約29％（2010年）を占めているが、京
都議定書の基準年（1990年）比では11%減少している。
一方、民生家庭部門からのCO2排出量が占める割合は全
体の約21%（家庭用の自動車燃料を含める）と産業部門
より低いものの、1990年より多くなっている。そのため、
家庭部門からのCO2排出削減が大きな課題のひとつと
なっている。
　本研究では、各家庭のCO2排出量（エネルギー使用量）
の実態を県民が認識しそのことが排出削減行動につなが
ることを目指し、山梨県における民生家庭部門のCO2排
出データを提供すること、並びに県内の地域別の特徴を
把握することを主な目的としている。
　データ：県森林環境部環境創造課が平成23年度に取り
組み、指定校の小学生に配付して回収した環境家計簿
2 ,761世帯分、並びに一般県民から回収された環境家計
簿 1 ,294世帯分、合計 4 ,055世帯のデータを用いた。なお、
平成22年度から配付した環境家計簿では、環境家計簿取
り組み者の普及・拡大を図るため、また初心者にも取り
組みやすいよう取り組み期間は 2 か月とし、CO2排出源
の質問項目は電気、ガス、自動車燃料の 3 つにしぼって
いる。記入期間は原則として、小学生の場合は 7 ～ 9 月、
一般県民の場合は 7 ～12月までとした。
　データ処理：自営業を含む世帯はそれ以外の世帯と比
較すると、電気・ガス・自動車燃料使用量の平均値が有
意に高いため、「自営業を含む」と回答した世帯のデー
タは以下の集計からは除いた。その結果、集計と解析に
用いた世帯数は合計 3 ,793（小学生 2 ,540世帯、一般
1 ,253世帯）となった。また、外れ値処理（スミルノフ・
グラブス検定）を行って、全体の分布から大きく外れる
数値は除いた。電気やガスの使用量ではなく、メータ読
み取り値を記載したと考えられたデータは削除し、欠損
値とした。記入ミス（小数点の位置の間違い等）につい

ては、わかる範囲で修正して使用した。欠損値処理をし
たため、集計ごとに用いたデータの数は異なる。
　各月のデータ数（自営業と外れ値を除く前の数）は電
力の場合、 4 月～12月のそれぞれが 1 、 2 、17、668、
3701、3165、199、188、102であり、 8 ･ 9 月が全体の
85%を占めていた。
　排出源別・世帯人数別・月別の使用量：電気、ガス（都
市ガス、プロパン）、自動車燃料（ガソリン、軽油）に
ついて、 7 月～12月の使用量を世帯人数別に集計し、県
森林環境部環境創造課に報告した。これらの集計結果は、
平成24年度に配布された環境家計簿に記載され（http://
www.pref.yamanashi.jp/kankyo-sozo/kakeibo.html）、
県民が各家庭のエネルギー消費量を評価する目安となっ
ている。

　東京電力管内の 7、 8月の平均気温と電力使用量の関
係：家庭における電力の使用量は様々な要因の影響を受
けるが、 7 、 8 月の 1 日の電力使用量はその日の気温と
相関することが、毎日の平均気温と電力使用量を解析し
た報告からわかっている。2011年 3 月11日に起きた東日
本大震災以降に電力供給量が不足し、各家庭にも節電が
求められた。そこで、2005年～2010年と2011・2012年の
データに分けて東京都の月平均気温と東京電力管内の電
力使用量の関係を見たところ（図 1 ）、それぞれ正の相
関が認められたが、同じ気温でも2011・2012年の方が電
力使用量が少ない傾向が認められた。
　甲府の月平均気温と電気代支出金額：電気代支出金額
と電力使用量は相関するため、総務省の家計調査データ
を用いて甲府市における月平均気温と電気代支出金額の
2007～2012年の推移を見た（図 2 ）。電気代支出金額は
夏期より冬期の方が多いが、夏期の平均気温が高かった
2010年は夏期の方が冬期より多かった。2011・2012年に
おける夏期の電気代支出金額はそれ以前と比較して低い
傾向は認められなかった。図 1 と同様の処理も行ったと
ころ夏期の平均気温と電気代支払額の間に相関関係は認

図 １　月平均気温と電力使用量の関係（東京電力管内、
２005～２0１２年、 7・ 8月）
※ 同じ形の点のうち小さい方が 7 月、大きい方が 8 月

データ出典：気象庁ならびに東京電力
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担当者
　環境生化学研究室：瀬子義幸・外川雅子・長谷川達也
　環境資源学研究室：森智和

研究期間
　平成21年度～平成23年度

研究目的、および成果
　目的：温室効果ガス（二酸化炭素CO2、メタン、一酸
化二窒素等）の排出削減は、世界的な課題となっており、
様々な分野で排出削減の取り組みが行われている。温室
効果ガス排出量（CO2換算）の95%（2010年）はCO2が
占めている。日本におけるCO2排出量は産業部門由来が
最も多く、全体の約29％（2010年）を占めているが、京
都議定書の基準年（1990年）比では11%減少している。
一方、民生家庭部門からのCO2排出量が占める割合は全
体の約21%（家庭用の自動車燃料を含める）と産業部門
より低いものの、1990年より多くなっている。そのため、
家庭部門からのCO2排出削減が大きな課題のひとつと
なっている。
　本研究では、各家庭のCO2排出量（エネルギー使用量）
の実態を県民が認識しそのことが排出削減行動につなが
ることを目指し、山梨県における民生家庭部門のCO2排
出データを提供すること、並びに県内の地域別の特徴を
把握することを主な目的としている。
　データ：県森林環境部環境創造課が平成23年度に取り
組み、指定校の小学生に配付して回収した環境家計簿
2 ,761世帯分、並びに一般県民から回収された環境家計
簿 1 ,294世帯分、合計 4 ,055世帯のデータを用いた。なお、
平成22年度から配付した環境家計簿では、環境家計簿取
り組み者の普及・拡大を図るため、また初心者にも取り
組みやすいよう取り組み期間は 2 か月とし、CO2排出源
の質問項目は電気、ガス、自動車燃料の 3 つにしぼって
いる。記入期間は原則として、小学生の場合は 7 ～ 9 月、
一般県民の場合は 7 ～12月までとした。
　データ処理：自営業を含む世帯はそれ以外の世帯と比
較すると、電気・ガス・自動車燃料使用量の平均値が有
意に高いため、「自営業を含む」と回答した世帯のデー
タは以下の集計からは除いた。その結果、集計と解析に
用いた世帯数は合計 3 ,793（小学生 2 ,540世帯、一般
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値とした。記入ミス（小数点の位置の間違い等）につい

ては、わかる範囲で修正して使用した。欠損値処理をし
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力の場合、 4 月～12月のそれぞれが 1 、 2 、17、668、
3701、3165、199、188、102であり、 8 ･ 9 月が全体の
85%を占めていた。
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ている。
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められたものの、家計調査データでは2011・2012年の夏
期の電気代支払額が気温の割に低い傾向は明確ではな
かった。
　２0１0年と２0１１年の環境家計簿電力使用量の比較：電力
使用量について、世帯人数別に2010年と2011年を比較し
た（図 3 ）。最もデータの多い 8 、 9 月は、いずれの世
帯人数区分でも2010年より2011年の方が電力使用量が少
なかった。10月以降も同様の傾向がうかがえる。
　図 1 の2005～2010年の回帰直線から平均気温 1 ℃の低
下で約 6 %の電力消費の減少が読み取れる。また、2005
～2010年と比較して2011・2012年の電力消費はおおよそ

8 %低下している。2010年と比較して、2011年の環境家
計簿電力使用量のデータを世帯人数別にみると≦ 2 、3 、
4 、 5 、 6 、 7 ≦世帯の電力使用量の2010年比はそれぞ
れ76、90、87、83、91、86％であった。これらのデータ
から推測すると、2011年の電力使用量の減少は気温の低
下と節電の両方の効果が現れたものと考えられる。
　ガソリンの使用量も2011年 8 ・ 9 月は、全ての世帯人
数区分で2010年より少なかった。
　その一方で、2011年 8 、 9 月のプロパンガス使用量は
2010年と同程度であり、減少傾向は認められなかった。

図 ３　世帯人数別・月別電力使用量：�２0１0年と２0１１年
の比較
データ：山梨における環境家計簿調査データ（2010年と
2011年）

図 ２　毎月の平均気温と電気代支出金額の関係（甲府、
２007年１0月～２0１２年 8 月）
　※●， 1 月； ▲， 8 月．
　　データ出典：気象庁ならびに総務省（家計調査）
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特定研究　 ３
山梨県における竹林分布の実態と管理対策についての
研究

担当者
　環境計画学研究室：　杉田幹夫・池口　仁・渡邉　学
　植物生態学研究室：　安田泰輔
　生気象学研究室：　赤塚　慎

研究期間
　平成23年度～平成24年度

研究目的
　1980年代から主に西日本の低山地を中心として、竹林
の分布拡大が全国各地で報告されている。近年、山梨県
においても管理放棄された竹林が拡大し、周辺の森林を
占有するなどの問題が発生している。竹の主な種は、マ
ダケ、モウソウチク、ハチクであるが、本報告では竹林
の構成種が判明していないため、以後はモウソウチクと
マダケ、ハチクを含むものとして「竹林」の用語を用い
る。
　県内の竹林面積は、2009年 3 月31日時点の森林簿によ
る集計で821haに及ぶ。ただし、この竹林面積集計は森
林法第 5条に該当する範囲（地域森林計画の対象森林）
内の竹林に限られており、 5条森林に該当しない範囲の
竹林は含まれていない。加えて、近年拡大した竹林面積
を反映できていない可能性が高い。
　竹林の拡大は、土地の地形や隣接して被覆する植生に
より影響を受けるとの報告がある。このことから竹林拡
大対策は一様に行うのではなく、地形や隣接する土地の
状況などの条件に応じて対策を行う必要がある。
　このため本研究では、山梨県における竹林分布とその
拡大傾向の実態を把握し、竹林の拡大要因を解析するこ
とにより、適切な竹林管理対策を計画するための判断材
料となる基礎的知見を提示することを目的とし、次の 2
つのサブテーマによって研究を進めている。

　①衛星画像の解析による竹林の分布実態の把握
　②地形的要因および隣接する植生等を要因とした竹林
拡大方向の統計モデリングと予測図作成
　研究全体の構成イメージを図 1に示す。

研究成果
1 ）ALOSデータの解析による竹林抽出
　本研究で竹林の実態把握に用いる衛星データは、陸域
観測技術衛星「だいち」（ALOS）のAVNIR- 2 センサの
データである。このセンサは、現在では運転を停止しし
ているものの、一度に70km四方の範囲を観測できるた
め、山梨県全土の竹林分布把握に適している。今年度は
2007年 5 月20日に山梨県の大部分が観測範囲となった
ALOS/AVNIR- 2 衛星データを解析に用いた。この衛星
データは山梨県全域をカバーするには至っていないが、
峡南から峡東、東部地域をカバーし、想定される竹林分
布のうち欠けているのは北杜市の一部のみである。
　ALOSデータに対する段階的な土地被覆分類処理によ
り、山梨県全土の竹林分布を抽出した。現地調査での
GPSによる位置情報の確認に加え、空中写真および高解
像度衛星画像（解像度約 1 m）を基に、現地植生の確認
を行って教師用および検証用のデータとして用いた。土
地被覆分類処理の手順および処理パラメータの試行錯誤
の結果から、解析処理のフローチャートを定め、竹林分
布を10mメッシュで抽出した。
　ALOSデータを用いた竹林抽出結果から、身延町の南
北約 3㎞、東西約 2㎞の範囲について拡大したものを図
2に示す。この図の背景は衛星画像であり、抽出された
竹林を黒色で示している。また、図 2のクロスハッチ領
域（図 3）は、結果の目視検証の目的を兼ねて、高解像
度衛星画像から手動で読み取った竹林の範囲を示す。
　抽出精度等の評価による検証はまだ行っていないが、
竹林抽出結果を全県について目視確認したところ、標高
1 ,500ｍを超える高い場所の針葉樹や植生と裸地および
道路との境界線が、誤って竹林と判定されていた。予備
的な解析（後述）で竹林分布域の最高標高は 1 ,200ｍ程
度と見積もられているため、標高が高い場所の抽出結果
は特に誤りであると考えられる。
　高い標高の針葉樹が誤抽出される原因として、衛星
データの観測値の標高依存が考えられる。また、複数の
土地タイプの境界が細い線状に誤抽出される要因とし
て、混合画素、すなわちひとつの画素の中に複数の土地
被覆タイプが存在することで、衛星データ観測値が中間
的な値となり、竹林を代表する値と近くなる問題が考え
られる。
　本研究では、衛星データから明確に竹林と判別される
領域を把握するために、次のようなアプローチで明らか
な誤抽出領域の除去を行った。細い線状の誤抽出領域に
ついては、 2値画像処理手法の一つである収縮処理を施図 １ ��研究全体のイメージ
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した。この処理により、小面積の孤立した竹林も除去さ
れる。また、標高依存性に由来する誤抽出に対しては、
既存情報である森林GISによる竹林分布域を核として、
その半径500ｍ圏を竹林の潜在的な存在可能域と仮定し、
この範囲に含まれる領域のみを抽出することで、竹林分
布を決定した。このような事後処理を加えた竹林の抽出
結果を図 4 に示す。
　身延町および南部町の範囲で竹林抽出結果を目視評価
した範囲では、竹林分布が過少に抽出されていると思わ
れる。この理由として、数百平方メートルを超えて広く
分布する密な竹の純林が少なく、竹林が隣接する森林に
侵入する過程で竹の樹冠が他の林の樹冠の上に出ていな
いことなどが考えられる。逆に言えば、隣接する森林を
駆逐した段階の大面積で分布する竹林は十分に抽出でき
ていると考える。また、峡南地域ではいくつか大面積に
およぶ竹林が見受けられるが、峡南地域以外では点在し
て分布する竹林が多いことが現地調査から観察されてお
り、ALOSデータからの竹林抽出を難しくしている。
　なお、前述のとおりALOSは2011年 5 月に運用停止さ
れたため新規観測は不可能であり、研究期間中に後継機
打ち上げ予定はない。このため、既に研究所で所有する
過去（2008年および2009年観測）のALOS衛星データや、
他の衛星データを利用するなど、拡大域の把握には対応
が必要である。

2 ）高解像度衛星画像からの竹林抽出
　IKONOS衛星や GeoEye- 1 衛星が観測した 1 mオー
ダーの解像度を有する衛星画像を用いることで、竹林の
より詳細な検出が可能となる。本研究では、県森林整備
課の提供により山梨県全県をカバーする高解像度衛星モ
ザイク画像を入手して使用した。本報告では、身延町内
の約10㎞四方の範囲を、高解像度衛星モザイク画像から
切り出し、竹林抽出解析を行った例を記す。
　切り出した部分は、GeoEye- 1  衛星が2010年 4 月26日
に観測した画像に相当する。この衛星画像を解析して抽
出された竹林の分布を図 5 に示す。図 3 と図 5 を比較す
ると、手作業で読み取った竹林サンプルの大部分が、衛
星画像の解析処理結果からも抽出されていることがわか
る。この結果から、IKONOS衛星およびGeoEye- 1 衛星
の観測画像から自動処理で竹林の分布を特定し、前述の
ALOSデータ解析の教師用データならびに参照用データ
として利用できることがわかった。また、ALOSデータ
だけでは抽出の難しい小面積で点在する竹林の把握が可
能となる。上記の通り、ALOS衛星データの最新データ
が得られないこと、小面積の点在竹林の把握が困難なこ
とから、今後の竹林の拡大傾向把握と拡大モデリングに
は、高解像度衛星画像を活用する考えである。

図 ３　高解像度衛星画像から手動抽出した竹林サンプル
　　　（クロスハッチ領域）

図 ２　ALOS衛星データから抽出した竹林領域（黒色）
　　　（クロスハッチ領域は図 ３を参照）
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3 ）竹林分布と地形の関係
　　本研究のサブテーマ 2 では、地形的要因および隣接
する植生を要因とした竹林拡大方向の統計モデリングと
予測図作成を目標としている。今年度の解析結果では、
衛星データ解析により得られた竹林分布の検証が完了し
ていないため、既存情報として森林整備課提供による森
林GISデータを基とした竹林分布図と数値標高データを

用いて、竹林分布と地形の関係についての予備的な解析
を行った。その結果、標高では800m までに竹林の多く
が分布し、最高標高は1200m程度であった。傾斜角では
45度までに大半が分布することなどがわかった。このほ
か民有林全体の分布と比較した場合、東斜面から南西斜
面にかけての傾斜方位選好傾向が見られ、尾根よりも谷
への選好傾向が若干見られた。

図 5 ��GeoEye- １ 衛星画像から抽出した竹林領域（黒色）
　　　（クロスハッチ領域は図 ３を参照）

図 ４ ��誤判定領域を除いた後の竹林抽出領域（黒色）
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特定研究　 ４　　　　　　　　　　　　　
県内の耕作放棄地の省力的な管理手法に関する研究

担当者
　環境計画学研究室：池口仁

研究期間
　平成22年度　～23年度

研究目的、および成果
　耕作を休止した農地では遷移が進行し、多年生草本を
多く含む群落が耕作の再開の障害となるとともに集落の
景観など農村の多面的な価値を損なう事がある。休耕地
を管理下に置き、省力的に遷移を停止させるためには軽
度の人為的介入を持続的に行う必要がある。集落の状況
と放棄耕作地の調査により、省力作物等の導入が可能な
段階で遷移を停止する計画的な手法を開発する事が本研
究の目的である。休耕地がどのような経緯をたどって変
化し、周辺とどのような関係を持つかは多様であり、山
梨県全体で一つの解決法を導くのは困難である。
　そこで本研究では、調査の中心となる休耕地を設定し、
休耕地の状態が周辺土地利用に与えている影響や休耕地
自体の価値として積極的に認められる機能などを調査
し、計画論的に検討することを通じて、休耕地を集落に
とって好ましい状態に維持する最低限の管理を提案する
事を目的とする事例研究的アプローチをとった。
　西桂町下暮地地区の集落内の農地（畑地利用されてい
たが地目は水田）を参考休耕地として設定し管理及び調
査を実施した。また、調査対象休耕地に隣接して、管理
の行き届いた休耕地（部分的に耕作もなされている）、
ほぼ管理の停止した休耕地が存在しその変化も観察し
た。
　調査対象地では、平成22年度には年 3回の刈り取りを
含む管理を、平成23年度には刈り取り回数を抑制した管
理（境界部分のみ年 3回刈り取り）を試行し、調査終了
とともに耕耘を行い、調査期間中に蓄積した多年生草本
の除去作業を行った。
　粗放的な管理では、平成22年度にはさほど大きく成長
しなかったクズが大きく広がり（写真 1、写真 2）、多
年生草本であるクズの地下部の成長も大きかったと考え
られる。
　この間、耕作の再開が即可能な状態に保たれた隣接の
休耕地は春先、梅雨入り前、梅雨明けから 9月中までは
月 2回以上の頻度で、草刈りを継続的に行っていた。ま
た、管理されていない隣接休耕地は、平成24年 1 月に森
林作業の資材を借り置きするため草刈りされるまで、草
刈り等は行われなかったが、植物群落の急速な成長も見
られなかった。

　試行的管理と周辺概況の観察からは、多年生草本の蓄
積を防ぐためには草刈りでは大きな労力が必要であり、
水田の機能が残存し、水田としての利用再開を目指す場
合には、「圃場部分に隔年で湛水するなど、水田機能の
確認と植物群落の成長抑制を兼ねた手法」が省力化につ
ながり、利用再開時に労力をかける事ができ、畑地での
利用再開を目指す場合には、「安定した多年生草本群落
を維持する事」も選択しうることが示唆された。

写真 １　平成２３年 5 月の農地の状態

写真 ２　平成２３年１１月の農地の状態
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２ － １ － ４ 　外来研究者研究概要

富士五湖のフジマリモに関する生理生態学的研究

芹澤（松山）和世

研究の背景と目的
　フジマリモは山中湖、河口湖、西湖で生育が確認され
ている集塊化する糸状緑藻で、山梨県の貴重な観光資源
でもある。しかし山中湖や河口湖では近年、その生育量
が減少している。我々は富士五湖に生育するフジマリモ
の保護対策のための基盤研究としてフジマリモの生理生
態学的研究に取り組み、平成22年度はフジマリモの絶滅
が最も危惧されている山中湖について、山梨県により測
定されたデータを用いた水質環境の長期的変動の解析
と、自身で測定した光環境に関するデータの解析を行っ
た。その結果、山中湖村では富士五湖周辺ではいち早く
下水道の整備を進めてきているにも関わらず、測定水質
項目のうち全窒素濃度以外は改善傾向が現れていないこ
とが明らかとなった。また山中湖の光環境の特徴や吸光
係数について明らかにすることができた。西湖は最近ク
ニマスが発見されるなど注目を浴びており、山中湖や河
口湖と比べてフジマリモの生育量が大きいことが知られ
ている。しかし、2009年の調査でフジマリモはこれまで

と同じ水深帯に良好に生育しているものの、球状体が減
少している可能性が指摘されており、西湖の湖水環境の
現状把握と、過去から現在に至る湖水環境の長期的変動
の実態解明を早急に行う必要がある。そこで、本年度は
西湖においてこれまでに山梨県により測定された水質
データの解析を行い、湖水環境の長期的変動について明
らかにするとともに、西湖ではほとんど測定が行われて
いない水中の光環境について測定を行い、現状を把握す
ることを目的に研究を行った。

方法
　湖水の水質環境については1974年から山梨県により西
湖の湖心において測定された水温、透明度、pH、DO、
COD、懸濁物質と、それ以降に追加された測定項目、
BOD、導電率、全窒素、全燐、クロロフィルaについて
のデータの解析を行った。西湖の湖水中の光環境につい
ては2011年 2 月から2012年 1 月までの毎月 1回、ボート
を用いて光量測定を行った。湖心と西岸の根場沖で、
Li-Cor社製ライトメーターLi-250と水中光量子センサー
の 2台を用いて、水面上および水面下約10cmと水深
1 m毎に20mまでの光量子速密度を測定し、水面上と水
中の光量から相対光量を求めた。なお、湖心では風波の
影響で 4月は欠測であり、根場沖では 4月から測定を
行った。

西湖と山中湖に生育する車軸藻類と水生植物（括弧内の数値は調査期間）西湖と山中湖に生育する車軸藻類と水生植物（括弧内の数値は調査期間）
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結果と考察
　山梨県により測定された水質環境データの解析の結
果、測定期間中、各項目の欠測月のない年における年平
均値の最小－最大は、水温 12. 4 －14. 7 ℃、透明度 6 . 2
－ 9 . 7 m、pH 7 . 3 － 8 . 6 、DO 9 . 0 －10. 1 mg/L、
COD 1 . 1 － 2 . 8 mg/L、 懸 濁 物 質 0 － 1 . 3 mg/L、
BOD 0 . 3 － 1 . 5 mg/L、 導 電 率 76.58－86.38µS/cm、
全窒素 0 .128－ 0 .435mg/L、全燐 0 .003－ 0 .012mg/L、 
Chl.a 0 .0006－ 0 .0049mg/Lであった。水温、pH、COD
は長期的に上昇傾向が、透明度は下降傾向が認められた。
西湖の水質は山中湖や河口湖と比べると良好であるが、
長期的には悪化傾向であることが明らかになった。
　我々が測定した光量データの解析の結果、測定期間中
の西湖の水中光量は水深の増加に伴って減衰した。湖心
と根場沖の同一水深における相対光量を比較すると湖心
の方が若干高く、湖内における光環境は均一ではないこ
とがわかった。西湖のフジマリモの生育水深については、
これまでの調査では水深 8 － 9 mあたりから生育が確認
され、分布中心は10－12mで、分布下限水深は明らかに
されていない。今回測定された西湖の水中の相対光量の
平均値は、水深10mでは 3 . 1 %、水深12mでは 1 . 8 %で
あった。山中湖におけるフジマリモの生育水深は約 2 －
5 mで、その相対光量は 3 . 7 －14. 7 %であり、西湖の
フジマリモの分布中心である水深10－12mの相対光量
1 . 8 － 3 . 1 %と比べると、西湖の大半のフジマリモは
山中湖より弱光下で生育していることになる。藻類の垂
直分布を制限する光量以外の主な要因としては、他の生
物との競争や光質が挙げられる。フジマリモと競争関係
にある水生植物の種数は西湖では車軸藻類 3 種、水草 8
種と、山中湖の車軸藻類 5 種、水草17種に比べ少ないも
のの、水生植物の分布下限水深は西湖では 8 －12mであ
り、山中湖の 5 mより深いので、競争によりフジマリモ
の水深帯が下方に追いやられている可能性は否定できな
い。一方、シオグサ科藻類の中には直射日光のあたらな
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うとともに、フジマリモの生育水深の現状を詳らかにし
て行くことが望まれる。

相対光量（％）

水
深

（
m
）

西湖の2011年2月-2012年1月の相対光量と
山中湖湖心の2008年11月-2009年10月の相対光量。

西湖の２0１１年 ２ 月-２0１２年 １ 月の相対光量と山中湖湖心
の２008年１１月-２009年１0月の相対光量
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２ － ２ 　外部評価

　平成13年 3 月策定の「山梨県立試験研究機関における
評価指針」に基づき、平成14年度から全試験研究機関に
導入された「試験研究課題及び機関運営全般に関する外
部評価」のうち、研究所が実施する調査・研究課題につ
いて、事前評価（調査・研究課題の選定時に、調査・研
究に着手することの適切性・妥当性について行う評価）、
中間評価（一定期間を経過した時点で、当該調査・研究
の継続及び見直しについて行う評価）及び事後評価（調
査・研究終了後、研究目的・目標の達成度や成果の妥当
性等について行う評価）を実施した。

２ － ２ － １ 　課題評価委員

委員長
　神宮寺　守：山梨大学名誉教授
副委員長
　角田　史雄：埼玉大学名誉教授
委　員（50音順）
　奥山　正樹：環境省自然環境局生物多様性センター長
　小田切陽一：�山梨県立大学理事・大学院看護学研究科

教授
　佐藤　　洋：独立行政法人国立環境研究所理事
　平田　　徹：山梨大学教育人間科学部教授

２ － ２ － ２ 　平成２３年度第 １回課題評価の概要

評価対象研究課題
　平成24年度から研究を開始する研究課題 7件につい
て、評価を行った。
⑴　事前評価　 7件
��� 1 ）基盤研究　 4件
　　①�富士五湖湖畔域における特定外来植物アレチウリ

（Sicyos�angulatus�L.）の分布と侵入予測に関す
る研究（H24～H26）

　　②�富士北麓の蝶類群集の定量的モニタリングによる
温暖化影響と衰退種特性の解明　（H24～H28）

　　③�衛星データによる土地被覆情報把握の高度化
（H24～H26）

　　④�地域特性を考慮した自然公園の空間的利用区分に
関する研究（H24～H27）

　 2）特定研究　 1件
　　①�都市近郊の里山林における「森の癒し機能」の効

果的な発揮に関する研究（H24～H26）
　 3）プロジェクト研究�� 2 件
　　①�山梨のジオ情報を利活用した地域環境特性に関す

る研究（H24～H28）
　　②�山梨県の山間地域における定住の状態と環境変化

の関連の総合的研究�（H24～H27）
⑵　中間評価　 3件
　 1）特定研究　 1件
　　①�山梨県における竹林分布の実態と管理対策につい

ての研究（H23～H24）
　 2）プロジェクト研究�� 2 件
　　①�県内におけるバイオマスの適正処理による環境負

荷削減可能性の評価（H22～H25）
　　②�廃食油を用いた廃棄ウレタンのリサイクルに関す

る研究（H21～H23）

課題評価委員会開催日時
　平成23年 8 月26日（金）
　午前10時30分～午後 3時30分

研究課題に対する評価結果
　新規研究 7課題に対する総合評価点は 4 . 1 ～ 3 . 6（平
均 3 . 8 ）で、全ての研究課題について「妥当」との評
価結果であった。

２ － ２ － ３ 　平成２３年度第 ２回課題評価の概要

評価対象研究課題
　平成22年度で研究を終了した研究課題 5件及び研究期
間の中間期を経過した研究課題 1件について評価を行っ
た。
⑴　事後評価　 5件
　 1）基盤研究�� 3 件
　　①�精神的ストレス環境下の認知処理機構とストレス

増減作用に関する研究　（H19～H22）
　　②�ストレスに起因する腸内細菌由来エンドトキシン

が生体機能に与える影響についての研究　（H20
～H22）

　　③�光脱塩素法による廃棄フロンのリサイクルに関す
る研究　（H21～H22）

　 2）特定研究　 1件
　　①�壁面緑化による温度上昇抑制効果と夏季の健康に

関する研究　（H21～H22）
　 3）プロジェクト研究�� 1 件
　　①�森林と高原の環境を利用したストレス軽減法に関

する研究　（H18～H22）��������������������������������������������������������������
⑵　中間評価　 1件
　 1）基盤研究　 1件
　　①�自然環境情報からの環境計画指標抽出手法の開発

　（H18～H27）

課題評価委員会開催日時
　平成23年12月 8 日（木）
　午前10時30分～午後 3時30分
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研究課題に対する評価結果
　事後評価 5課題に対する総合評価点は 4 . 0 ～ 3 . 5（平
均 3 . 8 ）で、全ての研究課題について「妥当」との評
価結果であった。
　中間評価 1課題に対する評価は 2 . 6 で、研究手法等
について改善が望ましいとの評価結果であった。
※ 5段階評価　　 5：非常に優れている。
　　　　　　　　 4：優れている。
　　　　　　　　 3：良好・適切である。
　　　　　　　　 2：やや劣っている。
　　　　　　　　 1：劣っている。

２ － ３ 　セミナー

平成２３年度　所内セミナー

平成23年 4 月27日
　�「醗酵食品残渣成分から、乳酸菌が生産した乳酸の電
気透析による精製」
　�「富士北麓を中心とした陸・水圏に由来する酵母と糸
状菌の収集、有�用性試験、およびデータベース化」
　上野　良平(環境資源学研究室)
　�「甲府盆地における夜間のヒートアイランド現象の実
態とその対策」
　赤塚　慎(生気象学研究室)

平成23年 5 月25日
　「環境教育事業の概要について」
　渡辺　賢一(環境教育)
　�「微量バナジウム摂取は富士北麓地域住民の中性脂肪
に影響を与えるのか」
　長谷川　達也(環境生化学研究室)

平成23年 6 月29日
　「自然環境音が姿勢制御に与える影響について」
　松本　清(環境生理学研究室)
　「空間データに対する統計解析」
　安田　泰輔(植物生態学研究室)

平成23年 7 月27日
　「醗酵食品残渣の有効利用に関する研究」
　森　智和（環境資源学研究室）

平成23年 9 月28日
　「衛星データ解析による竹林抽出手法の検討」
　杉田　幹夫（環境計画学研究室）
　「勝山竹細工が身近な森林管理に果たす役割」
　小笠原　輝（人類生態学研究室）

平成23年10月26日
　「鹿肉の食用推進の現状と課題」
　吉田　洋（動物生態学研究室）
　「緑のカーテンの温熱環境改善効果と健康影響」
　宇野　忠（生気象学研究室）

平成23年11月30日
　「山梨県の地下水変動記録から見た地域環境特性
　　　　―化学的特性および物理的特性からの解明―」
　内山　高（地球科学研究室）
　�「本栖高原の生息場所の管理形態と植生景観の違いに
よるチョウ類の群集構造変異」
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　北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年12月21日
　「集落内休耕地の群落の形態とその機能」
　池口　仁（環境計画学研究室）
　�「「森のガイドウォーク」参加者への環境保全意識調査
結果について」
　本郷　哲郎（人類生態学研究室）

平成24年 1 月25日
　�「剣丸尾溶岩流状のアカマツ林の成立要因と遷移およ
び生態系炭素固定量について」
　中野　隆志（植物生態学研究室）
　�「県内における民生家庭部門の温室効果ガス排出構造
の把握に関する調査研究」
　瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成24年 2 月29日
　「基礎研究を進めることと行政への貢献」
　輿水　達司（地球科学研究室）
　「パラダイム論の周辺」
　永井　正則（環境生理学研究室）

平成24年 3 月14日
　「邂　逅」
　佐藤　浩一（副所長）

２ － ４ 　学会活動

赤塚　　慎：日本写真測量学会評議員

池�口　　仁：社団法人日本造園学会代議員、技術報告集
編集委員

内�山　　高：日本地球惑星科学連合広報・アウトリーチ
委員会委員、日本地質学会第四紀地質部会行事委員

小笠原　輝：環境情報科学会論文査読員

北�原　正彦：日本環境動物昆虫学会理事・評議員、同学
会誌編集委員、日本蝶類保全研究会幹事、ISRN�
(International�Scholarly�Research�Network)�Forestry�
誌�(Online�Journal)�Editorial�Board�メンバー

輿�水　達司：日本地質学会第四紀部会編集委員、社会地
質学会編集委員、環境地質学シンポジウム委員会編集
委員、社会地質学会論文賞選考委員

瀬子　義幸：日本トキシコロジー学会評議員

中野　隆志：富士学会評議委員

永�井　正則：日本生理学会評議員、日本自律神経学会評
議員、日本病態生理学会評議員、Journal�of�Applied�
Biomechanics誌 論 文 審 査 員、Behavior�Research�
Methods誌 論 文 審査員、Autonomic�Neuroscience:�
Basic�and�Clinic誌論文審査員

長�谷川達也：日本トキシコロジー学会評議員、日本トキ
シコロジー学会編集委員会査読委員

本�郷　哲郎：日本民族衛生学会幹事、評議員、編集委員
会編集委員長；日本栄養・食糧学会評議員；日本栄養
改善学会倫理審査委員会委員

森�　　智和：プラスチック成形加工学会環境・リサイク
ル専門委員会委員、日本LCA学会第 7回LCA学会研
究発表会実行委員、日本LCA学会環境教育研究会会
員

安田　泰輔：富士学会評議委員
　　　　　　日本草地学会国際情報担当委員会委員
吉�田　　洋：日本哺乳類学会クマ保護管理検討作業部会
委員
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　「パラダイム論の周辺」
　永井　正則（環境生理学研究室）

平成24年 3 月14日
　「邂　逅」
　佐藤　浩一（副所長）

２ － ４ 　学会活動

赤塚　　慎：日本写真測量学会評議員

池�口　　仁：社団法人日本造園学会代議員、技術報告集
編集委員

内�山　　高：日本地球惑星科学連合広報・アウトリーチ
委員会委員、日本地質学会第四紀地質部会行事委員

小笠原　輝：環境情報科学会論文査読員

北�原　正彦：日本環境動物昆虫学会理事・評議員、同学
会誌編集委員、日本蝶類保全研究会幹事、ISRN�
(International�Scholarly�Research�Network)�Forestry�
誌�(Online�Journal)�Editorial�Board�メンバー

輿�水　達司：日本地質学会第四紀部会編集委員、社会地
質学会編集委員、環境地質学シンポジウム委員会編集
委員、社会地質学会論文賞選考委員

瀬子　義幸：日本トキシコロジー学会評議員

中野　隆志：富士学会評議委員

永�井　正則：日本生理学会評議員、日本自律神経学会評
議員、日本病態生理学会評議員、Journal�of�Applied�
Biomechanics誌 論 文 審 査 員、Behavior�Research�
Methods誌 論 文 審査員、Autonomic�Neuroscience:�
Basic�and�Clinic誌論文審査員

長�谷川達也：日本トキシコロジー学会評議員、日本トキ
シコロジー学会編集委員会査読委員

本�郷　哲郎：日本民族衛生学会幹事、評議員、編集委員
会編集委員長；日本栄養・食糧学会評議員；日本栄養
改善学会倫理審査委員会委員

森�　　智和：プラスチック成形加工学会環境・リサイク
ル専門委員会委員、日本LCA学会第 7回LCA学会研
究発表会実行委員、日本LCA学会環境教育研究会会
員

安田　泰輔：富士学会評議委員
　　　　　　日本草地学会国際情報担当委員会委員
吉�田　　洋：日本哺乳類学会クマ保護管理検討作業部会
委員
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２ － ５ 　外部研究者等受け入れ状況

外部研究者

植物生態学研究室
　�芹澤（松山）和世：研究課題 ｢富士山西湖のマリモに
関する生理生態学的特性｣

研修生

動物生態学研究室
　（株）野生動物保護管理事務所　上席研究員、 1名
　�立正大学大学院地球環境科学研究科�環境システム学
科�外部研究員、 1名

環境生理学研究室
　山梨県立大学人間福祉学部 4年生、 1名

環境生化学研究室
　鳥取大学農学部獣医学科 6年生、 1名

インターンシップ受け入れ

植物生態学研究室
　山梨大学 1名（一週間）

環境生理学研究室
　吉田高校 2年生、 4名（吉田高校理数科課題研究）

環境生化学研究室
　山梨大学工学部 3年生、 3名

環境資源学研究室
　帝京科学大学、 1名（一週間）

実習受け入れ

植物生態学研究室
　東邦大学理学部生物学科野外実習（ 3年次）
　東京大学大学院新領域研究科

２ － ６ 　助成等

北原　正彦
　��環境省環境研究総合推進費S- 8 「温暖化影響評価・適
応対策に関する総合的研究」
　研究協力者
　�「S- 8 - 2 （ 1 ）�地域社会における温暖化影響の総合的
評価と適応政策に関する研究」

中野　隆志
　�文部科学省科学技術件研究費補助金基盤研究（C）��連
携研究員
　�「富士山の森林限界および溶岩流上の植生構造に対す
る栄養塩制限の効果」

安田　泰輔
　�文部科学省科学技術件研究費補助金基盤研究（C）��連
携研究員
　�「富士山の森林限界および溶岩流上の植生構造に対す
る栄養塩制限の効果」
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２ － ８ 　行政支援等

長谷川達也：山梨県立科学館協議会委員

本�郷　哲郎：早川フィールドミュージアム運営委員会ア
ドバイザー、富士山青木ヶ原樹海等エコツアーガイド
ライン推進協議会

池口　　仁：山中湖村景観審議会副会長

北�原　正彦：南アルプス山梨・長野・静岡 3県総合学術
検討委員会委員、南アルプス世界自然遺産登録山梨県
連絡協議会学術調査委員会委員、同専門部会委員、南
アルプスユネスコエコパーク登録検討委員会委員，南
アルプス市櫛形山アヤメ保全対策調査検討会委員、山
梨県富士山総合学術調査研究委員会自然環境部会調査
員、甲府・峡東地域ゴミ処理施設及び廃棄物最終処分
場整備事業HEP（生息地評価手続）チーム・コーディ
ネーター、新山梨環状道路（北部区間）環境影響評価
技術検討委員、新山梨環状道路（東部区間）環境影響
評価技術アドバイザー、山梨県希少野生動植物種指定
等検討委員会オブザーバー、日本生態系協会生息地評
価認証制度アドバイザー、山梨県立博物館企画展（歴
史の中の昆虫たち）展示協力・監修員

輿�水　達司：山梨県文化財保護審議会委員、山梨県水資
源保全検討委員会委員、南アルプス山梨・長野・静岡
3県総合学術検討会委員、南アルプス世界自然遺産登
録山梨県連絡協議会学術調査委員、富士五湖保存管理
検討委員会委員長、富士河口湖町内天然記念物保存管
理計画検討委員会委員長、鳴沢氷穴保存管理計画策定
委員会委員長、環富士山火山防災連絡会オブザーバー、
山梨県富士山総合学術調査研究委員会自然環境部会調
査員、富士山火山防災協議会アドバイザー、山梨県教
育委員会スーパー・サイエンス・ハイスクール運営指
導委員、山梨県高等学校自然科学研究発表会審査委員、
富士河口湖内天然記念物保存管理計画運用委員会委員
長

森�　　智和：山梨県環境保全審議会廃棄物部会委員

永井　正則：環境・ビジネス研究会メンバー（山梨総研）

瀬子　義幸：甲信エコチル調査運営協議会委員

内山　　高：山梨県水資源保全検討委員会事務局

吉�田　　洋：山静神ニホンザル・ニホンジカ等情報交換
会構成員、山梨県野生鳥獣被害対策連絡協議会構成員、

山梨県農作物鳥獣害防止対会議委員、山梨県野生鳥獣
被害対策連絡幹事会構成員、山梨県ニホンザル保護管
理検討会オブザーバー、山梨県イノシシ・ツキノワグ
マ保護管理検討会オブザーバー、富士・東部地区野生
鳥獣防止対策連絡会議オブザーバー、富士吉田市鳥獣
対策協議会オブザーバー
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２ － ８ 　行政支援等

長谷川達也：山梨県立科学館協議会委員

本�郷　哲郎：早川フィールドミュージアム運営委員会ア
ドバイザー、富士山青木ヶ原樹海等エコツアーガイド
ライン推進協議会

池口　　仁：山中湖村景観審議会副会長

北�原　正彦：南アルプス山梨・長野・静岡 3県総合学術
検討委員会委員、南アルプス世界自然遺産登録山梨県
連絡協議会学術調査委員会委員、同専門部会委員、南
アルプスユネスコエコパーク登録検討委員会委員，南
アルプス市櫛形山アヤメ保全対策調査検討会委員、山
梨県富士山総合学術調査研究委員会自然環境部会調査
員、甲府・峡東地域ゴミ処理施設及び廃棄物最終処分
場整備事業HEP（生息地評価手続）チーム・コーディ
ネーター、新山梨環状道路（北部区間）環境影響評価
技術検討委員、新山梨環状道路（東部区間）環境影響
評価技術アドバイザー、山梨県希少野生動植物種指定
等検討委員会オブザーバー、日本生態系協会生息地評
価認証制度アドバイザー、山梨県立博物館企画展（歴
史の中の昆虫たち）展示協力・監修員

輿�水　達司：山梨県文化財保護審議会委員、山梨県水資
源保全検討委員会委員、南アルプス山梨・長野・静岡
3県総合学術検討会委員、南アルプス世界自然遺産登
録山梨県連絡協議会学術調査委員、富士五湖保存管理
検討委員会委員長、富士河口湖町内天然記念物保存管
理計画検討委員会委員長、鳴沢氷穴保存管理計画策定
委員会委員長、環富士山火山防災連絡会オブザーバー、
山梨県富士山総合学術調査研究委員会自然環境部会調
査員、富士山火山防災協議会アドバイザー、山梨県教
育委員会スーパー・サイエンス・ハイスクール運営指
導委員、山梨県高等学校自然科学研究発表会審査委員、
富士河口湖内天然記念物保存管理計画運用委員会委員
長

森�　　智和：山梨県環境保全審議会廃棄物部会委員

永井　正則：環境・ビジネス研究会メンバー（山梨総研）

瀬子　義幸：甲信エコチル調査運営協議会委員

内山　　高：山梨県水資源保全検討委員会事務局

吉�田　　洋：山静神ニホンザル・ニホンジカ等情報交換
会構成員、山梨県野生鳥獣被害対策連絡協議会構成員、

山梨県農作物鳥獣害防止対会議委員、山梨県野生鳥獣
被害対策連絡幹事会構成員、山梨県ニホンザル保護管
理検討会オブザーバー、山梨県イノシシ・ツキノワグ
マ保護管理検討会オブザーバー、富士・東部地区野生
鳥獣防止対策連絡会議オブザーバー、富士吉田市鳥獣
対策協議会オブザーバー

環境科学15号04_2-2_2-11.indd   97 2013/01/07   14:03:07

98

２ － 9 　出張講義等

高校等への出張講義

平成23年 4 月26日
新入生学習会（立正大学）
「野生動物と上手につきあうには？－野生動物の被害
管理－」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成22年 5 月13日
北海道大学保健学科講義（疫学-Ⅱ）（北海道大学）
「疫学研究の事例紹介　－環境要因と健康　飲料水中
バナジウムの影響ほか－」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 5 月16日
早稲田大学高等学院新入生校外研修講座（環境科学研
究所）
「富士山周辺の地下水に含まれるミネラルと健康」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年 6 月 3 日～ 6月 4日
富士山での野外実習（富士山スバルライン沿い五合目
付近）
中野　隆志、安田　泰輔（植物生態学研究室）

平成23年 7 月11日
総合的な学習の時間（県立甲府東高等学校）
「東日本大震災の復興」について生徒の研究中間発表
における指導助言
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 7 月24日
環境教育（神奈川県立生田高等学校）
「野生動物の生態と被害対策」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 7 月25日
山梨県立吉田高校理数科課題研究（県立吉田高等学校）
「センサーカメラの設置と管理の現場実習」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 7 月26日
　県立吉田高校理数科課題研究指導（鳴沢村野尻草原）
「富士山麓におけるチョウ類の環境選択（現地調査）」
　　北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 8 月 2 日
県立吉田高校理数科課題研究指導（環境科学研究所）
「富士山麓におけるチョウ類の環境選択（データ解析）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 8 月 4 日
関東学院大学人間環境学部人間環境デザイン学科学生
研修指導（鳴沢村野尻草原）
「富士山麓におけるチョウ類の観察と生態調査手法に
ついて」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 8 月 8 日
県立石和高校サイエンス・パートナーシップ・プロジェ
クト（SPP）平成23年度採択課題：富士北麓の蝶—人
との関わり—（富士北麓各地）
「青木ヶ原樹海と本栖高原の蝶類と人的関わり（現地
調査実習）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 8 月 9 日
県立石和高校サイエンス・パートナーシップ・プロジェ
クト（SPP）平成23年度採択課題：富士北麓の蝶—人
との関わり—（県立石和高等学校）
「青木ヶ原樹海と本栖高原の蝶類と人的関わり（調査
の集計と標本作成実習）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 8 月12日
山梨県立吉田高校理数科課題研究（県立吉田高等学校）
「生物統計学の基礎と応用」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 8 月25日
緑が丘自然観察会学習会（環境科学研究所）
「富士山の自然について」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月 2 日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）：富士
山学講座（県立都留高等学校）
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月 5 日
総合的な学習の時間（県立甲府東高等学校）
「東日本大震災の復興」について生徒の研究中間発表
における指導助言
輿水　達司（地球科学研究室）
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平成23年 9 月 6 ～ 7 日
森林生態学野外実習（富士山周辺）
中野　隆志、安田　泰輔（植物生態学研究室）

平成23年 9 月12日
総合的な学習の時間（県立甲府東高等学校）
「東日本大震災の復興」について生徒の研究中間発表
における指導助言
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月16日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）科目：
身近な地域の科学・富士山講座（県立都留高等学校）
「富士山に生息する動物の生態と最近の話題（講義）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 9 月16日
基礎講座　｢富士山と環境｣（健康科学大学）
「地球と富士山の歴史」
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 9 月23日
基礎講座　｢富士山と環境｣　（健康科学大学）
「地球環境変動」
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 9 月26日
ジオサイト普及啓発授業（南アルプス市立甲西中学校）
「ジオサイトについて」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月28日
富士河口湖高校森林学習の事前学習会（県立富士河口
湖高等学校）
「富士山麓の地質と地震・防災について」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月29日
ジオサイト普及啓発授業（南アルプス市立櫛形中学校）
「ジオサイトについて」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月30日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）科目：
身近な地域の科学・富士山講座（県立都留高等学校）
「動物生態学研究室の紹介と研究内容（当研究所来訪
実習）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 9 月30日
スーパーサイエンスハイスクール（SSH）富士山講座
（県立都留高等学校）
「富士山の現地実習」
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 9 月30日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「大気圏の環境」
赤塚　　慎（生気象学研究室）

平成23年 9 月30日
環境教育（県立都留高等学校）
「マカク属のサルの生態と行動」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 9 月～平成24年 1 月
メディア学部一般教養科目（東京工科大学）
「自然と環境」
森　　智和（環境資源学研究室）

平成23年10月11日
未来の科学者訪問セミナー（笛吹市立春日居小学校）
「大地のつくりと変化」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年10月14日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「環境中の化学物質と健康」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年10月20日
御殿場西中学校　富士山に関する環境学習会（環境科
学研究所）
「水と健康－バナジウムなど水に含まれるものの役割
と健康との関連性－」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年10月20日
御殿場西中学校　富士山に関する環境学習会（環境科
学研究所）
「草原の生態学～富士山周辺の動物分布や植物群生な
どについて～」
安田　泰輔（植物生態学研究室）

平成23年10月21日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「環境生理学　－気象と健康－」
宇野　　忠（生気象学研究室）
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平成23年 9 月 6 ～ 7 日
森林生態学野外実習（富士山周辺）
中野　隆志、安田　泰輔（植物生態学研究室）

平成23年 9 月12日
総合的な学習の時間（県立甲府東高等学校）
「東日本大震災の復興」について生徒の研究中間発表
における指導助言
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月16日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）科目：
身近な地域の科学・富士山講座（県立都留高等学校）
「富士山に生息する動物の生態と最近の話題（講義）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 9 月16日
基礎講座　｢富士山と環境｣（健康科学大学）
「地球と富士山の歴史」
内山　　高（地球科学研究室）
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平成23年 9 月28日
富士河口湖高校森林学習の事前学習会（県立富士河口
湖高等学校）
「富士山麓の地質と地震・防災について」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月29日
ジオサイト普及啓発授業（南アルプス市立櫛形中学校）
「ジオサイトについて」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月30日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）科目：
身近な地域の科学・富士山講座（県立都留高等学校）
「動物生態学研究室の紹介と研究内容（当研究所来訪
実習）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 9 月30日
スーパーサイエンスハイスクール（SSH）富士山講座
（県立都留高等学校）
「富士山の現地実習」
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 9 月30日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「大気圏の環境」
赤塚　　慎（生気象学研究室）

平成23年 9 月30日
環境教育（県立都留高等学校）
「マカク属のサルの生態と行動」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 9 月～平成24年 1 月
メディア学部一般教養科目（東京工科大学）
「自然と環境」
森　　智和（環境資源学研究室）

平成23年10月11日
未来の科学者訪問セミナー（笛吹市立春日居小学校）
「大地のつくりと変化」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年10月14日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「環境中の化学物質と健康」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年10月20日
御殿場西中学校　富士山に関する環境学習会（環境科
学研究所）
「水と健康－バナジウムなど水に含まれるものの役割
と健康との関連性－」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年10月20日
御殿場西中学校　富士山に関する環境学習会（環境科
学研究所）
「草原の生態学～富士山周辺の動物分布や植物群生な
どについて～」
安田　泰輔（植物生態学研究室）

平成23年10月21日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「環境生理学　－気象と健康－」
宇野　　忠（生気象学研究室）
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平成23年10月27日
総合的な学習の時間（北杜市立明野中学校）
「地震はなぜ起きるのか、私たちにできること」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年10月28日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「対人・社会的環境における行動」
松本　　清（環境生理学研究室）

平成23年11月 4 日
医療倫理（健康と環境）講義（富士吉田市立看護専門
学校）
「水俣病」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年11月 4 日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「ニホンザルの生態と行動」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年11月 8 日
富士山学「富士山の動植物」（県立吉田高等学校）
「富士山周辺の植物の分布等について」
中野　隆志（植物生態学研究室）

平成23年11月 9 日
県立吉田高校「富士山学」分野別校外学習（県環境科
学研究所）
「富士山学：富士山周辺の動物の生態について（講義）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年11月11日
医療倫理（健康と環境）講義（富士吉田市立看護専門
学校）
「日本住血吸虫症」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年11月17日
山梨科学アカデミー（塩山北中学校）
「未来のエネルギー」
上野　良平（環境資源学研究室）

平成23年11月18日
医療倫理（健康と環境）講義（富士吉田市立看護専門
学校）
「水環境と健康」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年11月18日
基礎講座「富士山と人間生活」（健康科学大学）
「環境と微生物」
上野　良平（環境資源学研究室）

平成23年11月25日
医療倫理（健康と環境）講義（富士吉田市立看護専門
学校）
「環境と健康」
宇野　　忠（生気象学研究室）

平成23年11月25日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「大きな枠から環境を把握する～リモートセンシング
入門～」
杉田　幹夫（環境計画学研究室）

平成23年12月 2 日
ジオサイト普及啓発授業（南アルプス市立若草中学校）
「ジオサイトについて」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年12月 2 日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「小さな枠から環境を把握する」
小笠原　輝（人類生態学研究室）

平成23年12月 7 日
山梨大学工学部循環システム工学科特別講義（山梨大
学）
内山　　高（地球科学研究室）

平成22年12月 9 日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「富士山とごみ」
森　　智和（環境資源学研究室）

平成23年12月 9 日
医療倫理（健康と環境）講義（富士吉田市立看護専門
学校）
「環境と健康」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年12月14日
山梨大学工学部循環システム工学科特別講義（山梨大
学）
「環境中に存在する金属元素の健康影響」
長谷川達也（環境生化学研究室）
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平成23年12月12日
未来の科学者訪問セミナー（山梨市立牧丘第三小学校）
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年12月16日
医療倫理（健康と環境）講義（富士吉田市立看護専門
学校）
「健康と環境－特に水道水の安全性・バナジウムにつ
いて－」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年12月17日
県立石和高校サイエンス・パートナーシップ・プロジェ
クト（SPP）平成23年度採択課題：富士北麓の蝶—人
との関わり—（県立石和高等学校）
「青木ヶ原樹海と本栖高原の蝶類（標本の完成と調査
のまとめと考察）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年12月12日
未来の科学者訪問セミナー（山梨市立牧丘第三小学校）
輿水　達司（地球科学研究室）

平成24年 1 月19日
総合学習（韮崎市立韮崎西中学校）
「韮崎における地震災害の専門的なことがら」
輿水　達司（地球科学研究室）

その他の出張講義・講演

平成23年 4 月16日
NPO法人獣害対策支援センター　サル・クマ座談会
（富士吉田市）
「サルとクマの被害対策とその効果」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 5 月 7 日
「武田の杜セラピーウォーク」における生理心理指標
測定実習および供覧（甲府市）
永井　正則、松本　　清、遠藤　淳子（環境生理学研
究室）

平成23年 5 月15日
緑のカーテンセミナー（南アルプス市保健福祉セン
ター）
「緑のカーテンはなぜ涼しいの？その冷却効果を考え
てみる」
宇野　　忠（生気象学研究室）

平成23年 5 月17日
南都留教育協議会春季教育研究会（都留市立東桂中学
校）
「災害に備えあれば憂いなし～南都留地域の現状を知
る～」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 5 月19日
第 1回森林療法プログラム体験セミナー「森のチカラ
を科学する」（北杜市）
「森林と高原を活用したストレス軽減法」
永井　正則（環境生理学研究室）

平成23年 5 月20日
第 1回森林療法プログラム体験セミナー「森のチカラ
を科学する」（北杜市）
「ストレスと睡眠」
永井　正則（環境生理学研究室）

平成23年 5 月23日
河口湖畔教育協議会「理科研究部」研究会
「富士五湖の成り立ち-富士山の火山活動に関連して-」
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 5 月28日
環境科学研究所　カレッジ大学院、専門講座A（環境
科学研究所）
「人間と野生動物との関係～野生動物被害管理の視点
から～」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 6 月 8 日
山梨県市町村職員研修（富士カーム）
「地球温暖化の現状」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 6 月10日
岳水協通常総会　記念講演（静岡県富士市）
「富士山地下水の新しい姿の探求―分析化学と地質学
の視点から―」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 6 月11日
櫛形山シンポジウム（南アルプス市櫛形生涯学習セン
ター　あやめホール）
「これからの櫛形山を考える：希少蝶類の観点から」
北原　正彦（動物生態学研究室）
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医療倫理（健康と環境）講義（富士吉田市立看護専門
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いて－」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年12月17日
県立石和高校サイエンス・パートナーシップ・プロジェ
クト（SPP）平成23年度採択課題：富士北麓の蝶—人
との関わり—（県立石和高等学校）
「青木ヶ原樹海と本栖高原の蝶類（標本の完成と調査
のまとめと考察）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年12月12日
未来の科学者訪問セミナー（山梨市立牧丘第三小学校）
輿水　達司（地球科学研究室）

平成24年 1 月19日
総合学習（韮崎市立韮崎西中学校）
「韮崎における地震災害の専門的なことがら」
輿水　達司（地球科学研究室）

その他の出張講義・講演

平成23年 4 月16日
NPO法人獣害対策支援センター　サル・クマ座談会
（富士吉田市）
「サルとクマの被害対策とその効果」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 5 月 7 日
「武田の杜セラピーウォーク」における生理心理指標
測定実習および供覧（甲府市）
永井　正則、松本　　清、遠藤　淳子（環境生理学研
究室）

平成23年 5 月15日
緑のカーテンセミナー（南アルプス市保健福祉セン
ター）
「緑のカーテンはなぜ涼しいの？その冷却効果を考え
てみる」
宇野　　忠（生気象学研究室）

平成23年 5 月17日
南都留教育協議会春季教育研究会（都留市立東桂中学
校）
「災害に備えあれば憂いなし～南都留地域の現状を知
る～」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 5 月19日
第 1回森林療法プログラム体験セミナー「森のチカラ
を科学する」（北杜市）
「森林と高原を活用したストレス軽減法」
永井　正則（環境生理学研究室）

平成23年 5 月20日
第 1回森林療法プログラム体験セミナー「森のチカラ
を科学する」（北杜市）
「ストレスと睡眠」
永井　正則（環境生理学研究室）

平成23年 5 月23日
河口湖畔教育協議会「理科研究部」研究会
「富士五湖の成り立ち-富士山の火山活動に関連して-」
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 5 月28日
環境科学研究所　カレッジ大学院、専門講座A（環境
科学研究所）
「人間と野生動物との関係～野生動物被害管理の視点
から～」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 6 月 8 日
山梨県市町村職員研修（富士カーム）
「地球温暖化の現状」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 6 月10日
岳水協通常総会　記念講演（静岡県富士市）
「富士山地下水の新しい姿の探求―分析化学と地質学
の視点から―」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 6 月11日
櫛形山シンポジウム（南アルプス市櫛形生涯学習セン
ター　あやめホール）
「これからの櫛形山を考える：希少蝶類の観点から」
北原　正彦（動物生態学研究室）
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平成23年 6 月11日
環境科学講座（環境科学研究所）
「暑さ寒さと健康」
永井　正則（環境生理学研究室）

平成23年 6 月11日
環境科学講座（環境科学研究所）
「夏の暑さ緩和に緑のカーテン活用法」
宇野　　忠（生気象学研究室）

平成23年 6 月15日
山梨県市町村職員研修（富士カーム）
「地球温暖化の現状」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 6 月15日
消防団員等公務災害補償等組合関東ブロック連絡協議
会
「富士山と地元地域の防災対策について」
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 6 月18日
富士吉田市歴史民俗博物館歴史講座　外川家で富士山
学！（富士吉田市）
「人と野生動物の関わりの歴史」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 6 月�22日
山梨県市町村職員研修（富士カーム）
「地球温暖化の現状」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 6 月28日
土砂災害に関する講演会（県立文学館）
「地下構造と地震災害からみた山梨県の危機対応」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 7 月 2 日�
北巨摩地区教育協議会研修会（北巨摩教育会館）
「地震災害と避難」
池口　　仁（環境計画学研究室）

平成23年 7 月 2 日
自然保護教育振興会各集会（環境科学研究所）
「富士山麓の地下水の特徴と健康」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 7 月 9 日
自然環境シンポジウム（県立文学館）

「山梨県において今後起こりうる地震外自然災害の発
生の予測と防災対策について」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 8 月12日
高校理科部会実習分科会夏季研修会（環境科学研究所）
「富士北麓の地下水の特徴と健康」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 8 月19日
中巨摩郡小中学校教職員コンピューター研究会（押原
小学校）
「宇宙から観る山梨の環境～衛星リモートセンシング
入門～」
杉田　幹夫（環境計画学研究室）

平成23年 8 月21日
命の大国ネットワークシンポジウム（富士吉田市民会
館）
「水と食」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 8 月23日�
丹波山小菅地区教育協議会研修会（小菅中学校）
「地震災害と避難」
池口　　仁（環境計画学研究室）

平成23年 8 月23日
山梨県猟友会　管理捕獲技術向上研修会（富士吉田市）
「ニホンザルの生態と行動」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 8 月24日�
ふじざくら支援学校教員研修会（ふじざくら支援学校）
「地震災害と避難」
池口　　仁（環境計画学研究室）

平成23年 9 月 2 日
市町村職員研修（山梨県自治会館）
「基礎から分かる地球温暖化防止セミナー」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年 9 月 4 日
緑のカーテン観察会（南アルプス市役所）
「夏の暑さの原因と緑のカーテンの効果」
宇野　　忠（生気象学研究室）

平成23年 9 月 7 日
峡南地域野生鳥獣被害対策連絡会議（市川三郷町）
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「ニホンザルの生態と被害管理」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 9 月21日
北杜ふれあい塾（北杜市）
「大地の成り立ちから北杜市の災害を考える」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年 9 月17日
富士川町役場福祉保健課
「地震･噴火･富士川町の被害について」
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 9 月22日
総合学習「富士山を知ろう、富士山で学ぼう」現地解
説（富士市立富士見台小学校）
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年 9 月23日
第31回富士山麓を歩こう「健康づくり美化ウオーク」・
野外講座（県環境科学研究所）
「クニマスの生存と富士山の貴重な生物多様性・自然
生態系（講演）」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成23年 9 月27日�
シチズン精密職場研修会（シチズン精密）
「地震災害と避難」
池口　　仁（環境計画学研究室）

平成23年 9 月28日
山梨県猟友会　理捕獲技術向上研修会（韮崎市）
「ニホンザルの生態と行動」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年 9 月30日
富士山教育研究会臨地研修　富士山教育研究会臨地研
修会
「吉田胎内とその周辺」解説
内山　　高（地球科学研究室）

平成23年10月 3 日
忍野村・山中湖村の小中学校の校長・教頭対象環境学
習（環境科学研究所）
「富士山噴火とその被害予想について」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年10月 4 日
山梨県猟友会　理捕獲技術向上研修会（市川三郷町）

「ニホンザルの生態と行動」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年10月 6 日
比企広域消防本部視察研修会（環境科学研究所）
「東日本大震災による富士山への影響について」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年10月 8 日
山梨大学理数系教員養成拠点構築事業の研修プログラ
ム（富士山五合目）
「富士山五合目の植物について」
中野　隆志（植物生態学研究室）

平成23年10月 8 日
ニホンザル被害対策レクチャー（西桂町）
「ニホンザルの生態と行動」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年10月 9 日
「金川の森まつり」における生理指標の測定実習およ
び供覧（笛吹市）
永井　正則、松本　　清、遠藤　淳子（環境生理学研
究室）

平成23年10月15日�
NPO法人都留エコフォーラムエコカフェ（都留市エ
コハウス）
　「ビオトープの思想」
池口　　仁（環境計画学研究室）

平成23年10月22日
株式会社サイサン社員研修（富士吉田市立青少年セン
ター）
「富士山の水・水質について　～富士山の水の特徴及
び飲料水と健康に関して～」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年10月22日
第55回日本医真菌学会学術集会（東京）
基礎・臨床セミナー
「プロトテカと医藻類学（基礎分野担当）」
上野　良平（環境資源学研究室）

平成23年10月23日
「富士河口湖誕生祭」における生理指標の測定実習お
よび供覧（富士河口湖町）
永井　正則、松本　　清、遠藤　淳子（環境生理学研
究室）
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平成23年10月27日
笛吹市食生活改善推進委員会
「山梨県のごみとリサイクル」
森　　智和（環境資源学研究室）

平成23年10月27日
鳥獣害防止対策集落リーダー育成研修会（甲府）
「ニホンザルの生態と被害防止対策」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年11月 3 日
県立八ヶ岳自然ふれあいセンター体験会＆講演会（北
杜市）
「森の癒し効果を科学する」
永井　正則（環境生理学研究室）

平成23年11月 9 日
富士山に関する環境学習会　高崎市（環境科学研究所）
「地球温暖化と富士山と富士五湖」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年11月 8 日
やまなしエコライフ県民運動セミナー（ぴゅあ総合）
「環境家計簿調査からみた家庭からのCO 2 排出」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年11月13日
ニホンザル被害対策レクチャー（西桂町）
「誘引物除去現場実習」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年11月14日
甲府市消費者協会�平成23年度研修会（環境科学研究
所）
「郡内地域の水道水に含まれるバナジウムと健康」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年11月27日
山梨県環境科学研究所国際シンポジウム　「バナジウ
ムと健康」（環境科学研究所）
「飲料水からの微量バナジウム摂取は健康によいのか」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成23年11月27日
山梨県環境科学研究所国際シンポジウム　「バナジウ
ムと健康」（環境科学研究所）
「はじめに�－バナジウムについて、研究者会議報告－」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成23年12月 2 日�
都留市はつらつ鶴寿大学（都留市文化会館）
「地震災害と避難」
池口　　仁（環境計画学研究室）

平成23年12月 7 日
北杜市生涯学習事業「北杜ふれあい塾」（北杜市長坂町）
「大地の成り立ちから北杜市の災害を考える」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成23年12月 7 日
富士吉田市鳥獣対策協議会（富士吉田市）
「野生動物被害管理の広域連携」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年12月 9 日
台湾猴対策研修会（環境科学研究所）
「Crop�Damage�by�a�Wild�Japanese�Macaque�Troop�
and�Damage�Management� in�the�Northern�Area�of�
Mt.�Fuji,�Japan」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年12月10日
台湾猴研修会（富士吉田市）
「モンキードッグの運用現場実習」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成23年12月13日
NOSAI富士組合役員・共済部長協議会長合同研修会
（都留市）
「野生動物（哺乳類）の生態と被害対策」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成24年 1 月19日
災害対策講演会（富士吉田市立病院）
「富士北麓地域は東海地震でどうなるか？」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成24年 1 月21日
ぴゅあ富士�パートナーシップセミナー「水と健康　
～水環境から見た私たちの生活と健康～」（ぴゅあ富
士）
「世界から見た日本の水、山梨の水　～水の量、質、
健康影響～」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成24年 1 月26日
総合的な学習の時間（北杜市立明野中学校）
「世界に目を向けよう」～友達の発表に学ぶ～
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輿水　達司（地球科学研究室）

平成24年 1 月28日
ぴゅあ富士�パートナーシップセミナー「水と健康　
～水環境から見た私たちの生活と健康～」（ぴゅあ富
士）
「富士北麓の地下水の特徴と健康」
瀬子　義幸（環境生化学研究室）

平成24年 2 月 5 日
平成23年度�山梨県環境科学研究所�環境体験講座（環
境科学研究所）
「おいしい水の秘密」
長谷川達也（環境生化学研究室）

平成24年 2 月18日
平成23年度富士山自然ガイド・スキルアップセミ
ナー：第 9回富士山の生態系 1：野尻草原（県環境科
学研究所）
「チョウ類の多様性及び希少種保全における野尻草原
（半自然草原）の重要性」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成24年 2 月18・19日
富士市「なんでも富士山2011」
パネル展示
内山　　高（地球科学研究室）

平成24年 2 月25日
南アルプス学講座（南アルプス市若草生涯学習セン
ター）
「南アルプスの生物多様性の素晴らしさと魅力」
北原　正彦（動物生態学研究室）

平成24年 2 月28日
白根女性団体連絡協議会学習会（環境科学研究所）
「富士山の防災・環境について」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成24年 3 月10日
ニホンザル対策講習会（西桂町）
「モンキードッグを集落に安全で運用するには」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成24年 3 月13日
環境・健康ビジネス研究会（北杜市）
「森林環境のもたらす保健休養効果」
永井　正則（環境生理学研究室）

平成24年 3 月15日
ジオサイト普及啓発授業（早川町立早川中学校）
「ジオサイトについて」
輿水　達司（地球科学研究室）

平成24年 3 月16日
早川町ニホンザル被害対策モニタリング事業　成果報
告会・獣害対策講演会（早川町）
「モンキードッグで集落を守る」
吉田　　洋（動物生態学研究室）

平成24年 3 月17日
パルシステム山梨環境学習会（富士吉田市）
「地球温暖化と富士山」
輿水　達司（地球科学研究室）
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２ －１０　受賞等

Ecological�Research�Award�（日本生態学会）
Bekku,�Y-S.�Sakata,�T.,�Tanaka,�T.�and�Nakano,�T.�
（2011）Midday�depression�of�tree�root�respiration�in�
relation�to�leaf�transpiration.�Ecological�Research,�26,�
791-799.

2011年度�日本トキシコロジー学会（横浜），田邊賞（年
間優秀論文賞）
Honda,�A.,� Komuro,�H.,� Hasegawa,�T.,� Seko,�Y.,�
Shimada,�A.,�Nagase,�H.,�Hozumi,� I.,� Inuzuka,�T.,�
Hara,�H.,�Fujiwara,�Y.�and�Satoh,�M.�(2010)�Resistance�
of�metallothionein-III�null�mice�to�cadmium-induced�
acute�hepatotoxicity.

２ －１１　特許

「鳥類卵の孵化抑止方法及びその装置」
公開中、特願2007-139405�桐生透、坪井潤一、岩間貴司、
阿部正人、石黒輝雄、永井正則
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３ 　環境教育の実際

◆教育・情報スタッフ

　主　　　幹　渡辺　賢一
　主　　　査　山口　輝彦
　非常勤嘱託　倉澤　和代
　非常勤嘱託　笠井　裕里
　臨 時 職 員　米山　裕美子＜分部真由美＞
　臨 時 職 員　半田　陽子
　臨 時 職 員　小澤　亜由実＜秋山日香里＞

３ － １ 環境教育の実施・支援　
　県民一人ひとりの環境に配慮したライフスタイルの確
立や、地域における環境保全活動を支援するため、子ど
もから大人まで誰もが気軽に参加できる環境教室や観察
会、企画展などの各種事業を実施した。

３ － １ － １ 　環境学習室
　「環境学習室」を自由に訪れ、個別に学習した個人・
家族・自由学習団体等の状況を表 1に示す。

（考　察）
　来館者が自由に環境学習を行える施設として開設して
いる。年間を通して 4月から11月の期間は利用者も多く、
特に個人利用者は学校の夏季休業中や春と秋の遠足シー
ズンなどに集中している。例年は 4～ 5月の大型連休の
期間にも集中していたが、今年は東日本大震災の影響な
どもあり、 4～ 7 月にかけて昨年よりは利用者は少な
かった。自由学習団体も年間を通して利用数は例年より
も減少した。活動の自粛や地震への心配、そして計画停
電による事業の制限など、これまでにない影響がみられ
た。また冬期は、標高1000ｍという立地条件も重なり一
般利用者や団体利用者はかなり減少した。
　学習機器は老朽化などによる不具合のため、利用でき
ずに調整中の機器もある。クイズシートの作成や動物足

跡クイズ、展示物の入れ替えなど館内展示の工夫を図っ
てきた。次年度以降、新しい観点で“見せる展示”を工
夫していくことが必要である。

３ － １ － ２  生態観察園・自然観察路のガイドウォーク
� （利用者数　567名）
　春と夏にアカマツ林の自然解説としてガイドウォーク
を実施した。開催日を設定して 1日 5回（午前 ２回、午
後 ３回）行った。春は２19名、夏は３48名が参加した。

　参加者は昨年と比較して全体で約 4割増加した。内訳
は県内と県外が約半分ずつで、親子連れの参加も目立っ
た。あらかじめ知っていて参加した人ばかりでなく、研
究所に来て初めて知った人も多かった。これまでとほぼ
同じ傾向である。
　今後も県内外への広報を積極的に行い、多くの人が気
軽に自然と触れ合う機会を提供していきたい。

開催日： 4／２３，２4，２9，３0　 5 ／ 1 ～ 8
���　　� 7 ／16，17，18，２３，２4，３0，３1�� 8 ／ ２ ～３1
�　　　※ 8月は月曜日以外毎日実施

３ － １ － ３ 　学習プログラム「環境教室」
� （受講者数�11,３94名、160団体）
　環境学習の目的で来所する団体を対象に、研修室のイ
ンタラクティブシステムによる「水・大気・森林等に関
する地球規模の環境問題」をとおして、身の回りのこと
から環境保護を実践していくことの大切さを学習する教
育プログラムや、生態観察園・自然観察路を利用して自
然環境の保全の重要性を考える自然体験プログラムを実
施してきた。

表 １  環境学習室利用者数
個人学習
来所者数

自由学習団体
来所者数（団体数） 計

4月� 405� 0 （ 0 ） 405�
5 月� 68３� 0 （ 0 ） 68３�
6 月� 478� 4３（ ２ ） 5２1�
7 月� 760� ２0（ 1 ） 780�
8 月� 1 ,２5３� 16（ 1 ） 1 ,２69�
9 月� 646� 0 （ 0 ） 646�
10月� 710� 19（ 1 ） 7２9�
11月� 586� 1２（ 1 ） 598�
1２月� ２２0� 0 （ 0 ） ２２0�
1 月� 1３4� 0 （ 0 ） 1３4�
２ 月� ２59� 0 （ 0 ） ２59�
３ 月� ３09� 0 （ 0 ） ３09�
合計� 6 ,44３� 110（ 6 ） 6 ,55３�
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　 4 月以降は震災後の影響もあって団体のキャンセルが
目立ち、利用数は昨年より減少した。全体の利用傾向は、
例年と同じく春と秋のシーズンに集中していた。またア
ンケートには、学習内容がわかりやすかった、対応が丁
寧で良かった等の感想が多くみられた。

（考　察）
　震災後の計画停電による活動の制限や事業を自粛する
風潮、また富士山への影響に対する不安など様々な社会
状況の中で、 4月以降は団体のキャンセルや日程変更な
どが多く利用団体数は減少した。しかし利用者数はわず
かに昨年を上回り 1万人以上が環境教室を利用した。大
人数の団体が多かった為だと考えられる。利用団体は、
環境学習や校外学習等による小中学校の利用が多く、特
に小学校は前年を上回った。反面、一般及び行政機関の
利用は減少した。春秋の遠足シーズン以外の利用を推進
するためにも、一般団体への広報を工夫していく必要が
ある。
　県外への情報発信は、主にインターネット上のホーム
ページで行っている。また教育委員会によっては教員が
実踏として視察に訪れ、宿泊学習で利用しているケース
もある。
　利用団体へのアンケートによると、内容の評価やス
タッフの応対とも非常に高い評価を得ている。今後もス
キルアップを計り、レベルを向上させていきたい。反面、
学習機器の老朽化や学習内容の陳腐化に対する改善要望
も寄せられている。学習内容や展示方法を工夫して最新
の情報をいかに提供していくかが喫緊の課題である。

３ － １ － ４ 　環境講座
⑴　環境体験講座　（全 6回　受講者数�174名）
　講座ごとに体験活動と講義を聞いて学習を深め、身の
まわりの自然を題材として、地球環境問題との関連を視
野に入れた講座を実施し、参加者にも好評であった。
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ネイチャーゲーム

染め上がったハンカチ

表 ２ －A 利用団体数（種別）
種 別 団体数
小 学 校 9２
中 学 校 ２4
高校・大学 11
一 般 ３２
行 政 機 関 1
合 計 160

表 ２ －B（地域別）
地域別 団体数
県　　内 87
県　　外 7３
合　　計 160

　表 ３ 　月別受講者数
月 受講者数（団体数）
4月 ３57　（ ２）
5月 1 ,958　（２7）
6 月 ２ ,081　（２8）
7 月 1 ,5３8　（２２）
8 月 566　（10）
9 月 1 ,909　（２5）
10月 ２ ,4３8　（３4）
11月 ３01　（ 6）
1２月 90　（ ２）
1月 0　（ 0）
２月 4３　（ 1）
３月 11３　（ ３）
合計 11,３94（160）

環境科学15号05_3_6.indd   108 2013/01/07   14:01:51



109

験した。
� 講師：環境教育スタッフ

エ）木の香りのキャンドルづくり
� 平成２３年1２月18日（受講者数�３0名）
　好みの香料を使って木の香りのグラスキャンドル作り
に挑戦した。森と人の健康との関係やフィトンチッドの
効果等について講義も受けた。子ども講座では、森の材
料でキャンドル台を制作した。
� 講師：永井正則（副所長・環境生理学研究室）
　　　　　　　����環境教育スタッフ

オ）おいしい水の秘密
� 平成２4年 ２ 月 4 日（受講者数�２4名）
　富士山の伏流水の特徴・山梨県の水道水・バナジウム
と健康などについての講義を受けた後、利き水体験と
パックテストを行った。講師の案内で研究室も見学し、
生活に必要な水について様々な角度から学習した。
� 講師：長谷川達也（環境生化学主任研究員）

カ）きのこ植菌に挑戦
� 平成２4年 ３ 月10日（受講者数�48名）
　昨年は東日本大震災のために中止したので、 ２年ぶり
の開催となり48名が受講した。きのこと森の関係やきの
この役割等の講義を聴いた後、サクラの原木にヒラタケ
菌の植菌をした。秋の収穫をめざして、自宅に持ち帰り
管理してもらった。
� 講師：戸沢一宏氏（森林総合研究所主任研究員）

⑵　山梨環境科学講座　（ 1回　受講者数�49名）

　今日的課題である地球温暖化問題に関して、「暑さ寒
さと暮らしの科学」をテーマとして討議を深めた。環境
に配慮した機能的な服装とは何か、温暖化の仕組みやそ
の影響と緑のカーテンについて、夏の高温と健康への影
響・健康との関係等について講義を聴いた。科学的なデー
タをわかりやすく解説しながら、講師とのディスカッ
ションをとおして学習を深めた。

テーマ：「暑さ寒さと暮らしの科学」
� 平成２３年 6 月11日（受講者数�49名）

演題：講師
　Ⅰ…「環境に優しく、温熱的に快適な衣服とは」
　　　　　薩本弥生氏（横浜国立大学教授）
��Ⅱ…「夏の暑さ緩和に緑のカーテンを有効活用」
　　　　　宇野　忠（生気象学研究員）
��Ⅲ…「暑さ寒さと健康」
　　　　　永井正則（副所長・環境生理学研究室）

参加者の作品

参加者の作品

利き水に挑戦中の参加者

ヒラタケの植菌作業

講師への質問
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３ － １ － ５ 　環境調査・環境観察
⑴　身近な環境調査　（参加校数�114校）
　児童・生徒の環境への興味・関心を高めるため、身近
な自然を対象として、県内各地でソメイヨシノの初咲き
調査を実施した。東日本大震災が起こった時期と重なり
慌ただしい中ではあったが、多くの学校がデータを寄せ
てくれた。
　調査結果は掲示用地図などにまとめて参加校に配布し
たり、広報紙やインターネットを通じて広く県民に提供
したりした。
＜結果概要＞
　・「ソメイヨシノ初咲き調査'11」結果
　　　　　　（開花日調査）

調査期間　平成２３年 ３ 月 １ 日～ ５月 9日

⑵　地域環境観察　（全 6回　参加者数�２06名）
　地域の自然や環境を様々な視点からとらえることによ
り、環境への興味・関心を高めることを目的に環境観察
会を実施した。

ア）春の自然と山野草観察会
� 平成２３年 5 月２２日（参加者数�２4名）
　北富士演習場の敷地内で、春の自然を楽しみながら山
野草の採取と同定を行った。講師の話を聞いて食・毒・
薬草や似ている山野草の見分け方などの学習を深めた。
� 講師：戸沢一宏氏（森林総合研究所主任研究員）

イ）野鳥観察会
� 平成２３年 6 月 4 日（参加者数�２３名）
　研究所周辺やパインズパークの林間内を、講師と一緒
に歩きながら、鳥の声や姿・動植物の観察などを行った。
鳥の観察の仕方だけでなく、自然の観察方法も学ぶこと
ができた。写真や資料を見ながらの講義も有意義であっ
た。� 講師：樋口星路氏　水越文孝氏　渡辺信介氏

ウ）富士山五合目植物観察会
� 平成２３年 8 月 6 日（参加者数�58名）
　富士山五合目の御庭周辺を歩きながら植物観察を行っ
た。実際の植物を見ながら講師の説明を聴き、麓の森と
は違う森林限界での植物の種類や生態について学習を
行った。途中雨も降ったが、臨機応変にコースも変更し
ながら、無事終了することができた。
� 講師：丸田�恵美子氏（東邦大学教授）　　
� 中野�隆志（植物生態学主任研究員）
� 安田�泰輔（植物生態学研究員）　　

エ）富士山溶岩流観察会
� 平成２３年 8 月２8日（参加者数�３7名）
　富士山の噴火によって流れた溶岩流を観察して、火山
としての富士山の特徴と火
山防災について学習を行っ
た。五合目の御庭から船津
胎内・樹型、西湖コウモリ穴、
船津溶岩流など、形態の違
う様々な溶岩を観察した。
　講師：輿水�達司
� （地球科学特別研究員）
　　　　内山�　高
　　�（地球科学主任研究員）山野草採取の説明

野鳥観察の仕方についての説明
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オ）秋の自然ときのこ観察会
� 平成２３年10月 1 日（参加者数�49名）
　研究所敷地内で秋の自然を楽しみながら、きのこの採
取と同定を行い、きのこの特性や森との関係の深さ、ま
た放射能との関係など幅広く今日的な話題も踏まえた講
義を聴き、学習を深めた。
� 講師：柴田尚氏（森林総合研究所研究管理幹）

カ）富士北麓自然観察会
� 平成２３年10月２２日（参加者数�15名）
　雨天のため現地での観察会は中止とし、所内で ３人の
講師からそれぞれ、動植物の説明や観察の仕方をについ
て学習した。天候不順もあって参加者は少なかったが、
講師から色々な話が聞けて充実した時間を過ごすことが
できた。
� 講師：樋口星路氏　中川雄三氏　渡辺信介氏
　　　　　　　　＜日本野鳥の会富士山麓支部＞

３ － １ － ６ 　イベント
⑴　企画展示　（全 4期　鑑賞者数��1２,616名）
　研究所スタッフ・専門家・愛好家などの写真やパネル
を展示して、自然の美しさや環境の大切さを伝えるため
の環境写真展を開催した。

第 １期「山野草写真展」
� 平成２３年 4 月16日～ 6月1２日（鑑賞者数� 4 ,２89名）
　約90点の写真やパネルで、春の山菜を中心に山梨県内
に自生する山野草を紹介した。1期は「似ている山野草」、
２期は「食・毒・薬草など」をテーマに、様々な観点か

ら山野草について紹介した。� （協力：戸沢一宏氏）

第 ２期「動物写真展」
� 平成２３年 7 月 ２ 日～ 9月 4日（鑑賞者数� ２ ,960名）
　約140点の写真とパネルで、魚類から哺乳類までの脊
椎動物や、昆虫を中心とした数多くの無脊椎動物の暮ら
しぶりや体の仕組みなどを紹介した。 1期は「昆虫・鳥
類・魚類他」、２期は「ほ乳類」をテーマとして展示した。
クイズを解きながら親子でも楽しめる企画が好評であっ
た。� （協力：中川雄三氏・早見正一氏・小口尚良氏）

第 ３期「きのこ写真展」

� 平成２３年 9 月10日～11月1３日（鑑賞者数� 4 ,２77名）
　約90点の写真やパネルで、富士北麓をはじめとして県
内で見られるきのこの生態や役割について紹介した。 1
期は「標高別のきのこ」、２期は「似ているきのこ」をテー
マに食・不食、間違えやすいきのこを紹介した。　　　�
� （協力：柴田尚氏）

きのこ採取の説明

実物を見ながらの学習

環境科学15号05_3_6.indd   111 2013/01/07   14:01:52



111

オ）秋の自然ときのこ観察会
� 平成２３年10月 1 日（参加者数�49名）
　研究所敷地内で秋の自然を楽しみながら、きのこの採
取と同定を行い、きのこの特性や森との関係の深さ、ま
た放射能との関係など幅広く今日的な話題も踏まえた講
義を聴き、学習を深めた。
� 講師：柴田尚氏（森林総合研究所研究管理幹）

カ）富士北麓自然観察会
� 平成２３年10月２２日（参加者数�15名）
　雨天のため現地での観察会は中止とし、所内で ３人の
講師からそれぞれ、動植物の説明や観察の仕方をについ
て学習した。天候不順もあって参加者は少なかったが、
講師から色々な話が聞けて充実した時間を過ごすことが
できた。
� 講師：樋口星路氏　中川雄三氏　渡辺信介氏
　　　　　　　　＜日本野鳥の会富士山麓支部＞

３ － １ － ６ 　イベント
⑴　企画展示　（全 4期　鑑賞者数��1２,616名）
　研究所スタッフ・専門家・愛好家などの写真やパネル
を展示して、自然の美しさや環境の大切さを伝えるため
の環境写真展を開催した。

第 １期「山野草写真展」
� 平成２３年 4 月16日～ 6月1２日（鑑賞者数� 4 ,２89名）
　約90点の写真やパネルで、春の山菜を中心に山梨県内
に自生する山野草を紹介した。1期は「似ている山野草」、
２期は「食・毒・薬草など」をテーマに、様々な観点か

ら山野草について紹介した。� （協力：戸沢一宏氏）

第 ２期「動物写真展」
� 平成２３年 7 月 ２ 日～ 9月 4日（鑑賞者数� ２ ,960名）
　約140点の写真とパネルで、魚類から哺乳類までの脊
椎動物や、昆虫を中心とした数多くの無脊椎動物の暮ら
しぶりや体の仕組みなどを紹介した。 1期は「昆虫・鳥
類・魚類他」、２期は「ほ乳類」をテーマとして展示した。
クイズを解きながら親子でも楽しめる企画が好評であっ
た。� （協力：中川雄三氏・早見正一氏・小口尚良氏）

第 ３期「きのこ写真展」

� 平成２３年 9 月10日～11月1３日（鑑賞者数� 4 ,２77名）
　約90点の写真やパネルで、富士北麓をはじめとして県
内で見られるきのこの生態や役割について紹介した。 1
期は「標高別のきのこ」、２期は「似ているきのこ」をテー
マに食・不食、間違えやすいきのこを紹介した。　　　�
� （協力：柴田尚氏）

きのこ採取の説明

実物を見ながらの学習
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第 ４期「富士山・火山写真展」
�平成２３年1２月 ３ 日～平成 ２月２9日（鑑賞者数� 1 ,090名）
　約80点の写真とパネルで、火山としての富士山や世界
の火山の様子を展示した。特に火山災害・火山防災・火
山の恵みという観点から多面的に富士山を紹介した。特
設コーナーでは、新燃岳の噴火や東日本大震災後の富士
山の様子なども紹介した。
� （監修：荒牧重雄所長）

⑵　やまなし環境映画会　（鑑賞者数�３76名）
��映像を通して、地球環境への理解を深めるとともに、
地球と人類の望ましい関係を見つめていくことを目的と
した映画会を実施した。
� ※アース･ビジョン組織委員会共催

「やまなし地球環境映画会１１」
　＊実施期間：平成２３年� 8 月1３日･14日･２0日（ ３日間）
　【上映作品】
　　「奇跡の干潟・六条潟－三河湾アサリ育む里海」
　　「未来への診断書－水俣病と原田正純の50年」
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教育スタッフの講師派遣
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（考　察）
　指導者派遣には多くの依頼があった。特に震災の影響
もあり、地震と富士山の関係や災害への備えに関する講
義が多かった。また獣害対策や外来種の駆除などに関す
る要望もかなりあった。ホームページでの情報提供も効
果的であった。
　施設提供は半数近く減少した。地震や災害等を心配し
て利用者が少なかったことも一因である。県民のための
施設として、環境に関する学習会など多くの機会での利
用を推進していきたい。
　学習備品等の貸し出しは、従来からの「総合環境学習
ゾーンモデル事業」により環境省から提供された備品の
貸し出しを行った。老朽化している備品もあり、少数の
利用にとどまっている。

⑵　エコロジー相談 　（相談者数��３9件�３9名）
　一般の人々の環境に関する疑問や問い合せ等に関し
て、環境学習の支援の一環として相談に応じてきた。ま
た学校の「総合的な学習の時間」における小中学生から
の質問への回答及び、教師への指導上の助言や資料提供
を行ったり、地域の人々の生活の中の自然に関する質問
等に回答したりしてきた。相談件数は例年並みであった。

３ － ２ 　指導者の育成・支援

⑴　環境学習指導者育成　（利用団体数�4３団体�３89名）
　学校および地域における環境学習を推進するため、教
職員や行政職の研修会の一部として、環境教室や教育事
業の紹介を兼ねながらワークショップ的な研修会を開催
した。また、地域における環境保全活動の推進を図るた
め、行政職や地域の環境活動推進委員、各種団体のリー
ダーなどの研修として学習会を実施した。

⑵　山梨環境科学カレッジ�　（修了者数�16名）
　研究所主催の講座を年間 5講座以上受講して、環境に
ついて学習して興味や関心を高めてもらう講座である。
受講生には継続的に幅広く講座を受講してもらい、環境
問題や環境学習への理解をより一層深めてもらうことが

できた。

⑶　山梨環境科学カレッジ大学院 　（修了者数�16名）
　山梨環境科学カレッジの修了者を対象に、年間10講座
を受講して環境問題や環境教育についてより専門的に学
習し、地域の環境リーダーとしての力量とインタープリ
ターとしての資質を研鑽してきた。受講生どうしの輪も
広がり、終了後の交流も深まっているようである。将来
的にはボランティアスタッフとして協力してもらう方向
も検討していきたい。

３ － ３ 　調査・研究

⑴　環境教育に関する情報収集
　環境教育の手法やプログラム、環境教育教材について
の調査･研究を行った。主な視察地を以下に示す。
　〇環境教育学会全国大会（青森県青森市）
　　　　　　　　　　　　平成２３年 7 月16日～18日
　〇全国図書館大会（東京都調布市）
　　　　　　　　　　　　平成２３年10月２6日
　〇八ヶ岳薬用植物園（北杜市）　平成２4年 ３ 月 8 日

⑵　環境学習教材の作成と実証
　一般県民向けの環境学習プログラムを来所団体等に対
して実施できるよう、実践的な検証を行った。
　その結果を踏まえ、参加者の興味・関心をより引き出
し、よりわかりやすいものになるよう随時更新している。

エコ相談の対応
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３ － ４ 　環境学習資料作成

⑴　環境学習資料作成
　各種企画事業により作成し、実践検証してきたプログ
ラムや教材は、汎用性のあるものに加工洗練し、学習指
導者や団体等に提供できるようにしてきた。
　花炭づくり、きのこ植菌、キャンドルづくり、サクラ
の初咲きマップ等の各種資料はホームページ上でも公開
して情報提供してきた。

⑵　｢環境教育事業の概要｣ の発行
　環境教育部門の活動
を紹介するため「環境
教育事業の概要２010」
を発行した。関係機関
等へ配布して実績を報
告するとともに、広報
資料としても活用した。

３ － ５ 　情報提供

⑴　ニューズレター　（年 ２回発行）
　本研究所ニューズレターの「マツボックリ通信」や「イ
ベント情報」欄で、環境教育の各種事業の概要と成果を
紹介した。

⑵　ホームページによる情報発信
　環境教育部門及び情報センターに関する各種事業や情
報を、インターネット上にホームページを作成して紹介
してきた。次年度はホームページのリニューアルを計画
している。

（環境教育部門のホームページ）

（情報センターのホームページ）

⑶　情報紙「けんまるび」の発行　（年１２回発行）
　情報センターの情報紙として、教育事業や情報事業の
紹介、新着図書等の情報センターイベントの紹介を兼ね
て、毎月 1回発行してきた。同時にメールマガジンでも
同様の内容を発信してきた。
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⑷　事業の広報
　環境教育事業をより多くの人に知ってもらうために、
事業紹介のチラシやポスターの配布、メールでの情報提
供、マスコミなどへのイベント情報提供など、さまざま
な方法で広報を行なった。

　〇各市町村役場及び図書館
　　：県民対象の募集事業
　〇道の駅及び観光案内所等の各観光施設
　　：一般対象の写真展、ガイドウォーク、映画会等
　〇県及び市町村広報誌
　　：全事業
　〇マスコミ関係
　　：テレビ、ラジオ、新聞、タウン誌等への情報提供
　〇「キャンパスネットやまなし」への講座登録
　〇「富士の国やまなし」へのチラシ配布
　〇幼稚園、保育園、小中学校、高校等への事業紹介
　　：環境教室、夏季イベント紹介　等

４ 　環境情報センター

４－ １　資料所蔵状況　

　環境情報センターでは、県内に在住または在勤の方に
資料の貸出を行っている。今年度は近年の環境問題への
関心の高まりを鑑み、環境問題関連の資料や環境教育を
行う際に参考となる資料を重点的に購入した。
　また、昨年 ３月に発生した東日本大震災を踏まえ、震
災に関する資料や防災関連の資料の充実も図った。
　さらに、自然を扱った絵本や紙芝居、大型絵本や上映
権付きのDVDも購入し、幼児向けの「環境教室」や「も
りのおはなしかい」に対応できるようにした。
　本年度は昨年度までと異なり、教育部門と一緒に資料
の選定を行った。情報スタッフとは違う視点が加わった
ことにより、昨年度に比べて多様な資料を揃えることが
できた。

図　書
和��書

一 般 書 1２05３冊
児 � 童 � 書 ３484冊
参 考 図 書 1841冊
富 士 山 関 係 404冊
行 政 図 書 585冊
小 � � 計 18３67冊

洋　　書 506冊
合　　計 1887３冊

AV資料

ビデオ 584点
DVD（ROM・ビデオ） 1３7点
CD-ROM等 ３２３点

合　　計 1044点

逐　次
刊行物

和雑誌

一 般 雑 誌 81タイトル
学 術 雑 誌 98タイトル
紀 　 要 196タイトル
行 政 資 料 ２5３タイトル
小 　 計 6２8タイトル

洋　雑　誌 148タイトル
合　　計 776タイトル

その他 地　図　等 1２4点
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４ － ２ 　利用状況　

　今年度は、特に 4月から 5月までの利用者が減少して
いるが、東日本大震災の影響が大きいと考えられる。そ
の後も減少が続くが、個人貸出の人数はほぼ変わらない
数値となっている。来年度は利用者のニーズをより細か
く分析し、ニーズにあった資料を揃えることで利用者の
増加を図っていきたい。
　視聴覚資料、特にDVDの貸出は大幅に伸びており、
資料の充実を図った成果が現れている。視聴覚資料は図
書とはまた違った角度から環境について学ぶことがで
き、環境教室でも活用できるため、今後も積極的に収集
していきたい。
　

４ － ３ 　環境情報センター事業　

「もりのおはなしかい－絵本の読み聞かせ－」
　日時：平成２３年 4 月～平成２4年 ３ 月　毎月 1回開催
　　　　 1日 ２回実施　10：３0～、1３：３0～　
　　　　 1回約３0分
　場所：研究所敷地内
　　　　※�雨天時や冬季は本館内第 ２・ ３会議室及び多

目的ホール
　対象：幼児から小学校低学年　
　　　　※対象年齢外の方でも参加可能
　　　　　（参加者数　２74名）
　絵本の読み聞かせをとおして参加者が絵本に親しみ、

日常の中で自然や環境について考えるきっかけを得るこ
とを目的とした事業である。
　今年度は他の事業とのバランスを見ながら、毎月 1回
不定期開催とした。また、プログラムの充実を図るため
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個人利用 人 　 数 45２1人
団体利用 人 　 数 ３３２0人

個人貸出

人 　 数 7３0人
図書貸出数 186２冊
ビデオ貸出数 ３8本
DVD貸出数 19２枚

図書相互貸出
貸出

件数 10件
冊数 10冊

借受
件数 4件
冊数 5冊

図書団体貸出
件 　 数 6件
冊 　 数 74冊

ビデオ視聴
人 　 数 ２71人
本 　 数 85本

DVD視聴
人 　 数 481人
本 　 数 17３枚

CD-ROM利用
（ 9月に提供終了） 枚 　 数 0枚

新学習用PC
「しえん君」
（10月から提供）

人 　 数 1106人

レファレンス（調査相談） 1３２件
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４ － ４ － ３ 　環境情報センター情報紙「けんまるび」
　　　　　　（プリント版、メールマガジン版）
　より多くの県民にセンターを知ってもらい、利用者の
増加を図るため、平成２0年度11月から毎月 1回「環境情
報センターだより」を発行し、情報を発信してきた。ま
た、平成２1年度からは「やまなしくらしねっと」のメー
ルマガジン配信機能を利用し、「環境情報センターメー
ルマガジン」を毎月 ２回発行してきた。
　これらの発行物は今年度 4月から記事を一本化し、環
境情報センター情報紙「けんまるび」として毎月 1回発
行することになった。
　プリント版「けんまるび」の配布場所は県内の各図書
館とし、遠方地域の利用者にも情報が届くように配慮し
た。
　メールマガジン版「けんまるび」は昨年度に引き続き
外部サイト「やまなしくらしねっと」のメールマガジン
機能を用いて希望者に配信を行った。メールマガジン希
望者は160人を越え、順調に増えている。
　来年度は記事の充実や広報の仕方などを工夫すること
で、さらに多くの利用者に環境科学研究所の情報を届け
るようにしていきたい。

４ － ５ 　平成２３年度出版物

　山梨県環境科学研究所では、研究の成果をまとめた報
告書や、ニューズレターなどを出版している。今年度出
版物は以下のとおり。

・山梨県環境科学研究所年報�第14号
　（ISSN：1３44-087X）（平成２３年10月発行）

・山梨県環境科学研究所ニューズレター
　（Vol.15�No. 1 ～Vol.15�No. ２ ）

・�山梨県環境科学研究所国際シンポジウム２011報告書
（ISSN：1３47-３654）（平成２4年 ３ 月発行）

・富士山研究№ 6 �
　（ISSN:1881-7564）（平成２4年 ３ 月発行）

５ 　交流

５－ １　公開セミナー・シンポジウム

●火山防災研修会
　富士山の火山災害について、今後予想される噴火の様
式や規模、起こり得る災害やその軽減策など火山防災計
画の策定に資するため、研修会を開催した。
　噴火や災害の事例に関わる担当者や専門学者を招へい
し、新燃岳や桜島の火山防災対策などを事例として、講
演や討論を行った。

期日・講師
　第 1回　平成２３年 5 月２1日（土）
　　　　　�「東日本大地震の活動推移と富士山・山梨の

地質」
　　　　　鵜川元雄　防災科学技術研究所
　　　　　　　　　　統括主任研究員
　　　　　荒牧重雄　山梨県環境科学研究所長
　　　　　輿水達司　山梨県環境科学研究所特別研究員
　第 ２回　平成２３年10月２1日（金）
　　　　　「２011年霧島山新燃岳噴火と防災対応」
　　　　　日下部�浩　内閣府（防災担当）参事官補佐
　　　　　栄留誠一　宮崎県危機管理課
　　　　　　　　　　参事兼危機管理監
　　　　　荒牧重雄　山梨県環境科学研究所長
　第 ３回　平成２３年1２月16日（金）
　　　　　「桜島の火山防災�－全般及び降灰対策－」
　　　　　永利正二　鹿児島県危機管理課
　　　　　　　　　　主幹兼防災係長
　　　　　永吉良一　鹿児島市道路維持課�主査
会場
　山梨県環境科学研究所

●山梨大学・山梨県環境科学研究所合同シンポジウム
　山梨大学大学院医学工学総合研究部持続社会形成専攻
（UYSS）と当研究所（YIES）の研究交流を促進するた
めに，両者が協力しながら開催してきた合同シンポジウ
ムも今回で 9回を重ねた。本年度は大学地域連携に尽力
されてきた山梨大学大学院教授鈴木嘉彦先生の最終講義
にあわせてシンポジウムパネルディスカッションが開催
された。今回演題は下記のとおりである。

日時：２011年 7 月15日（金）14：00～17：00
会場：山梨県環境科学研究所第 ２・ ３会議室

14：00　　あいさつ　永井　正則（YIES，副所長）
14：10～　池口　仁（YIES，環境計画学）
　　　　　�「風景からなにを読み解くべきか，被災後40
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日時点の岩手県，宮城県，福島県の写真から」
14：３0～　�門野圭司（UYSS，持続社会形成）
　　　　　「政府の賠償スキーム案を考える」
14：50～　内山　高（YIES，地球科学）
　　　　　�「地層から読み解く古環境変遷，特に災害史

について-人類紀自然学的アプローチからの
試み-」

15：２0～　高橋智子（UYSS，持続社会形成）
　　　　　�「原子力発電所の事故リスクは放射線の防護

基準をクリアできるか-その歴史と課題」
15：40～　長谷川達也（YIES，環境生化学）
　　　　　�「高脂肪食を摂取するとバナジウム毒性が増

強する」
16：00～　御園生　拓（UYSS，持続社会形成）
　　　　　�「放射線は身体にいい？！－低線量被爆はグ

レーゾーン－」
16：２0～　安田泰輔（YIES，植物生態学）
　　　　　�「富士北麓，野尻草原における種多様性の維

持機構について」

　本年度 ２回目の合同シンポジウムは，山梨大学大学院
医工総合持続社会形成専攻教授鈴木嘉彦先生の最終講義
として開催された。内容は以下の通りである。

日時：２01２年 ３ 月 8 日（木）15：00～17：40
場所：�山梨大学甲府キャンパス情報メディア館 5 F多目

的ホール

15：00～15：10　シンポジウム趣旨説明—鈴木先生紹介
15：10～16：３0　鈴木嘉彦（UYSS，持続社会形成）
　　　　　　　　�基調講演「循環システム工学　その歩

みと地平」
16：３0～16：40　休憩
16：40～17：40　�パネルディスカッション「山梨の環境

研究はなにを目指すか」
司会
パネリスト：
　鈴木　嘉彦（UYSS，持続社会形成）
　�北村　眞一（�UYSS，循環システム工学科・生命環境

学部社会システム学科担当）
　�御園生　拓（�UYSS，循環システム工学科・生命環境

学部社会環境科学科担当）
　内山　　高（YIES，地球科学）
　長谷川達也（YIES，環境生化学）
　池口　　仁（YIES，環境計画学）

●研究室公開２0１１　環境研まつり
　 8月 7日（日）に研究室公開を行った。昨年度までは、
研究室単位でイベントを計画していたが、本年度は、 ３

～ 4研究室が総合的なテーマで体験型のイベントを企画
した。「水の不思議　その性質とはたらき」では、雨水
の行方、地下水が流れる環境によって味が違ってくるこ
と、体内に入った水のはたらきなどについて、利き水体
験なども含めて紹介した。「様々なスケールで見る自然
　顕微鏡から人工衛星」では、宇宙から見た地球の姿を
展示する一方で、植物の茎の構造をその場で作成した顕
微鏡標本を用いて観察できるようにした。これらの企画
は、比較的大きなスペースを必要とするため、本館棟ホー
ルで行った。
　研究棟では、人工気象室を使った体験型イベントなど
4件を行った。本館棟ホールと研究棟とを連携させるた
め、 9研究室が普段から研究棟に展示している研究成果
紹介ポスターの内容をヒントとしてクイズラリーを行
い、 9問すべてに正解した参加者には研究室で作成した
記念品を差し上げた。来訪者は180名を超えた。研究所
を訪れるのは初めてという人が多かったが、研究員と直
接話しをするのを楽しみに、毎回研究室公開に来ている
という人も見られた。

●学校教員研修会　～体験で学ぶ火山研修会～
　富士山の噴火の可能性が注目を浴び、地元の関心が高
まっている中、富士山を中心とした火山の作用及び防災
関連のトピックを理科教育に組み込むことは適切である
と考えられる。
　本研修会は、山梨県総合教育センターとの共催により、
火山に関する教材・教育方法などを実習（体験）するこ
とにより、理科教育の一層の充実を図ることを目的とし
て、県内小・中・高・特別支援学校の教員を対象に実施
した。

期日・会場
　平成２３年 8 月10日（水）～1２日（金）
　山梨県環境科学研究所、富士山五合目及び北麓周辺

講師
　林　信太郎　　秋田大学教育文化学部教授
　須藤　　茂　　産業技術総合研究所シニアスタッフ
　高田　　亮　　産業技術総合研究所主任研究員
　荒牧　重雄　　山梨県環境科学研究所長
　中野　隆志　　山梨県環境科学研究所主任研究員

内容
8月10日（水）
　講義
　　「火山噴火と地震－小・中学校教科書の背景知識」
　　「火山のしくみ」
　　「噴火と地震に関するweb上の教材について」
　火山ペーパークラフト
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　アナログ実験
　　「溶岩流」
　　「降下火山灰」
8月11日（木）
　講義
　　「富士山の噴火」
　　「富士山のハザードマップについて」
　セミナー「火山学者に聞く」
　火山ペーパークラフト
　アナログ実験
　　「マグマの上昇と割れ目噴火」
8月1２日（金）
　富士山五合目における噴火形態の観察
　�西湖コウモリ穴、鳴沢旧石切場、船津胎内における富
士山北麓周辺の野外巡検

●火山災害軽減のための方策に関する
　国際ワークショップ２0１１
　このワークショップは、当研究所と防災科学技術研究
所との共催により、平成15年度から隔年で開催しており、
今回が 5回目の開催となった。
　今回は、大規模災害、特にレベル 4・ 5において最も
評価が重要となる大規模火砕流などを対象として、どの
ような火山災害評価を行い、どのような行政対応が効果
的なのかについて議論した。
　具体例として、平成２３年霧島山新燃岳噴火を扱った。
この噴火では山頂に溶岩が蓄積され、いつ大規模火砕流
が発生するのか、発生した場合どのような災害を引き起
こすのか、いつ避難すべきかなどの判断を迫られる事態
となったが、このような状況に対応するためにはどのよ
うにすればよいのか、次の ２つの視点で議論した。
　第 1部
　　�大規模火山災害発生の場合におけるクライシスマ

ネージメントをいかに進めるべきかについて、国内
外の事例を踏まえ議論した。

　第 ２部
　　�技術的側面から大規模火山災害評価手法（シュミ

レーション技術等）をレビューし、発信できうる情
報とその精度や適応限界の状況について議論した。

期日・会場
　第 1部
　　平成２３年11月 ２ 日（水）山梨県環境科学研究所
　第 ２部
　　平成２３年11月 4 日（金）防災科学技術研究所

講師
　11月 ２ 日
　　Barry�Voight（ペンシルバニア州立大学）

　　Augusto�Neri（�イタリア国立地球物理学火山学研
究所）

　　新原　俊樹（内閣府防災担当）
　　山里　　平（気象庁火山課長）
　　日高　光浩（宮崎県高原町長）
　　宇都　克枝（鹿児島県霧島市危機管理監）
　　藤井　敏嗣（�環境防災総合政策研究機構・東大名誉

教授）
　11月 4 日
　　Barry�Voight（ペンシルバニア州立大学）
　　Augusto�Neri
� （�イタリア国立地球物理学火山学研究所）
　　Christina�Magill
� （�オーストラリア�マッコーリー大学）��　
　　藤田　英輔（防災科学技術研究所）
　　鈴木雄治郎（東京大学地震研究所）
　　宝田　晋治（産業技術総合研究所）
　　井田　喜明（アドバンスソフト㈱　東大名誉教授）

●国際シンポジウム「バナジウムと健康」
期日・会場
　平成２３年11月２6・２7日
　山梨県環境科学研究所

日程
　平成２３年11月２6日：研究者会議
　平成２３年11月２7日：講演会

平成２３年11月２6日研究者会議プログラム� � �
� � �
開会挨拶
参加者自己紹介
　�「Varying�Effects�of�Oral�Treatment�with�Vanadyl�
Sulfate�in�Diabetic�Rats�and�Humans（糖尿病ラット
および糖尿病患者に対する硫酸バナジル経口投与の効
果の多様性）」
　Gail�R.�Willsky�他（ニューヨーク州立大学［米国］）

　�「Vanadium�and�Metabolic�Syndrome（バナジウム・
とメタボリックシンドローム）」
　Wenjun�Ding�他�（中国科学院研究生院［中国］）

　�Evaluation�of�the�mechanism�of�vanadium�containing�
natural�water�on�obesity�and�diabetes�mellitus�by�
preclinical�and�clinical�studies（前臨床・臨床研究に
よるバナジウム含有水の肥満と糖尿病に対する作用機
構の検証）」
　渡邉泰雄　他（日本薬科大学）
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　アナログ実験
　　「溶岩流」
　　「降下火山灰」
8月11日（木）
　講義
　　「富士山の噴火」
　　「富士山のハザードマップについて」
　セミナー「火山学者に聞く」
　火山ペーパークラフト
　アナログ実験
　　「マグマの上昇と割れ目噴火」
8月1２日（金）
　富士山五合目における噴火形態の観察
　�西湖コウモリ穴、鳴沢旧石切場、船津胎内における富
士山北麓周辺の野外巡検

●火山災害軽減のための方策に関する
　国際ワークショップ２0１１
　このワークショップは、当研究所と防災科学技術研究
所との共催により、平成15年度から隔年で開催しており、
今回が 5回目の開催となった。
　今回は、大規模災害、特にレベル 4・ 5において最も
評価が重要となる大規模火砕流などを対象として、どの
ような火山災害評価を行い、どのような行政対応が効果
的なのかについて議論した。
　具体例として、平成２３年霧島山新燃岳噴火を扱った。
この噴火では山頂に溶岩が蓄積され、いつ大規模火砕流
が発生するのか、発生した場合どのような災害を引き起
こすのか、いつ避難すべきかなどの判断を迫られる事態
となったが、このような状況に対応するためにはどのよ
うにすればよいのか、次の ２つの視点で議論した。
　第 1部
　　�大規模火山災害発生の場合におけるクライシスマ

ネージメントをいかに進めるべきかについて、国内
外の事例を踏まえ議論した。

　第 ２部
　　�技術的側面から大規模火山災害評価手法（シュミ

レーション技術等）をレビューし、発信できうる情
報とその精度や適応限界の状況について議論した。

期日・会場
　第 1部
　　平成２３年11月 ２ 日（水）山梨県環境科学研究所
　第 ２部
　　平成２３年11月 4 日（金）防災科学技術研究所

講師
　11月 ２ 日
　　Barry�Voight（ペンシルバニア州立大学）

　　Augusto�Neri（�イタリア国立地球物理学火山学研
究所）

　　新原　俊樹（内閣府防災担当）
　　山里　　平（気象庁火山課長）
　　日高　光浩（宮崎県高原町長）
　　宇都　克枝（鹿児島県霧島市危機管理監）
　　藤井　敏嗣（�環境防災総合政策研究機構・東大名誉

教授）
　11月 4 日
　　Barry�Voight（ペンシルバニア州立大学）
　　Augusto�Neri
� （�イタリア国立地球物理学火山学研究所）
　　Christina�Magill
� （�オーストラリア�マッコーリー大学）��　
　　藤田　英輔（防災科学技術研究所）
　　鈴木雄治郎（東京大学地震研究所）
　　宝田　晋治（産業技術総合研究所）
　　井田　喜明（アドバンスソフト㈱　東大名誉教授）

●国際シンポジウム「バナジウムと健康」
期日・会場
　平成２３年11月２6・２7日
　山梨県環境科学研究所

日程
　平成２３年11月２6日：研究者会議
　平成２３年11月２7日：講演会

平成２３年11月２6日研究者会議プログラム� � �
� � �
開会挨拶
参加者自己紹介
　�「Varying�Effects�of�Oral�Treatment�with�Vanadyl�
Sulfate�in�Diabetic�Rats�and�Humans（糖尿病ラット
および糖尿病患者に対する硫酸バナジル経口投与の効
果の多様性）」
　Gail�R.�Willsky�他（ニューヨーク州立大学［米国］）

　�「Vanadium�and�Metabolic�Syndrome（バナジウム・
とメタボリックシンドローム）」
　Wenjun�Ding�他�（中国科学院研究生院［中国］）

　�Evaluation�of�the�mechanism�of�vanadium�containing�
natural�water�on�obesity�and�diabetes�mellitus�by�
preclinical�and�clinical�studies（前臨床・臨床研究に
よるバナジウム含有水の肥満と糖尿病に対する作用機
構の検証）」
　渡邉泰雄　他（日本薬科大学）
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　�「Is� small� amount� of� vanadium� intake� from� the�
drinking�water�healthful�?�（飲料水からの微量バナジ
ウム摂取は健康によいのか？）」

　長谷川達也　他�（山梨県環境科学研究所）
� � � � � � �
平成２３年11月２7日講演会プログラム� � �

開会挨拶
　永井正則�（山梨県環境科学研究所・副所長）
外国人研究者挨拶
　G.R.Willsky、W.Ding
�
　はじめに　―バナジウムについて、研究者会議報告―」
　瀬子義幸�（山梨県環境科学研究所・研究管理幹）

　�「富士山のバナジウム含有天然水って本当に効果が有
るの？」

　渡邉泰雄　他�（日本薬科大学・教授）

　�「高脂肪食とインスリン抵抗性�－高飽和脂肪酸食を摂
取した若年女性に対するバナジウム含有水摂取が糖
質・脂質代謝に与える影響－」

　今田拓磨　他�（大塚製薬・研究員）

　�「飲料水からの微量バナジウム摂取は健康によいの
か？」

　長谷川達也　他�（山梨県環境科学研究所・主任研究員）

総合討論（追加コメント、フロアーからの質問等）

閉会挨拶
　佐藤浩一（山梨県環境科学研究所・副所長）

　富士山の地下水には、他の地域の水のおおよそ約100
倍のバナジウムが含まれています。バナジウム化合物を
糖尿病の実験動物や患者に薬として大量に投与すると高
血糖を改善することから、富士山の地下水の飲用が高血
糖の改善に役立つのではないかと期待されています。し
かしながら、富士山の地下水の飲用によって摂取される
バナジウム量は、薬として投与される量のおよそ1000分
の 1 と少量です。山梨県環境科学研究所では、平成 9 年
の開所以来バナジウムの健康影響に関する研究に取り組
んでいます。当初は、糖尿病動物を用いた研究所の実験
結果や、過去の科学論文の情報を元に、富士山の地下水
飲用の効果はないものと結論づけていました。しかしな
がら、２00３年頃からヒトを用いた臨床的な実験で高血糖
を改善したり、インスリン抵抗性を改善するとの報告が
なされるようになりました。その一方で、改善効果が認
められないとの臨床的研究報告もあります。

　このような状況の中、改めてバナジウムの健康影響に
関する知見を整理して今後の研究の方向性を考えるため
に、「バナジウムと健康」と題した国際シンポジウムを
行うこととしました。
　招待講演者は、薬としてバナジウムを研究している米
国のGail�Willsky博士と中国のWenjun�Ding博士、並び
にバナジウムを含む富士山の地下水飲用の人への効果を
研究している日本薬科大学の渡邉泰雄教授と（株）大塚
製薬の今田拓磨研究員の合計 4 名の研究者です。
　 1 日目は、Willsky博士、Ding博士、渡邉教授、並び
に環境科学研究所の長谷川主任研究員が講演を行いまし
た。日本、中国、米国、インドネシアの 4 カ国の研究者
が、英語で研究発表と密度の濃い議論を行いました。バ
ナジウムの影響は、大量投与、少量投与のいずれの場合
も、血糖値よりはむしろ脂質代謝に現れやすいことが見
えてきました。また、人の個人差や実験動物の個体差・
系統差に着目することの重要性も認識されました。
　 ２ 日目は一般向け講演会で、環境科学研究所の瀬子研
究管理幹が、富士山の地下水のバナジウムに関する説明
と研究者会議の報告をした後、渡邉教授、今田研究員、
長谷川主任研究員がそれぞれ講演を行いました。富士山
の地下水の飲用が人の健康に何らかの影響を及ぼす可能
性が示唆されましたが、いずれの講演者も研究成果の解
釈や一般化には慎重でした。また、健康の維持・増進に
は、まずはバランスの良い食生活と適度な運動が重要で
あることも言及されました。参加者からの質問も多く、
活発な議論が行われました。
　人の健康に対するバナジウムの影響については、まだ
まだ未知の部分があります。さらなる研究の必要性が認
識されました。 ２ 日間とも和気藹々（あいあい）とした
雰囲気の中にも活発で厳しい議論が行われ、実りあるシ
ンポジウムでした。

●山梨県環境科学研究所研究発表会２0１１
　年に 1 回、当研究所の研究内容や成果を発表する山梨
県環境科学研究所研究発表会２011が、「山梨の人と自然
の共生をめざして：開所から15年目をむかえて」をテー
マにして、平成２３年10月２9日（土）に甲府市の県立文学
館研修室で開催した。発表会は多くの県民の方々のご来
場をいただく中、口頭発表 ３ 題、ポスター発表1３題の計
16題の研究テーマについて発表し、活発な討論が行われ
た。
　前段で行われた口頭発表では、比較的県民生活に直結
するような研究課題を集め、県内地下水の循環システム
の解明（地球科学研究室）、甲府盆地の夏季暑熱環境と
ヒートアイランド現象（生気象学研究室）、県内の生ご
み処理方法の適正化（環境資源学研究室）の ３ 題につい
て講演した。講演終了後の質疑のコーナーでは、会場か
ら活発な質問が寄せられ、環境問題に対する県民の関心
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の高さを伺い知ることができた。
　後段では、当所の全 9研究室で実施している研究内容
について、ポスター発表を行った。ポスター発表は、研
究者と聴講者の間で、直接質疑等をやりとりしながら内
容について理解できる利点があり、各ポスターの前では、
研究者と聴講いただいた方々との間で活発な討論が行わ
れた。
　以下に、当日の研究発表テーマを掲載する。

⑴　講演（1３：00～15：05）
　�「県内地下水の循環システムの解明と人為汚染の把握」
� 地球科学研究室
　�「甲府盆地地域の夏季暑熱環境の実態とヒートアイラ
ンド現象の緩和要因について」� 生気象学研究室
　
　「県内の生ごみ処理方法の適正化について」
� 環境資源学研究室
⑵　ポスター発表（15：15～16：３0）
・自然環境・富士山火山研究部
　「富士山火山防災情報センターの活動と防災教育」
� 地球科学研究室
　�「富士山北西麓�野尻草原における種多様性の維持機構
～シカと植物とチョウ類の関係～」
� 植物生態学研究室
　「野生動物被害防除技術の効果と影響に関する研究」
� 動物生態学研究室

・環境健康研究部
　�「微量バナジウム摂取は富士北麓住民の中性脂肪に影
響を与えるのか？」� 環境生化学研究室

　�「森林と高原の環境を活用したストレス軽減法に関す
る研究」
　�「自然環境が発する音（超高周波数音）が人に与える
影響に関する研究」
� 以上、環境生理学研究室

　「緑のカーテンの温熱環境改善効果」� 生気象学研究室

・地域環境政策研究部
　�「中山間地域における交流型地域環境資源管理システ
ムの構築に関する研究」
　�「自然保護地域における自然環境保全のための仕組み
作りに関する研究」
� 以上、人類生態学研究室

　「市街地の緑の量と都市の環境変化」
� 環境計画学研究室

　�「富士山天然酵母の利用に向けた取り組みとこれまで
の研究」� 環境資源学研究室
●富士山自然ガイド・スキルアップセミナー
　自然の魅力や不思議を分りやすく、効果的に伝えてい
くためには、科学における新しい発見、整理に対する正
しい理解が欠かせない。それゆえ、自然ガイドに役立つ
自然科学の基礎的情報を提供することを目的として、10
回にわたり本セミナーを開催した。
　現在第一線で研究を続けている研究者を講師に招き、
自然を理解しようとする基本的な態度を学び取ってもら
いたいという願いも込めて開催した本セミナーへは、富
士山の自然ガイド、インタープリター、一般県民から多
くの参加があり、質問も飛び交う活発なセミナーとなっ
た。

期日・講師
第 1回　平成２３年 4 月２３日（土）
　　　　「富士山　噴火するのか？地震は起こるのか？」
　　　　鵜川元雄　防災科学技術研究所
　　　　　　　　　統括主任研究員
第 ２回　平成２３年 4 月２３日（土）
　　　　�「富士五湖の成り立ち　富士山の火山活動に関

連して」
　　　　内山　高　山梨県環境科学研究所主任研究員
第 ３回　平成２３年1２月10日（土）
　　　　「惑星地球とマグマ」
　　　　藤井敏嗣　東京大学名誉教授
第 4回　平成２３年1２月17日（土）
　　　　「火山の噴火」
　　　　荒牧重雄　山梨県環境科学研究所長
第 5回　平成２4年 1 月14日（土）
　　　　「火山噴出物と火山体」
　　　　荒牧重雄　山梨県環境科学研究所長
第 6回　平成２4年 1 月２1日（土）
　　　　�「外来生物に関する生態学　外来種の影響とそ

の対応策」
　　　　畑　憲治　首都大学東京　特任研究員
　　　　安田泰輔　山梨県環境科学研究所研究員
第 7回　平成２4年 ２ 月 4 日（土）
　　　　「火山としての富士山　富士山の成長史－ 1」
　　　　高田　亮　産業技術総合研究所主任研究員
第 8回　平成２4年 ２ 月10日（金）
　　　　「キッチン火山実験で学ぶ富士山」
　　　　林信太郎　秋田大学教育文化学部教授
第 9回　平成２4年 ２ 月18日（土）
　　　　「富士山の生態系　野尻草原」
　　　　北原正彦　山梨県環境科学研究所主幹研究員
　　　　安田泰輔　山梨県環境科学研究所研究員
第10回　平成２4年 ２ 月２5日（土）
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の高さを伺い知ることができた。
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　　　　「火山としての富士山　富士山の成長史－ ２」
　　　　高橋正樹　日本大学文理学部教授
会場
　山梨県環境科学研究所

５ － ２ 　環境科学研究所利用者数
月別利用者数　　　（人）

4月 　 ２ ,751

5 月 　 6 ,9３0

6 月 　 5 ,３68

7 月 　 4 ,9３２

8 月 　 5 ,069

9 月 　 5 ,455

10月 　 7 ,176

11月 　 ２ ,３8３

1２月 　 1 ,187

1 月 　　�687

２ 月 　 1 ,２64

３ 月 　　�794

合　計 4３,996

※環境学習室及び環境情報センター利用者を含む
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６ 　研究所の体制

６－ １　構成員

所　　　長
　　荒　牧　重　雄
副　所　長
　　佐　藤　浩　一
　　永　井　正　則
特別研究員
　　輿　水　達　司
研究管理幹
　　瀬　子　義　幸
客員研究員
　　奥　脇　昭　嗣
　　（東北大学名誉教授）
　　池　谷　　　浩
　　（㈶砂防・地すべり技術センター理事長）
特別客員研究員
　　藤　井　敏　嗣
　　（環境防災総合政策研究機構　環境・防災研究所長）
　　高　田　　　亮
　　（ 産業技術総合研究所主任研究員）
　　林　　　信太郎
　　（秋田大学教育文化学部教授）
　　藤　田　英　輔
　　（ 防災科学技術研究所主任研究員）
　　山　本　清　龍
　　（岩手大学農学部共生環境課程准教授）

総務課
　　課　　　長　　曽　根　　　肇
　総務担当
　　主　　　幹　　田　中　昭　彦
　　主　　　任　　加　藤　　　悟
　　非常勤嘱託　　桒　原　美　幸
　　非常勤嘱託　　堀　内　むつみ
　　臨 時 職 員　　古　屋　美奈子
　環境教育・情報担当
　　主　　　幹　　渡　辺　賢　一
　　主　　　査　　山　口　輝　彦
　　主任研究員　　杉　田　幹　夫（兼務）
　　研　究　員　　宇　野　　　忠（兼務）
　　非常勤嘱託　　倉　澤　和　代
　　非常勤嘱託　　笠　井　裕　里
　　臨 時 職 員　　米　山　裕美子
　　臨 時 職 員　　半　田　陽　子
　　臨 時 職 員　　小　澤　亜由実

自然環境・富士山火山研究部
　　部　　　長　　北　原　正　彦
　地球科学研究室
　　特別研究員　　輿　水　達　司（兼務）
　　主任研究員　　内　山　　　高
　植物生態学研究室
　　主任研究員　　中　野　隆　志
　　研　究　員　　安　田　泰　輔
　動物生態学研究室
　　主幹研究員　　北　原　正　彦（兼務）
　　非常勤嘱託　　吉　田　　　洋

　　臨 時 職 員　　倉沢　恵理子
　　臨 時 職 員　　笠　井　明　穂

環境健康研究部
　　部　　　長　　永　井　正　則（事務取扱）
　環境生理学研究室
　　副　所　長　　永　井　正　則（兼務）
　　非常勤嘱託　　松　本　　　清
　生気象学研究室
　　研　究　員　　宇　野　　　忠
　　非常勤嘱託　　赤　塚　　　慎
　環境生化学研究室
　　研究管理幹　　瀬　子　義　幸（兼務）
　　主任研究員　　長谷川　達　也

　　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子
　　臨 時 職 員　　外　川　雅　子

地域環境政策研究部
　　部　　　長　　本　郷　哲　郎
　環境資源学研究室
　　非常勤嘱託　　森　　　智　和
　　非常勤嘱託　　上　野　良　平
　環境計画学研究室
　　主任研究員　　杉　田　幹　夫
　　主任研究員　　池　口　　　仁
　人類生態学研究室
　　主幹研究員　　本　郷　哲　郎（兼務）
　　研　究　員　　小笠原　　　輝

　　臨 時 職 員　　渡　邉　　　学
　　臨 時 職 員　　高　橋　美也子
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倫理委員会
　　委　員　長　　荒　牧　重　雄
　　委　　　員　　佐　藤　浩　一
　　　　　　　　　永　井　正　則
　　　　　　　　　瀬　子　義　幸
　　　　　　　　　輿　水　達　司
　　　　　　　　　本　郷　哲　郎
　　　　　　　　　北　原　正　彦
　　　　　　　　　御園生　　　拓（外部）
　　　　　　　　　高　橋　智　子（外部）

動物実験倫理委員会
　　委　員　長　　荒　牧　重　雄
　　委　　　員　　佐　藤　浩　一
　　　　　　　　　永　井　正　則
　　　　　　　　　瀬　子　義　幸
　　　　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　　　　杉　田　幹　夫

動物飼育施設運営委員会
　　委　員　長　　長谷川　達　也
　　委　　　員　　瀬　子　義　幸
　　　　　　　　　田　中　昭　彦
　　　　　　　　　宇　野　　　忠
　　　　　　　　　吉　田　　　洋

中央機器運営委員会
　　委　員　長　　長谷川　達　也
　　委　　　員　　曽　根　　　肇
　　　　　　　　　内　山　　　高
　　　　　　　　　宇　野　　　忠
　　　　　　　　　安　田　泰　輔
　　　　　　　　　上　野　良　平

広報委員会
　　委　員　長　　北　原　正　彦
　　委　　　員　　輿　水　達　司
　　　　　　　　　曽　根　　　肇
　　　　　　　　　渡　辺　賢　一
　　　　　　　　　宇　野　　　忠
　　　　　　　　　森　　　智　和
　　　　　　　　　赤　塚　　　慎

編集委員会
　　委　員　長　　本　郷　哲　郎
　　委　　　員　　曽　根　　　肇
　　　　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　　　　小笠原　　　輝
　　　　　　　　　松　本　　　清

ネットワーク管理委員会
　　委　員　長　　杉　田　幹　夫
　　委　　　員　　田　中　昭　彦
　　　　　　　　　山　口　輝　彦
　　　　　　　　　加　藤　　　悟
　　　　　　　　　内　山　　　高
　　　　　　　　　池　口　　　仁
　　　　　　　　　宇　野　　　忠
　　　　　　　　　小笠原　　　輝

毒物・劇物及び特別管理産業廃棄物管理委員会
　　委　員　長　　瀬　子　義　幸
　　委　　　員　　田　中　昭　彦
　　　　　　　　　長谷川　達　也
　　　　　　　　　吉　田　　　洋
　　　　　　　　　上　野　良　平

６ － ２ 　沿　革

平成 ３年11月　　　�「環境科学研究所検討委員会」の設
置

平成 4年11月　�　　�「環境科学研究機関設置準備室」を
環境局内に設置

平成 5年 ２月　　　�「環境科学研究所顧問」 9名を委嘱
　　　　 ３月　　　「環境科学研究所基本計画」の策定
平成 7年11月　　　起工式
平成 9年 4月 1日　組織発足
　　　　　　３0日　竣工式
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６ － ３ 　予　算

平成２３年度予算（単位：千円）
事　　　　業 予　算　額

所運営費
研究・企画費
環境教育推進費
環境情報センター費

1２6,074
104,３３7
1３,３10
7 ,818

計 ２51,5３9

※職員給与費は除く

６ － ４ 　施　設

敷地面積　３0ha
施設名 構　　　造 延べ面積

本　　　館
鉄筋コンクリート造り
（一部鉄筋一部木造）
地下 1階地上 ３階

２ ,500.6３1㎡

研　究　棟 鉄筋コンクリート造り
地下 1階地上 ２階 ３ ,4２9.005㎡

管　理　棟 コンクリートブロック造り
地上 1階 98.２80㎡

附　属　棟 コンクリートブロック造り
地上 1階 171.２77㎡

温　　　室 鉄骨造り　地上 1階 101.２86㎡

ポーチ屋根 鉄骨造り 17. 6 ㎡

合　　　　計 6 ,３18.079㎡

６ － ５ 主要研究備品

設置場所 備　　品　　名

中 央 機 器 室

分光光度計
蛍光光度計
原子吸光光度計
ICP発光分析装置
ICP質量分析装置
ガスクロマトグラフ質量分析装置
ガスクロマトグラフ
CHN分析装置
高速冷却遠心機
ドラフトチャンバー
イオンクロマトグラフ
生化学分析システム
超遠心機
分析走査型電子顕微鏡
安定同位体比質量分析システム
生体高分子解析システム
超純水製造装置

人 工 気 象 室
恒温恒湿室
シールドボックス

地球科学実験室

α線測定器
地震計
ドラフトチャンバー
蛍光X線分析装置
屈折率鉱物画像解析システム
屈折率測定装置
水位・水温連続記録計
地震データ転送システム

植 物 生 態 学
実 験 室

野外環境モニタリング機器
グロースキャビネット
携帯用光合成蒸散測定システム
温室効果ガス動態測定システム
エコタワー環境測定機器
生態系炭素収支モニタリングシステム
環境～生理反応実験装置
携帯型土壌呼吸測定システム
携帯用光合成蒸散測定装置

動 物 生 態 学
実 験 室

生物顕微鏡システム
ラジオテレメトリーシステム
野外測定システム
繊維定量装置
脂肪定量装置
動物個体サイズ・シェイプ解析装置

環 境 生 理 学
実 験 室

蛍光顕微鏡システム
血圧・心拍連続記録システム
急性実験用血圧心拍解析システム
胃電計装置
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６ － ３ 　予　算

平成２３年度予算（単位：千円）
事　　　　業 予　算　額

所運営費
研究・企画費
環境教育推進費
環境情報センター費

1２6,074
104,３３7
1３,３10
7 ,818

計 ２51,5３9

※職員給与費は除く

６ － ４ 　施　設

敷地面積　３0ha
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温　　　室 鉄骨造り　地上 1階 101.２86㎡
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合　　　　計 6 ,３18.079㎡
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ドラフトチャンバー
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生化学分析システム
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安定同位体比質量分析システム
生体高分子解析システム
超純水製造装置

人 工 気 象 室
恒温恒湿室
シールドボックス

地球科学実験室

α線測定器
地震計
ドラフトチャンバー
蛍光X線分析装置
屈折率鉱物画像解析システム
屈折率測定装置
水位・水温連続記録計
地震データ転送システム

植 物 生 態 学
実 験 室

野外環境モニタリング機器
グロースキャビネット
携帯用光合成蒸散測定システム
温室効果ガス動態測定システム
エコタワー環境測定機器
生態系炭素収支モニタリングシステム
環境～生理反応実験装置
携帯型土壌呼吸測定システム
携帯用光合成蒸散測定装置

動 物 生 態 学
実 験 室

生物顕微鏡システム
ラジオテレメトリーシステム
野外測定システム
繊維定量装置
脂肪定量装置
動物個体サイズ・シェイプ解析装置

環 境 生 理 学
実 験 室

蛍光顕微鏡システム
血圧・心拍連続記録システム
急性実験用血圧心拍解析システム
胃電計装置
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設置場所 備　　品　　名

生気象学実験室

生体電気現象記録装置
テレメトリーシステム
自律神経シグナル測定システム
脳血流測定システム

環境生化学実験室

TOC自動分析装置
ドラフトチャンバー
マイクロプレートリーダー
高速液体クロマトグラフ
高速液体クロマトグラフ質量分析計
ICP-MS試料導入装置

環境資源学実験室

フーリエ変換赤外分光分析装置
フーリエ変換赤外分光分析装置用オプション
廃プラスチック熱分解装置
廃プラスチック熱分解装置用脱臭設備
ポリフェノール測定装置

環境計画学実験室

大容量ファイルサーバー
画像解析装置
地理情報装置
スペクトルラジオメーター
３次元画像解析装置
サーモビュアー
マイクロ波データ解析システム
画像解析ソフトウエア

人類生態学実験室

マイクロウェーブ分解装置
自動水銀分析システム
分光光度計
蛍光光度計
ドラフトチャンバー

動物飼育観察室 クリーンラック

冷 凍 庫 室 超低温槽（－80℃）

クリーンルーム クリーンルーム及び内部機器

敷 地 内 露 場 気象観測システム
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